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医療経済研究機構 i 

発刊にあたって 
 

 

 

医療経済研究機構では、厚生労働省・平成16年度老人保健健康増進等事業「終末期医療・介護サ

ービスの提供および利用の実態に関する調査研究」の一環として、「療養病床における医療・介護に

関する調査」を実施した。 

介護保険制度では、要介護高齢者が在宅での生活を継続させることが目的の1つに掲げられている。
しかしながら、医学的管理を要する高齢者や重度の要介護者、終末期にある高齢者については、医

療機関あるいは介護保険施設に入院・入所するケースが多い。また、重症化によって医療機関や介

護保険施設を移動し、医療機関・施設で死亡する高齢者は少なくない。 
このような状況を踏まえて、本調査研究では、医療機関、特に医学的管理の下で長期療養を行う

ための施設である「療養病床」に着目し、入院患者の特性や医療の提供、死亡時の対応、患者の移

動など施設の実態を把握することによって、今後の高齢者の終末期の医療や介護のあり方の議論に

資する資料の作成を目的として実施した。 

本調査研究の成果が、療養病床入院・入所患者のニーズに応じたケア提供のあり方や、高齢者施

設における医療・介護サービスのあり方を検討するうえで参考になれば幸いである。 

最後に、本調査研究を行うに当たり、調査企画段階から報告書作成に至るまで、慶應義塾大学医

学部教授の池上直己先生に懇切丁寧なご指導とご高配を賜った。心より感謝申し上げたい。 

また、本調査におけるアンケート調査ならびにヒアリング調査にご協力いただいた関係者の方々

に厚く御礼を申し上げる次第である。 
 

 

 

 

（財）医療経済研究・社会保険福祉協会 

医療経済研究機構 

岡部 陽二  
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まえがき 
 

 

 

平成12年度の施行以来、介護保険制度では、要介護高齢者の在宅での生活の継続が重視されている。

しかしながら、「自宅で最期を迎えたい」という希望があるにもかかわらず、現状は介護保険施設や医

療機関における死亡が圧倒的に多い。 

こうした状況を踏まえ、医療経済研究機構では、平成14年度より介護老人福祉施設（特別養護老人

ホーム）、介護老人保健施設などの高齢者施設における要介護高齢者の終末期の医療・介護をテーマと

した調査研究を実施しており、本年度については、医療機関、なかでも医学的管理の下で長期療養を

行うための施設である「療養病床」に着目し調査を行った。 

本年度調査では、下記の4点を中心に、療養病床の2つの類型である医療療養病床と介護療養病床

の違いに加え、一般病床の有無による違いについて明らかにした。 

 第1は、入院患者の特性については、医療療養病床と介護療養病床では異なり、介護療養病床のほ

うが要介護度、日常生活自立度ともに重度の患者の割合が多かった。事実、要介護度をみると、医療

療養では要介護4以上（重度）が4分の1、平均要介護度が3.2であったのに対し、介護療養では要

介護4以上は8割、平均要介護度は4.3であった。認知症高齢者の日常生活自立度については、医療

療養ではⅡ以上が6割、介護療養は9割であった。 

第2は、提供する医療の違いについては、医療療養病床と介護療養病床の相違が明確になるように、

両者を有する病院に対してたずねたところ、「ほとんど同じである」との回答が 56.1％と過半数を超

えていた。また、異なる点については、「医療保険適用の方は重度患者対応に適している」が最も多く、

「介護保険適用の方は長期療養に適している」が次いで多かった。こうした傾向は一般病床の有無に

よっても大きく異ならなかった。 

 第3は、死亡時の対応については、医療療養と介護療養の相違よりも、一般病床を有する病院か

否かで大きな違いがあった。「一般病床なし」の方が「一般病床あり」に比べて療養病床を看取りの場

と捉えている傾向がみられた。例えば、患者の死亡が予想される場合の基本方針をみると、「一般病床

なし」では療養病床病棟で看取ると回答した割合が7割だったのに対し、「一般病床あり」では同割合

は4割で、自院の一般病棟に移すとの回答が半数近くに上った。 

第4は、患者の入院から退院までを一連の流れとして捉えると、一般病床の有無で大きく異なった。

｢一般病床あり｣では自宅等から自院の一般病床に入院後、当該療養病床に転院し、自宅等に退院する

ケースが15.4％と最も多く、次に自宅等から直接療養病床に入院し、自宅等に直接退院するケースの

10.9％であった。一方、｢一般病床なし｣では、自宅等から入院し、自宅等に退院するケースが20.1％

と最も多く、次いで他院から転院し、自宅等に退院するケースが10.1％であった。そして、退院患者

全体に占める死亡の割合は、「一般病床あり」では10.5％に留まったのに対して、「一般病床なし」は

20.6％であった。 

以上のように、本調査では、療養病床の 2つの類型における相違のみならず、とりわけ死亡時の対
応に関して一般病床の有無により相違があることが明らかになった。これは注目すべき結果といえよ

う。なお、本報告書ではこれまで調査した高齢者施設における終末期ケアに関する比較表を掲載した。

今後、これらの調査結果が、療養病床、さらには高齢者施設における医療・介護サービスのあり方を

検討するうえで参考になれば幸いである。 

 最後に、お忙しい中、アンケート調査に回答いただいた医療機関の皆様をはじめ、ご協力いただい

た各位に深く感謝申し上げる次第である。 

 

 

主任研究者 池上 直己（慶應義塾大学） 
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療養病床における医療・介護に関する調査 

【研究要旨】 
 
Ⅰ 目的 
介護保険制度では、要介護高齢者が在宅での生活を継続させることが目的の 1つに掲げられている。
しかしながら、医学的管理を要する高齢者や重度の要介護者、終末期にある高齢者については、医療

機関あるいは介護保険施設に入院・入所するケースが多い。また、重症化によって医療機関や介護保

険施設を移動し、医療機関・施設で死亡する高齢者は少なくない。 
このような状況を踏まえて、本調査研究では、医療機関、特に医学的管理の下で長期療養を行うた

めの施設である「療養病床」に着目し、入院患者の特性や医療の提供、死亡時の対応、患者の移動な

ど施設の実態を把握することによって、今後の高齢者の終末期の医療や介護のあり方の議論に資する

資料の作成を目的として実施した。 
 
Ⅱ アンケート調査の方法 
本調査研究では郵送配布・郵送回収のアンケート調査を実施した。 
【調査期間】平成17年2月23日～3月18日 

【調査対象】（１）病院：療養病床を有する病院（回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟と特殊疾患療養病棟を除く）。 

医療施設（動態）調査・病院報告の台帳において、療養病床を有する病

院 4,096施設（精神病床を 8割以上有する病院除く）から、無作為に 5

分の1抽出で819施設を、「基本調査（基本票）」の調査対象施設とした。 

（２）病棟：調査対象施設（819施設）が有する病棟 

（３）患者：調査対象病棟の療養病床に入院し、平成17年1月1日～2月28日に、

①退院、②転棟・転床、③死亡した患者。 
◆なお、本報告書では患者の移動について以下のように定義する。 
◇「入院・転入」：「入院」「転院（他の医療機関から入院）」「転棟（自院で別の病棟から移動）」「転

床（病棟内の移動で保険種別が変更）」が含まれる。 
◇「退院・転出」：「退院」「転院（他の医療機関へ入院）」「転棟（自院で別の病棟へ移動）」「転床（病

棟内の移動で保険種別が変更）」が含まれる。 
◆また、本報告書では療養病床の分類について以下のように用語を用いた。 
◇「病床構成別」：病棟の種類（医療療養、医療療養と介護療養、介護療養）の 3類型。 
◇「病床種類別」：病床の種類（医療療養病床、介護療養病床等）の 2類型。 
【主な調査項目】 

① 基本調査：病院の概要、療養病床の運営や終末期患者への対応方針・対応状況 
② 病棟調査：病棟の概要、入院患者の概要、終末期の対応・課題、新規入院患者、転棟受入患者 
③ 患者調査：患者の年齢、主傷病、要介護度、自立度、療養場所の希望、移動の状況（入院・転入

元、退院・転出先、転帰、移動の理由、見通し）、死亡の場合の対応・希望 ／ 等 
 
Ⅲ 結果 
１ 回収数と回答の代表性 
 基本調査の有効回収数は212件、病棟調査の有効回収数は333件であった。平成17年2月28日時

点で調査対象の病棟に入院中で有効な回答が得られた患者数は医療療養病棟236病棟で8,239人、介

護療養病棟190病棟で6,139人であった。また、患者調査（退院患者等）の有効回収数は、3,819件

であった。 

 回収した基本調査の結果から、所在地、開設者、病床規模について、全国値と差はなかった。 
２ 病床の種別と病床数 
平成17年2月28日現在の病院全体の病床数は平均137.6床（中央値111.0床）であった。 
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 各病院の一般病床の有無をみると、「一般病床あり」が58.0％（123施設）、「一般病床なし」が42.0％

（82施設）であった。療養病床の保険種別は「医療保険適用と介護保険適用の両方あり」が62.3％（132

施設）、「医療保険適用のみあり」が28.3％（132施設）、「介護保険適用のみあり」が9.4％（20施設）

であった。 

 
３ 医療療養病床と介護療養病床の相違 
（１）入院患者の特性 
患者特性に差がみられた。入院患者の年齢構成は「介護療養病床」では85歳以上の患者が49.6％

と「医療療養病床」（35.3％）に比べて高く、特に75歳以上の後期高齢者については、83.2％を占

めた。また、要介護度や認知症の日常生活自立度別の患者割合は「介護療養病床」の方がより重度

の患者が多いことがわかった。要介護度については、「介護療養病床」では「要介護度5」の患者割

合は56.3％（「医療療養病床」では14.4％）であり、「要介護度4」（26.4％）の患者と合わせて82.7％

を占めた。認知症の日常生活自立度別割合については、「医療療養病床」で「Ⅱ」以上の患者割合が

61.5％であったのに対して、「介護療養病床」では「Ⅱ」以上の患者割合が87.6％であった。 

入院期間については、「医療療養病床」で 3か月以内の患者割合が 64.0％と「介護療養病床」

（36.8％）に比べて短かった（図表1）。退院・転出した患者についてみると、主傷病では「医療療

養病床」で悪性新生物・骨折・肺疾患の患者の割合が多い一方、「介護療養病床」では、脳血管疾患・

認知症の患者の割合が多かった。 

図表１ 病床種類別 入院期間別患者割合 
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15.4%

7.4%

3.7%

2.2%

4.7%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床（n=2,994）

介護療養病床（n=825）

1か月未満 1-3か月 4-6か月 7-12か月 1年-1年半 1年半-2年 2年以上 無回答  
（２）療養病床としての方針や体制 
療養病床としての方針や体制に大きな差はみられなかった。医療療養病床と介護療養病床の相違

が明確になるように、両者を有する病院に対してたずねたところ、その56.1％が、提供する医療は

「ほとんど同じである」と回答した。また、異なる点としては、回答の多い順に「医療保険適用の

方は重度患者対応に適している」が71.4％、「介護保険適用の方は長期療養に適している」が53.6％

であった。終末期ケアについては「医療療養病床の方が終末期ケアに対応できる」が37.3％で、「医

療療養病床」の方が対応できるとの回答割合が高かった。なお、入院期間の方針については「医療

療養病床」の方が方針を持つ病院が多く、実際の入院期間についても短かった。 

（３）終末期の対応 
終末期対応に差がみられた。患者の死亡が予想される場合の基本方針は、「医療療養病床」の方が

看取る方針を持っていることがわかった。患者に対する終末期の見通しは「医療療養病床」の方が

患者の見通しがつく割合が高く（「医療療養病床」（27.3％）「介護療養病床」（12.5％））、患者の死

亡前2週間以内には、酸素療法・点滴・喀痰吸引の処置割合が相対的に高かった。 

（４）患者の移動 
患者の移動に差がみられた。在宅療養を希望する患者が実際に自宅へ戻った割合は「医療療養病

床」（84.9％）の方が「介護療養病床」（57.3％）より高く、自院（病院）療養を希望する患者が死

亡に至った割合は「介護療養病床」（63.5％）の方が「医療療養病床」（25.3％）に比べて高かった。 

退院・転出した患者についてみると、「自宅等」へ退院した患者は「医療療養病床」では 35.9％

であったのに対して、「介護療養病床」では 9.0％に留まった。また、死亡退院の割合は、「医療療

養病床」では11.8％であったのに対して、「介護療養病床」では25.7％と高かった（図表2）。 
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図表２ 病床種類別 「退院・転出」先 
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４ 一般病床の有無による相違 
（１）入院患者の特性 
必要とする医療処置、患者の主傷病に差がみられた。「一般病床あり」の患者は、胃ろうの管理・

喀痰吸引が行われる割合が「一般病床なし」に比べて高かった。退院・転出した患者の主傷病につ

いては、「一般病床あり」では骨折の患者割合が「一般病床なし」に比べて高かった（「一般病床あ

り」は14.6％、「一般病床なし」は6.0％）。一方、「一般病床なし」では悪性新生物・認知症の患者

割合が「一般病床あり」に比べて高かった（「一般病床あり」はそれぞれ3.3％3.6％、「一般病床な

し」は6.5％、6.0％）。 

（２）療養病床としての方針や体制 
療養病床としての方針や体制に差がみられた。「一般病床なし」では、長期療養と終末期ケアを重

視する回答割合が「一般病床あり」に比べて高かった（「一般病床あり」はそれぞれ42.3％、17.1％、

「一般病床なし」は66.3％、29.2）。また、「一般病床なし」では、今後はリハビリに力を入れたい

とする割合が24.7％と「一般病床あり」（16.3％）に比べて多かった。一方、「一般病床あり」では、

在宅ケアとの連携に力を入れたいとする割合が 18.7％あり、「一般病床なし」（6.7％）に比べて多

かった。 

入院期間の方針では、「一般病床あり」の方は、全体の54.4％が入院後6か月以内の方針を持ち、

「一般病床なし」（25.8％）に比べて短く、実際に平均在院日数も短かった（図表3）。また、患者・

家族が在宅死を希望した場合には、「一般病床あり」では、57.7％が自院で支援すると回答し、「一

般病床なし」（39.3％）に比べて高かった。 

図表３ 一般病床有無別 入院期間の方針 

5 .6 %

3 3 .3 %

2 0 .2 %

5 .7 % 8 .1 %

2 .2 %

2 1 .1 %

1 0 .1 %

2 7 .6 %

4 6 .1 % 1 5 .7 %

4 .1 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

一 般 病 床 あ り (n = 1 2 3 )

一 般 病 床 な し (n = 8 9 )

入 院 後 3か 月 以内 入院 後 6か 月 以内 入 院 後 1年 以 内
特 に方針 は な い その 他 無 回 答  

（３）終末期の対応 
死亡時の対応と死亡前の処置に差がみられた。患者の死亡が予想される場合の方針は、「一般病床な

し」では、「医療療養病床で看取る」割合が73.0％と高い一方、「一般病床あり」では39.0％であった

（図表4）。 

看取り対応について「対応する予定であった」と回答する割合が共に高く（「一般病床あり」80.8％、

「一般病床なし」92.3％）、療養病床を看取りの場としていることがわかった。 

患者の死亡前2週間以内に行われた処置の割合は、酸素療法・点滴・喀痰吸引の処置を筆頭に「一

般病床なし」の方が相対的に高かった（酸素療法では「一般病床あり」68.1％・「一般病床なし」81.8％、

点滴ではそれぞれ64.6％・81.3％、喀痰吸引では67.7％・71.1％）。 
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図表４ 一般病床有無別 患者の死亡が予想される場合の基本方針 

7 3 .0 %

4 6 .3 %3 9 .0 %

0 .8 %

1 1 .2 % 1 3 .5 %

8 .1 % 5 .7 %

2 .2 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

一 般 病 床 あ り (n = 1 2 3 )

一 般 病 床 な し (n = 8 9 )

療 養 病 床 の 病 棟 内 で 看 取 る 速 や か に 自 院 の 一 般 病 床 に 移 す (一 般 病 床 あ りの み ）

速 や か に 他 の 病 院 に 移 す そ の 他

無 回 答  
（４）患者の移動 
患者の移動には当然ながら差がみられた。患者が入院・転入する前の所在地については、「一般病

床あり」では「自院の一般病床」からの転院が 62.8％と多かったが、「一般病床なし」では「その

他（自宅等、特養、その他）」（41.7％）からと、「他院」（39.1％）からが多かった（図表5）。患者

の転出先については、「一般病床あり」では 49.1％の患者が一般病床へ、38.3％が療養病床へ転出

する一方、「一般病床なし」では75.7％の患者が一般病床へ転出していることがわかった（図表6）。 

図表５ 一般病床の有無別 「入院・転入」元 

8 . 3 %

1 9 . 1 %

4 1 . 7 %

2 . 6 %

4 . 5 %

6 2 . 8 %
5 . 3 % 0 . 8 %

2 . 4 %

8 . 0 %

3 9 . 1 %

1 . 5 %

4 . 0 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

一 般 病 床 あ り (n = 2 ,1 8 8 )

一 般 病 床 な し (n = 1 ,6 3 1 )

自 院 の 一 般 病 床 自 院 の 医 療 療 養 病 床 自 院 の 介 護 療 養 病 床

他 院 介 護 老 人 保 健 施 設 そ の 他 （自 宅 等 、 特 養 、 そ の 他 ）

無 回 答

自 院 1 0 .7 ％

自 院 6 8 .8 ％

 

図表６ 一般病床有無別 転院先の病床種別 

7 5 . 7 %

3 8 . 3 % 1 2 . 6 %4 9 . 1 %

3 .7 % 2 0 . 6 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

一 般 病 床 あ り ( n = 1 7 5 )

一 般 病 床 な し ( n = 2 7 2 )

一 般 病 床 へ 療 養 病 床 へ 不 明
 

患者の入院から退院までを一連の流れとして捉えると、「一般病床あり」では、「自院内から転棟・

転床し、在宅等へ退院」（24.5％）が最も多く、「一般病床なし｣では、「在宅等（自宅等、特養、そ

の他）から入院し、在宅等へ退院」（25.1％）が多かった。なお、退院患者全体に占める死亡退院の

割合は、「一般病床あり」では10.5％に留まったのに対して、「一般病床なし｣では20.6％と高かっ

た（図表7）。 

図表７ 「入院・転入」元別 「退院・転出」先 

19.6

41.1

31.9

2.8

0.5

24.5

9.9

1.7

25.1

11.8
10.5

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床なし（n=1,631）

一般病床あり（n=2,188）

自院内で転棟・転床、自院内で転棟・転床 自院内で転棟・転床、在宅等へ退院

他院から転院、他院へ転院 在宅等から入院、在宅等へ退院

死亡退院 その他  
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第1章 調査実施概要 

1. 調査研究の背景と目的 

介護保険制度では、要介護高齢者が在宅での生活を継続させることが目的の 1つに掲げ
られている。しかしながら、重度の要介護者や終末期にある高齢者は医療機関あるいは介

護保険施設に入院・入所するケースが多い。そのうえ、重症化に伴い、医療機関や介護保

険施設を移動し、医療機関・施設で死亡する高齢者も少なくない。 
 そこで、本調査研究では、医療機関、特に医学的管理の下で長期療養を行うための施設

である療養病床に着目し、入院患者の特性や医療の提供、死亡時の対応、患者の移動など

施設の実態を把握することによって、今後の高齢者の終末期の医療や介護のあり方の議論

に資する資料を作成することを目的とした。 
 

2. 調査研究の実施方法 

① 調査対象 
本調査研究では郵送配布・郵送回収のアンケート調査を実施した。 
（１）病院：療養病床を有する病院（回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟と特殊疾患療養病棟を除く）。

医療施設（動態）調査・病院報告の台帳において、療養病床を有する病院 4,096
施設（精神病床を 8割以上有する病院除く）から、無作為 5分の 1抽出による 819
施設。 

（２）病棟：調査対象施設（819施設）が有する病棟。 
（３）患者：調査対象病棟の療養病床に入院し、平成 17年 1月 1日～2月 28日に、①

退院、②転棟・転床、③死亡した患者。 
 
◆本報告書では患者の移動について以下のように定義する。 
◇「入院・転入」：「入院」「転院（他の医療機関から入院）」「転棟（自院で別の病棟か

ら移動）」「転床（病棟内の移動で保険種別が変更）」が含まれる。 
◇「退院・転出」：「退院」「転院（他の医療機関へ入院）」「転棟（自院で別の病棟へ移

動）」「転床（病棟内の移動で保険種別が変更）」が含まれる。 
 
◆本報告書では療養病床の分類について以下のように用語を用いた。 
◇病床構成別：病棟の種類（医療療養、医療療養と介護療養、介護療養）の 3類型。 
◇病床種類別：病床の種類（医療療養病床、介護療養病床等）の 2類型。 
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② 主な質問項目 

1) 基本調査（基本票） 
・病院の概要（病床数、入院患者数、療養病床の設置状況、併設事業所等） 
・療養病床の運営や終末期患者に対する対応における方針 
・病院全体での終末期ケアの対応状況、マニュアル、勉強会の実施 

2) 病棟調査（病棟票） 
・病棟の概要（病床数、個室数、入院基本料・施設サービス費、看護・介護体制） 
・入院患者の年齢・要介護度・自立度、医療処置の状況、終末期の状態の患者数 
・終末期の対応、課題 
・新規入院患者数、転棟受け入れ患者数 

3) 患者調査（病棟票） 
・年齢、主傷病、要介護度、自立度 
・療養場所の希望 
・移動の状況（入院・転入元、退院・退出先、転帰、移動の理由、見通し） 
・死亡の場合の対応（本人の希望、方針決定者、対応予定、希望しない処置および実

際の処置の内容、病室の移動等） 

③ 調査方法 
郵送配布、郵送回収 

④ 調査期間 
平成 17年 2月 23日～3月 18日 
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第2章 病院の概要 

1. 回収状況 

基本票は、全部で 233件回収し、回収率は 28.4％であった。ただし、この中には、療養
病床が今回の調査対象外の回復期リハビリテーション病棟または特殊疾患療養病棟のみで

あった施設が 16 件、回収締め切り後に到着した 2 件、ほとんどの項目について白紙の 2
件、休止中の 1件があり、集計対象としたのは 212件であった。 

2. 病院の属性等 

ここでは、有効な回答が得られた 212病院の概要を報告する。 

(1) 所在地 
本調査と厚生労働省医療施設調査の所在地を比べたところ、相違はみられなかった。 
 医療施設調査 本調査の回収票  医療施設調査 本調査の回収票 

 施設数 割合 施設数 割合  施設数 割合 施設数 割合 

1 北海道 331 7.7% 18 8.5% 25 滋賀 28 0.6% 1 0.5% 

2 青森 45 1.0% 2 0.9% 26 京都 80 1.9% 4 1.9% 

3 岩手 37 0.9% 1 0.5% 27 大阪 263 6.1% 12 5.7% 

4 宮城 59 1.4% 1 0.5% 28 兵庫 173 4.0% 8 3.8% 

5 秋田 32 0.7% 1 0.5% 29 奈良 33 0.8% 2 0.9% 

6 山形 19 0.4% 0 0.0% 30 和歌山 44 1.0% 1 0.5% 

7 福島 64 1.5% 3 1.4% 31 鳥取 24 0.6% 0 0.0% 

8 茨城 91 2.1% 2 0.9% 32 島根 35 0.8% 0 0.0% 

9 栃木 63 1.5% 5 2.4% 33 岡山 97 2.3% 4 1.9% 

10 群馬 73 1.7% 2 0.9% 34 広島 153 3.5% 11 5.2% 

11 埼玉 152 3.5% 3 1.4% 35 山口 83 1.9% 7 3.3% 

12 千葉 124 2.9% 6 2.8% 36 徳島 72 1.7% 1 0.5% 

13 東京 239 5.5% 11 5.2% 37 香川 53 1.2% 2 0.9% 

14 神奈川 118 2.7% 4 1.9% 38 愛媛 91 2.1% 7 3.3% 

15 新潟 70 1.6% 5 2.4% 39 高知 90 2.1% 4 1.9% 

16 富山 55 1.3% 2 0.9% 40 福岡 249 5.8% 15 7.1% 

17 石川 59 1.4% 1 0.5% 41 佐賀 64 1.5% 2 0.9% 

18 福井 48 1.1% 4 1.9% 42 長崎 75 1.7% 7 3.3% 

19 山梨 31 0.7% 2 0.9% 43 熊本 120 2.8% 8 3.8% 

20 長野 56 1.3% 5 2.4% 44 大分 69 1.6% 4 1.9% 

21 岐阜 57 1.3% 4 1.9% 45 宮崎 69 1.6% 6 2.8% 

22 静岡 86 2.0% 3 1.4% 46 鹿児島 159 3.7% 7 3.3% 

23 愛知 165 3.8% 8 3.8% 47 沖縄 45 1.0% 4 1.9% 

24 三重 67 1.6% 2 0.9% 

 

全国 4,310 100.0% 212 100.0%

資料：厚生労働省「医療施設調査」平成 17年 2月分 
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(2) 開設者（基本票 Q3） 
開設者は、「医療法人」が 73.6％で最も多く、次いで「国公立・公的」が 11.3％であった。

これは全国的な傾向とは差がなかった。 

図表1-2-1 開設者 (n=212) 

7.5% 6.1%73.6% 11.3%

0.9% 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=212

医療法人 個人 国公立・公的 社会保険関係団体 その他 無回答

 

参考 図表 開設者 (n=4,310) 

8.6% 8.0%73.8% 9.0%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=4,310

医療法人 個人 国公立・公的 社会保険関係団体 その他
 

資料：厚生労働省「医療施設調査」平成 17年 2月分 
 

(3) 1施設あたり平均療養病床数（基本票 Q9） 
１施設あたりの平均病床数は、87.2床で、厚生労働省『医療施設調査』と差はなかった。 

図表1-2-2 1施設あたり平均療養病床数 

 

回答施設数 
(単位：件) 

平均値 
（単位：床） 

本調査 212 87.2 

医療施設調査（平成 17年 2月） 4,310 81.6 
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(4) 開設年（基本票 Q2） 
開設年は、1980年～1989年が 22.6％を占めた。 

図表1-2-3 開設年 （n=212） 

8.0%

14.6%

6.6%

18.9%

22.6%

14.6%

9.4%

5.2%

0% 20% 40%

1949年以前

1950年～1959年

1960年～1969年

1970年～1979年

1980年～1989年

1990年～1999年

2000年～2005年

無回答

 

(5) 病棟数（基本票 Q4）・うち療養病床のある病棟数1（基本票 Q5） 
病棟数は、平均 2.8 棟（中央値 2.0 棟）であり、このうち、療養病床のある病棟数は、

平均 1.7棟（中央値 1.0棟）であった。 
病棟数の分布としては、1～3棟を有する病院が全体の 73.6％であった。療養病床を有す

る病院は 85.3％で、1棟のみが 62.7％、2棟が 22.6％であった。 

図表1-2-4 病棟数・うち療養病床のある病棟数（記入式） 

病棟数（単位：棟）  
回答施設数 

（単位：件） 平均値 
標準 

偏差 
中央値 最大値 最小値 

病棟数 206 2.8 1.8 2.0 10.0 1.0 

うち療養病床のある病棟数 212 1.7 1.2 1.0 8.0 1.0 

図表1-2-5 病棟数の分布（記入式） 

22.6% 27.4% 23.6% 11.3%
4 .2%

2.8%

0.5%

2.8%

1 .4%

0.5%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１棟 ２棟 ３棟 ４棟 ５棟 ６棟 ７棟 ８棟 ９棟 10棟 無回答  

図表1-2-6 療養病床の病棟数の分布（記入式） 

62.7% 22.6% 8.5% 3.3%

0.5%

1.4%

0.0%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１棟 ２棟 ３棟 ４棟 ５棟 ６棟 ７棟 ８棟  

                                                
1 回復期リハビリテーション病棟および特殊疾患療養病棟は除く。 
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(6) 入院患者数（基本票 Q6） 
平成 17年 2月 28日現在の入院患者数は平均 125.3人（中央値 101.0人）であった。 

図表1-2-7 入院患者数（記入式） 

入院患者数（単位：人） 

 

回答施設数 

(単位：件) 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

入院患者数 208 125.3 86.7  101.0  514  19 

32.5% 17.9% 3.8%15.6% 15.1% 15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

49人以下 50～99人 100人～149人 150人～199人 200人以上 無回答  

(7) 1日あたりの平均外来患者数（基本票 Q7） 
1日あたりの平均外来患者数は、平均 142.4人（中央値 87.7人）であった。 

図表1-2-8 1日あたりの平均外来患者数（記入式） 

外来患者数（単位：人） 

 

回答施設数 

(単位：件) 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

1日あたり平均
外来患者数 

200 142.4 175.0 87.7 1400.0 0.0 

27.4% 14.2% 12.3%24.1% 8.0% 8.5% 5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

49人以下 50～99人 100～149人 150～199人 200～249人 250人以上 無回答  

(8) 一般病床平均在院日数（基本票 Q9） 
一般病床の平均在院日数は、平均 30.7日（中央値 23.0日）であった。 

図表1-2-9 一般病床の平均在院日数（記入式） 

外来患者数（単位：日） 

 

回答施設数 

(単位：件) 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

一般病床の 
平均在院日数 

120 30.7 42.6 23.0 452.0 8.2 

20.8% 28.3%20.0% 5.8% 20.0%
2.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17日以内 21日以内 26日以内 28日以内 60日以内 90日以内 90日超  
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(9) 療養病床の平均在院日数（基本票 Q8） 
療養病床の平均在院日数は、平均 319.7日（中央値 196.0日）であった。 

図表1-2-10 療養病床の平均在院日数（記入式） 

在院日数（単位：日） 

 

回答施設数 

(単位：件) 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

療養病床の 
平均在院日数 

195 319.7 339.4 196.0 2448.0 13.0 

16.5% 22.2% 8.0%1.4% 25.0% 26.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30日以内 90日以内 180日以内 360日以内 360日超 無回答  

(10) 病院からの訪問看護の提供状況（基本票 Q10） 
病院からの訪問看護の提供については、「行っている」が 40.1％であった。 

図表1-2-11 病院からの訪問看護の提供状況(n=212) 

57.1%40.1% 2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=212

行っている 行っていない 無回答

 
 

(11) 併設施設または同一法人で有している施設・事業所（基本票 Q11） 
併設施設または同一法人で有する施設・事業所としては、「訪問看護ステーション」が

34.9％、「介護老人保健施設」が 24.1％とその割合が高かった。 

図表1-2-12 併設施設または同一法人で有している施設・事業所（複数回答）(n=212) 

34.9%

24.1%

11.3%

9.9%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40%

訪問看護ステーション

介護老人保健施設

診療所

認知症高齢者グループホーム

特別養護老人ホーム
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3. 病床数と入院患者数の動向 

(1) 許可病床数と入院患者数（基本票 Q12） 
平成 17 年 2 月 28 日現在の調査対象病院全体の病床数は、平均 137.6 床（中央値 111.0

床）であった。 
病床数を病床構成別にみると、「①一般病床」は平均 74.5床（中央値 49.0床）、「②医療

療養病床」は平均 58.4床（中央値 47.0床）、「③介護療養病床」は平均 47.6床（中央値 40.0
床）であった。 

図表1-3-1 許可病床数（記入式） 

許可病床数（単位：床） 

 

回答施設数

(単位：件) 合計値 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病院全体 212  29,161  137.6  95.6  111.0  655  19 

①一般病床 123  9,161  74.5  70.2  49.0  393  8 

②医療療養病床 192  11,206  58.4  51.5  47.0  308  2 

③介護療養病床 152  7,231  47.6  42.3  40.0  248  2 

④精神病床 9  1,452  161.3  54.0  156.0  232  60 

⑤感染症病床 3  14  4.7  1.2  4.0  6  4 

⑥結核病床 4  97  24.3  11.8  25.0  37  10 
  

調査対象病院全体の病床数を、一般病床の有無別にみると「一般病床あり」が58.0％（123

施設）、「一般病床なし」が42.0％（89施設）であった。 

図表1-3-2 一般病床の有無 (n=212) 

一般病床なし
42 .0% 一般病床あり

58 .0 %

 
療養病床を病床構成別にみると、「医療療養病床・介護療養病床の両方あり」が 62.3％

（132施設）、「医療療養病床のみあり」が 28.3％（60施設）、「介護療養病床のみあり」が
9.4％（20施設：結果の解釈に注意を要する）であった。 

図表1-3-3 保険種類別 療養病床種類 (n=212) 

医 療 療 養 病 床 と 介 護

療 養 病 床 の 両 方 あ り

6 2 . 3 %

医 療 療 養 病 床 の み

あ り
2 8 . 3 %

介 護 療 養 病 床 の み

あ り
9 . 4 %
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 一般病床の有無を療養病床構成別にみると、「医療療養病床のみ」と「介護療養病床のみ」

の施設では、「一般病床あり」が多かった。 

図表1-3-4 療養病床構成別 一般病床の有無 

 
  

合計 一般病床あり 一般病床なし 

212 123 89 
全体 

100.0% 58.0% 42.0% 

60 40 20 
医療療養病床のみ 

100.0% 66.7% 33.3% 

132 66 66 医療療養病床と 
介護療養病床 100.0% 50.0% 50.0% 

20 17 3 
介護療養病床のみ 

100.0% 85.0% 15.0% 

 

平均病床数を療養病床構成別にみると、129～138床とほぼ同じ水準であった。なお、「医

療療養病床のみあり」（138.6床）、「介護療養病床のみあり」（129.0床）、共に一般病床を

有する割合は6割程度であった。 

平均病床数を一般病床の有無別でみると、「一般病床あり」の病院（147.5床）の方が「一

般病床なし」（123.8床）よりも多かった。 

図表1-3-5 病床構成別 平均病床数 

療養病床 一般病床 

 全体 医療のみ 

あり 

医療・介護

両方あり 

介護のみ 

あり 
あり なし 

回答施設数（単位：件） 212 60 132 20 123 89

病院病床数合計（単位：床） 137.6 138.6 138.4 129.0 147.5 123.8

①一般病床（単位：床） 43.2 61.2 33.0 57.1 74.5 -

②医療療養病床（単位：床） 52.9 70.3 53.0 - 40.1 70.5

③介護療養病床（単位：床） 34.1 - 43.9 72.0 27.8 42.8

④精神病床（単位：床） 6.8 6.5 8.1 0.0 4.6 10.0

⑤感染症病床（単位：床） 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

⑥結核病床（単位：床） 0.5 0.7 0.4 0.0 0.5 0.4

※該当の病床を有していない場合も「0床」として平均値計算には算入した。 

(単位：件) 
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入院患者数（平成 17 年 2 月 28 日現在）を病床種類別にみると、「①一般病床」は平均
58.7人（中央値 39人）、「②医療療養病床」は平均 54.3人（中央値 43.0人）、「③介護療養
病床」では平均 46.0人（中央値 36.5人）であった。 
平均入院患者数を療養病床種類別でみると、「医療・介護両方あり」では入院患者数が一

般病床と療養病床に分散しているが、「医療療養病床のみ」・「介護療養病床のみ」では「一

般病床」がそれぞれ 40.7人、44.4人、「医療療養病床」がそれぞれ 68.0人、66.1人であっ
た。 
平均入院患者数を一般病床の有無別でみると、「一般病床なし」の方が「医療療養病床」

に入院する平均患者数は多かった。 

図表1-3-6 入院患者数（記入式） 

入院患者数（単位：人） 
 

回答施設数 

(単位：件) 合計値 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

①一般病床 97  5,696  58.7  55.0  39.0  331  8 

②医療療養病床 155  8,417  54.3  48.8  43.0  302  2 

③介護療養病床 124  5,701  46.0  43.2  36.5  247  1 

④精神病床 6  797  132.8  39.0  137.0  189  81 

⑤感染症病床 0 - - - - - - 

⑥結核病床 4  56  14.0  15.6  9.0  36  2 

図表1-3-7 病床種類別 平均入院患者数 

療養病床 一般病床 

 全体 医療のみ 

あり 

医療・介護

両方あり 

介護のみ 

あり 
あり なし 

回答施設数（単位：件） 171 45 110 16 98 73

①一般病床（単位：床） 33.3 40.7 28.7 44.4 58.1 -

②医療療養病床（単位：床） 49.2 68.0 48.7 - 36.9 65.7

③介護療養病床（単位：床） 33.3 - 42.2 66.1 26.8 42.1

④精神病床（単位：床） 4.7 3.3 5.9 0.0 3.9 5.7

⑤感染症病床（単位：床） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

⑥結核病床（単位：床） 0.3 0.4 0.4 0.0 0.2 0.5

※該当の病床の入院患者がいない場合も「0人」として平均値計算には算入した。 
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(2) 病院全体での新規入院患者数（基本票 Q13） 
新規入院患者（平成 17 年 1 月 1 日～2 月 28 日）についてみると、平均 102.9 人（中央

値 48.5人）であった。 
そのうち介護老人保健施設からの新規入院患者数は、平均 2.4人（中央値 0.0人）、特別

養護老人ホームからの新規入院患者数は、平均 2.6人（中央値 0.0人）であった。 

図表1-3-8 新規入院患者数（記入式） 

 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

①新入院患者数全体 102.9 157.8 48.5  1,109  1 

②介護老人保健施設からの新入院患者数 2.4 5.6 0.0  50  0 

③特別養護老人ホームからの新入院患者数 2.6 5.5 0.0  29  0 

 

(3) 療養型病床群および介護保険適用の病床の設置状況（基本票 Q14） 

① 療養型病床群の設置状況・設置年 
療養型病床群の設置状況については、「あり」が 67.0％（142 施設）であった。「あり」

の施設における設置年は、平成 12年が 23.2％、11年が 22.5％、10年が 21.1％であった。 

図表1-3-9 療養型病床群の設置状況 (n=212) 

27.4%67.0% 5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=212

あり 療養型病床群は設置しなかった 無回答

 

図表1-3-10 療養型病床群の設置年（記入式） (n=142) 

4.2%

2.1%

5.6%

7.7%

3.5%

9.9%

21.1%

22.5%

23.2%

0% 20% 40%

平成４年

平成５年

平成６年

平成７年

平成８年

平成９年

平成10年

平成11年

平成12年

 

(単位：人) 
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② 介護保険適用の療養病床（または療養型病床群）の設置状況・設置年 
介護保険適用の療養病床は、「あり」が 68.4％（145 施設）であった。「あり」の施設に

おける設置年は、平成 12年が 82.8％であった。 

図表1-3-11 介護保険適用の療養病床（または療養型病床群）の設置状況 (n=212) 

19.3%68.4% 12.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=212

あり 介護保険適用は設置していない 無回答

 

図表1-3-12 介護保険適用の療養病床（または療養型病床群）の設置年（記入式） (n=145) 

82.8%

2.8%

6.9%

4.8%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

 
介護保険適用の療養病床の設置状況を、療養型病床群の設置有無別にみると、「療養型

病床群あり」では「介護保険適用の療養病床あり」が 78.2％、「療養型病床群なし」では
「介護保険適用の療養病床あり」は 58.6％であった。 

図表1-3-13 療養型病床群の設置有無別 

介護保険適用の療養病床（または療養型病床群）の設置状況 

58.6%

12.7%

37.9%

9.2%78.2%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養型病床群あり(n=142)

療養型病床群なし(n=58)

介護保険適用の療養病床あり 介護保険適用の療養病床なし 無回答
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4. 療養病床における方針等 

※「介護療養病床のみ」については標本数が十分でないため、結果の解釈には注意を要する。 
 
(1) 療養病床の機能について（基本票 Q15） 

① 重視している機能 
調査対象病院が、療養病床として「重視している機能」としては「急性期病院からの受

け入れ」（56.6％）、「長期療養」（52.4％）、「リハビリテーション」（50.0％）が多かった。 

図表1-4-1 重視している機能（複数回答） （ｎ=212） 

52.4%

56.6%

50.0%

42.9%

22.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

長期療養

急性期病院からの受け入れ

リハビリテーション

在宅ケアとの連携

終末期ケア

 
病床構成別にみると、「医療療養病床のみ」では、「終末期ケア」を重視する回答が相対

的に多い一方で、「在宅ケアとの連携」を重視する回答が相対的に少なかった。また、「医

療療養病床と介護療養病床」では、「急性期病院からの受け入れ」をより重視する回答が多

かった。「介護療養病床のみ」では「長期療養」を重視する回答が多かった。 

図表1-4-2 病床構成別 重視している機能（複数回答） 

55.0%

50.0%

50.0%

35.0%

26.7%

50.0%

59.8%

50.8%

46.2%

21.2%

60.0%

55.0%

45.0%

45.0%

15.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

長期療養

急性期病院からの受け入れ

リハビリテーション

在宅ケアとの連携

終末期ケア

医療療養病床のみ(n=60) 医療療養病床と介護療養病床(n=132) 介護療養病床のみ（n=20）
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一般病床の有無別にみると、「一般病床あり」では、「急性期病院からの受け入れ」「リハビ

リテーション」「在宅ケアとの連携」を重視する回答が多い一方で、「長期療養」「終末期ケ

ア」を重視する回答は少なく、「一般病床なし」の病院ではこれらをより重視する結果とな

った。 

図表1-4-3 一般病床の有無別 重視している機能（複数回答） 

42.3%

59.3%

52.8%

44.7%

17.1%

66.3%

52.8%

46.1%

40.4%

29.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

長期療養

急性期病院からの受け入れ

リハビリテーション

在宅ケアとの連携

終末期ケア
一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)
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② 今後、特に力を入れたいと考える機能 
療養病床として「特に力を入れたいと考える機能」としては、「リハビリテーション」

（19.8％）が最も多く、次いで「在宅ケアとの連携」（13.7％）が多かった。 

図表1-4-4 今後、特に力を入れたいと考える機能  (n=212) 

8.0% 50.0%4.7% 19.8% 13.7% 3.3%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長期療養 急性期病院からの受け入れ リハビリテーション
在宅ケアとの連携 終末期ケア その他
無回答  

病床構成別にみると、「医療療養病床と介護療養病床」では「リハビリテーション」を

「特に力を入れたいと考える機能」と回答する割合が高かった。 

図表1-4-5 病床構成別 今後、特に力を入れたいと考える機能 

13.3% 16.7%

15.0% 20.0%

53.3%

46.2%

65.0%
0.0%

6.1%

3.3%

0.0%

6.8% 22.0%

11.7%

13.6%

1.7%

0.0%

4.5%

0.0%

0.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

長期療養 急性期病院からの受け入れ リハビリテーション
在宅ケアとの連携 終末期ケア その他
無回答  

一般病床の有無別にみると、「一般病床なし」では「リハビリテーション」を「特に力

を入れたいと考える機能」と回答する割合が高かった。 

図表1-4-6 一般病床の有無別 今後、特に力を入れたいと考える機能 

8 .9 % 16 .3 % 48 .0 %

52 .8 %
3 .4%

5 .7 %

6 .7 %
24 .7 %

18 .7%

6 .7 %

2.4%

4 .5%

1 .1%

0. 0%

0 % 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123 )

一般病床なし(n=89 )

長期療養 急性期病院からの受け入れ リハビリテーション
在宅ケアとの連携 終末期ケア その他
無回答  
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(2) 入院期間の方針（基本票 Q16） 
入院期間の方針は、「特に方針はない」が 35.4％で最も多く、次いで「入院後 6 か月以

内」（27.8％）、「入院後 3か月以内」（14.6％）と多かった。 

図表1-4-7 入院期間の方針 （ｎ＝212） 

 

27 .8 % 1 1 .3 %1 4 .6 % 7 .5 % 3 5 .4 % 3 .3 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 80 % 1 0 0%

入院後 3か月以内 入院後6か月以内 入院後 1年以内 特に方針はない その他 無回答

 
病床構成別にみると、「医療療養病床のみ」は「入院後 6 か月以内」（30.0％）が多い一

方で、「特に方針はない」（25.0％）が他の病床構成に比べて少なく、入院期間に対する方
針が相対的に明確であった。 

図表1-4-8 病床構成別 入院期間の方針 

30.0%

29.5%

10.0%

10.0%

15.0% 45.0%

16.7%

15.9%

5.0%

15.0%

5.3% 38.6%

25.0%

6.8%

25.0% 0.0%

3.3%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

入院後3か月以内 入院後6か月以内 入院後1年以内
特に方針はない その他 無回答  

一般病床の有無別にみると、「一般病床あり」は「入院後 3 か月以内」と「入院後 6 か
月以内」を合わせて 54.4％に達する一方で、「特に方針はない」が「一般病床なし」に比
べて少なく、入院期間に対する方針が相対的に明確であった。 

図表1-4-9 一般病床の有無別 入院期間の方針 

5.6%

33.3%

20.2%

5.7% 8.1%

2.2%

21.1%

10.1%

27.6%

46.1% 15.7%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)

入院後3か月以内 入院後6か月以内 入院後1年以内
特に方針はない その他 無回答  
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(3) 入院時の患者や家族への説明（基本票 Q17） 
療養病床に入院する際に、患者や家族に対して療養病床の役割や機能を説明しているか

については、「書面等で説明している」と「口頭で説明している」で 95.3％に達し、療養
病床を有する病院は、何らかの形でその役割と機能を患者や家族に説明している結果とな

った。なお、病床構成別、一般病床有無別でみてもこの傾向は同様であった。 

図表1-4-10 入院時の患者や家族への説明 (n=212) 

56.6%38.7% 4.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=212

書面等で説明している 口頭で説明している

特に説明していない 無回答
 

図表1-4-11 病床構成別 入院時の患者や家族への説明 

37.1%

65.0%

63.3%

58.3%

25.0%

33.3%

10.0%

1.7%

4.5%

0.0%

0.0%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

書面等で説明している 口頭で説明している 特に説明していない 無回答
 

図表1-4-12 一般病床有無別 入院時の患者や家族への説明 

34.8%

53.7%

60.7%

41.5%
4.1%

4.5%

0.0%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)

書面等で説明している 口頭で説明している 特に説明していない 無回答
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(4) 実施すべきと考える医療処置（基本票 Q18） 
療養病床において実施すべきと考える医療処置としては、「胃ろうの管理」（89.6％）と

「経鼻経管栄養」（86.8％）が多かった。 

図表1-4-13 実施すべきと考える医療処置（複数回答） (n=212) 

n=212

89.6%

86.8%

71.2%

64.2%

56.1%

45.8%

30.2%

22.6%

12.3%

9.9%

5.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

胃ろうの管理

経鼻経管栄養

点滴

酸素療法

スト－マの処置

気管切開の処置

中心静脈栄養

心臓マッサージ

人工呼吸器

人工透析

その他

無回答
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病床構成別にみると、いずれも「経鼻経管栄養」「胃ろうの管理」が多かった。ただし、

「医療療養病床と介護療養病床」では「点滴」（76.5％）、「心臓マッサージ」（28.8％）の
割合が「医療療養病床のみ」に比べ高かった。 

図表1-4-14 病床構成別 実施すべきと考える医療処置(複数回答) 

85.0%

81.7%

61.7%

61.7%

55.0%

43.3%

26.7%

13.3%

11.7%

15.0%

11.7%

3.3%

90.9%

87.9%

76.5%

65.9%

58.3%

47.7%

31.8%

28.8%

13.6%

8.3%

3.0%

0.8%

95.0%

95.0%

65.0%

60.0%

45.0%

40.0%

30.0%

10.0%

5.0%

5.0%

5.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

胃ろうの管理

経鼻経管栄養

点滴

酸素療法

スト－マの処置

気管切開の処置

中心静脈栄養

心臓マッサージ

人工呼吸器

人工透析

その他

無回答

医療療養病床のみ(n=60) 医療療養病床と介護療養病床(n=132) 介護療養病床のみ（n=20）
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一般病床の有無別にみると、いずれも「経鼻経管栄養」「胃ろうの管理」が多かった。ただ

し、「一般病床なし」では「点滴」、「酸素療法」、「中心静脈栄養」、「心臓マッサージ」、「人

工呼吸器」の割合が「一般病床あり」に比べて高かった。 

図表1-4-15 一般病床の有無別 実施すべきと考える医療処置(複数回答) 

87.8%

85.4%

60.2%

56.9%

56.1%

43.1%

25.2%

16.3%

8.1%

12.2%

4.9%

1.6%

92.1%

88.8%

86.5%

74.2%

56.2%

49.4%

37.1%

31.5%

18.0%

6.7%

6.7%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

胃ろうの管理

経鼻経管栄養

点滴

酸素療法

スト－マの処置

気管切開の処置

中心静脈栄養

心臓マッサージ

人工呼吸器

人工透析

その他

無回答

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)
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(5) 患者の死亡が予想される場合の基本方針（基本票 Q19） 
療養病床の患者の死亡が予想される場合の基本方針は、「療養病床の病棟内で看取る」

（53.3％）が最も多く、次いで「速やかに自院の一般病床に移す」（26.9％）が多かった。 

図表1-4-16 患者の死亡が予想される場合の基本方針 (n=212) 

26.9%53.3% 5.2% 10.4% 4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る 速やかに自院の一般病床に移す
速やかに他の病院に移す その他
無回答  

 病床構成別にみると、「医療療養病床のみ」「医療療養病床と介護療養病床」は共に、「療

養病床の病棟内で看取る」が最も多かった。ただし、「速やかに自院の一般病床に移す」と

回答する割合は「医療療養病床のみ」の方が多かった。 
「その他」の具体的な内容は、「患者の状態によりケースバイケースで決める」、「重篤

な急性疾患を合併の場合は退院移送、その他は院内」、「家族の希望により対応」「本人の希

望により対応」等が挙げられた。 

図表1-4-17 病床構成別 患者の死亡が予想される場合の基本方針 

56.1%

35.0%

31.7%

22.7%

40.0% 15.0%

53.3%

1.7%

5.0%

6.8%
9.8%

10.0% 3.3%

4.5%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

療養病床の病棟内で看取る 速やかに自院の一般病床に移す
速やかに他の病院に移す その他
無回答  
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一般病床の有無別にみると、「一般病床なし」では「療養病床の病棟内で看取る」と回

答する割合が顕著に高かった。他方で、自院ないしは他院の「一般病床に移す」と回答す

る割合は、「一般病床あり」で計 47.1％と高かった。 

図表1-4-18 一般病床の有無別 患者の死亡が予想される場合の基本方針 

 

73.0%

46.3%39.0%

0.8%

11.2% 13.5%

8.1% 5.7%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)

療養病床の病棟内で看取る 速やかに自院の一般病床に移す(一般病床ありのみ）

速やかに他の病院に移す その他

無回答  
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(6) 終末期患者の病室環境についての方針（基本票 Q20） 
療養病床の終末期患者の病室環境についての方針としては、「病態に応じてベッドの移

動を行う」が 66.0％で最も多く、次いで「原則として個室に移動する」が 30.7％であった。
これは、病床構成別・一般病床有無別でも同様の傾向であった。 

図表1-4-19 終末期患者の病室環境についての方針（複数回答）(n=212) 

66.0%

30.7%

6.6%

4.2%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

病態に応じてのベッドの移動を行う

原則として個室に移動する

特に方針はない

基本的に移動を行わない

無回答

 

  図表1-4-20 病床構成別 終末期患者の病室環境についての方針（複数回答） 

0.0%

0.0%

5.0%

35.5%

65.0%

1.5

4.5

6.8

29.5

68.9

3.3

5

6.7

31.7

60

0% 20% 40% 60% 80%

無回答

基本的に移動を行わない

特に方針はない

原則として個室に移動する

病態に応じてベッドの移動を行う

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ(n=20)

 

図表1-4-21 一般病床の有無別 終末期患者の病室環境についての方針（複数回答） 

63.4%

33.3%

6.5%

4.1%

3.3%

69.7%

27.0%

6.7%

4.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

病態に応じてのベッドの移動を行う

原則として個室に移動する

特に方針はない

基本的に移動を行わない

無回答

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)
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(7) 患者・家族が在宅死を希望した場合の対応（基本票 Q21） 
療養病床に入院している終末期患者とその家族が在宅死を希望した場合の主な対応と

しては、「自院で支援する」が 50.0％で半数を占めた。次いで「同一法人または関連法人
で支援する」「他の医療機関を紹介する」が共に 19.3％であった。 

図表1-4-22 患者・家族が在宅死を希望した場合の対応 (n=212) 

19.3%50.0% 19.3% 9.4% 1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院で支援する 同一法人または関連法人で支援する
他の医療機関を紹介する その他
無回答  

病床構成別にみると、いずれも「自院で支援する」が多かったが、「医療療養病床のみ」

では、「他の医療機関を紹介する」が相対的にやや多かった。 

図表1-4-23 病床構成別 患者・家族が在宅死を希望した場合の対応 

53.0%

50.0%

20.0%

18.2%

25.0% 15.0% 10.0%

43.3% 23.3%

18.2% 9.1%

10.0% 3.3%

1.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

自院で支援する 同一法人または関連法人で支援する
他の医療機関を紹介する その他
無回答  

一般病床の有無別にみると、「一般病床あり」では「自院で支援する」が多く（57.7％）、
「他の医療機関を紹介する」が「一般病床なし」に比べて少なかった。 

図表1-4-24 一般病床の有無別 患者・家族が在宅死を希望した場合の対応 

39.3%

21.1%

16.9%

57.7% 14.6%

25.8% 15.7%

4.9% 1.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)

自院で支援する 同一法人または関連法人で支援する
他の医療機関を紹介する その他
無回答  
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(8) 終末期医療のクレームやトラブル等の経験（基本票 Q22） 
最近 1年間で、療養病床における患者の終末期の対応について、患者の家族からのクレ

ームやトラブルを経験したかについては、経験が「まったくない」が 87.7％とおよそ 9割
を占めた。これは、病床構成別・一般病床有無別にみても概ね同様の傾向であったが、「医

療療養病床のみ」では「数例経験した」の割合が他に比べてやや多かった。 

図表1-4-25 終末期医療のクレームやトラブル等の経験 (n=212) 

87.7% 11.3% 0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まったくない 数例経験した 無回答

 
 

図表1-4-26 病床構成別 終末期医療のクレームやトラブル等の経験 

89.4%

95.0%

16.7%

9.8%

81.7%

5.0%

0.0%

1.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

まったくない 数例経験した 無回答  
 

図表1-4-27 一般病床の有無別 終末期医療のクレームやトラブル等の経験 

88.8%

12.2%

10.1%

87.0% 0.8%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)

まったくない 数例経験した 無回答
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終末期の対応についての患者の家族からのクレームやトラブルを、療養病床の役割や機

能についての説明の有無別にみると、いずれも経験が「まったくない」が 8割以上と多く、
「書面等で説明している」場合は 92.7％と更に高い割合であった。 

図表1-4-28 療養病床についての説明の有無別 終末期医療のクレームやトラブル等の経験 

85.0%

88.9%

7.3%

14.2%

11.1%

92.7%

0.8%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書面等で説明している(n=82)

口頭で説明している(n=120)

特に説明していない(n=9)

まったくない 数例経験した 無回答  
 
 

(9) 医療保険適用と介護保険適用の療養病床において提供する医療の違い 
※基本票 Q23・Q23-1については、「医療保険適用」の療養病床と「介護保険適用」の療

養病床の両者がある施設に対して行った。 

① 提供する医療の違いの有無（基本票 Q23） 
それぞれの療養病床で提供する医療が異なるかをたずねたところ、「（ほとんど）同じ

である」が 56.1％、「異なると思う」が 42.4％であった。 

図表1-4-29 提供する医療の違いの有無 （n=132） 

56.1%42.4% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

異なると思う （ほとんど）同じである 無回答
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② 異なる点（基本票 Q23-1） 
「異なると思う」と回答した施設に対して、どのような点が異なるかをたずねたところ、

「医療保険適用の療養病床の方は重度の患者への対応に適している」は 71.4％であった。
「介護保険適用の療養病床の方は長期の療養に適している」が 53.6％であった。 
終末期ケアについては、「医療保険適用の方は終末期ケアに対応できる」が37.5％、「介

護保険適用の方は終末期ケアに対応できる」が 3.6％で、終末期ケアは医療保険適用の方

が対応できると認識する回答割合が高かった。 

なお、これは、一般病床の有無別にみてもほぼ同様の傾向であった。 

図表1-4-30 異なる点（複数回答） (n=56) 

71.4%

53.6%

37.5%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

医療保険適用のほうは重度患者対応に適している

介護保険適用のほうは長期療養に適している

医療保険適用のほうは終末期ケアに対応可能

介護保険適用のほうは終末期ケアに対応可能

 

図表1-4-31 一般病床の有無別 異なる点（複数回答）  

65.5%

55.2%

34.5%

0.0%

77.8%

51.9%

40.7%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

医療保険適用のほうは重度患者対応に適している

介護保険適用のほうは長期療養に適している

医療保険適用のほうは終末期ケアに対応可能

介護保険適用のほうは終末期ケアに対応可能
一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)
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5. 終末期ケアの対応の状況 

※「介護療養病床のみ」については標本数が十分でないため、結果の解釈には注意を要する。 

(1) 終末期患者の受け入れ状況（基本票 Q24） 
過去 1年間に「患者が終末期の状態である」ことを前提に入院を受け入れたことがある

かについて、受け入れ元別にみると、「在宅から」は「1～9件」が 34.9％であった。 
「病院から」は「1～9件」が 39.2％、「10～19件」が 10.4％であり、「20件以上」も 7.1％

みられた。「特別養護老人ホームから」と「介護老人保健施設から」は、過去 1年間にまっ
たくないと回答する割合がそれぞれ 64.2％、71.2％と高かった。 

図表1-5-1 終末期患者の受け入れ状況 （n=212） 

35.4%

64.2%

71.2%

34.9%

39.2%

20.8%

15.6%

52.8%

4.7%

5.7%

3.8%

10.4%

1.4%

0.5%

7.1%

0.5%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅から

病院から

特別養護老人
ホームから

介護老人
保健施設から

0件 1～9件 10～19件 20件以上 無回答

受け入れあり
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(2) 終末期ケアのマニュアルの有無（基本票 Q25） 
終末期ケアのマニュアルの有無については、マニュアルが「ある」は 21.2％であった。 

図表1-5-2 終末期ケアのマニュアルの有無 (n=212) 

76.4%21.2% 2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

 
病床構成別にみると、いずれもマニュアルが「ない」が多かったが、「医療療養病床の

み」では 33.3％がマニュアルを作成していた。 
一般病床の有無別では、全体の傾向と同様であった。 

図表1-5-3 病床構成別 終末期ケアのマニュアルの有無 

14.4%

30.0%

63.3%

83.3%

70.0%

3.3%

0.0%

33.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

ある ない 無回答
 

図表1-5-4 一般病床の有無別 終末期ケアのマニュアルの有無 

19.1%

74.0%

79.8%

22.8% 3.3%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)

ある ない 無回答
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患者の死亡が予想される場合の基本方針別に、終末期ケアのマニュアルの有無をみると、

自院ないしは他の「一般病床に移す」方針を持つ病院の方が終末期ケアのマニュアルを用

意している割合が高かった。 

図表1-5-5 病院の基本方針別 終末期ケアのマニュアルの有無 

29.8%

27.3%

82.3%

70.2%

72.7%

17.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る(n=113)

速やかに自院の一般病床に移す(n=57)

速やかに他の病院に移す(n=11)

ある ない  
病床構成別では、マニュアルの有無について、明確な差はみられなかった。 

図表1-5-6 病院の基本方針別 終末期ケアのマニュアルの有無（医療療養病床） 

47.4%

75.0%

52.6%

100.0%
0.0%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る(n=32)

速やかに自院の一般病床に移す(n=19)

速やかに他の病院に移す(n=1)

ある ない  

図表1-5-7 病院の基本方針別 終末期ケアのマニュアルの有無（医療療養病床・介護療養病床） 

16.7%

22.2%

85.1%

83.3%

77.8%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る(n=74)

速やかに自院の一般病床に移す(n=30)

速やかに他の病院に移す(n=9)

ある ない  
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図表1-5-8 病院の基本方針別 終末期ケアのマニュアルの有無（介護療養病床） 

37.5%

85.7%

62.5%

100.0%

14.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る(n=7)

速やかに自院の一般病床に移す(n=8)

速やかに他の病院に移す(n=1)

ある ない  
一般病床有無別では、マニュアルの有無について大きな差はみられなかった。 

 図表1-5-9 病院の基本方針別 終末期ケアのマニュアルの有無(一般病床あり) 

29.8%

83.3%

70.2%

100.0%
0.0%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る(n=48)

速やかに自院の一般病床に移す(n=57)

速やかに他の病院に移す(n=1)

ある ない  

図表1-5-10 病院の基本方針別 終末期ケアのマニュアルの有無(一般病床なし) 

30.0%

81.5%

70.0%

18.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る(n=65)

速やかに他の病院に移す(n=10)

ある ない  
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(3) 終末期ケアの勉強会等の実施状況 

① 実施状況（基本票 Q26） 
最近 1年間に終末期ケアの勉強会、学習会、研修などを実施したことがあるかについて

は、「実施したことがある」は 29.2％であった。 

図表1-5-11 終末期ケアの勉強会等の実施状況 (n=212) 

68.9%29.2% 1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施したことがある 実施したことはない 無回答

 
患者の死亡が予想される場合の基本方針別にみても大きな差はみられなかった。 
※「速やかに他の病院に移す」の回答については標本数が十分でないため留意を要する。 

図表1-5-12 基本方針別 終末期ケアの勉強会等の実施状況 

32.2%

9.1%

69.0%

67.8%

90.9%

30.1%

0 .0%

0 .9%

0 .0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療養病床の病棟内で看取る(n=113)

速やかに自院の一般病床に移す(n=57)

速やかに他の病院に移す(n=11)

実施したことがある 実施したことはない 無回答
 

終末期ケアのマニュアルの有無別に、終末期ケアの勉強会等の実施状況をみると、「マ

ニュアルがある」病院の方が、終末期ケアの勉強会等を「実施したことがある」と回答し

た割合が多かった。なお、本回答については、統計的に有意な差が認められた。 

図表1-5-13 マニュアルの有無別 終末期ケアの勉強会等の実施状況  

17.9%

31.1%

81.5%

0.0%68 .9%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マニュアルがある (n=45)

マニュアルがない(n=162)

実施したことがある 実施したことはない 無回答  
χ2検定：ｐ=0.0000 
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病床構成別にみると、「医療療養病床のみ」では 36.7％が「実施したことがある」と回
答し、他の病床構成に比べて高かった。一般病床の有無別では、大きな差はみられなかっ

た。 

図表1-5-14 病床構成別 終末期ケアの勉強会等の実施状況 

26.5%

25.0%

60.0%

72.0%

75.0%

3.3%

0.0%

36.7%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床のみ(n=60)

医療療養病床と介護療養病床(n=132)

介護療養病床のみ（n=20）

実施したことがある 実施したことはない 無回答
 

図表1-5-15 病床構成別 終末期ケアの勉強会等の実施状況 

31.5%

69.9%

67.4%

2.4%27.6%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=123)

一般病床なし(n=89)

実施したことがある 実施したことはない 無回答
 

② 参加者の職種（基本票 Q26-1） 
終末期ケアの勉強会等への参加者の職種は、「看護職員」（95.2％）が最も多く、次いで

「介護職員」（75.8％）、「医師」（54.8％）であった。 

図表1-5-16 参加者の職種（複数回答） (n=62) 

95.2%

75.8%

54.8%

17.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護職員

介護職員

医師

その他

無回答
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6. 病院の方針等と在院日数 

ここでは、病院の属性や方針等と在院日数の関係をみた。特に、中央値に着目して分析

した。 
①併設施設・事業所別（一般病床、療養病床を掲載：図表 1-6-1・1-6-2） 
一般病床の在院日数は、診療所が併設されている施設で 18.8日と短く、特別養護老人ホ

ーム併設では 29.5日と長かった。療養病床の在院日数は、訪問看護ステーションが併設さ
れている施設で 167.0 日と短く、認知症高齢者グループホームが併設されている施設で
295.0日と長かった。 
②療養病床の機能として重視しているもの別（療養病床のみ掲載：図表 1-6-2） 
長期療養を重視している施設では、323.1 日と長かった。在宅ケアとの連携を挙げた施

設では 184.1日と短かった。 
③療養病床の入院期間の方針別（療養病床のみ掲載：図表 1-6-2） 
療養病床の入院期間の方針で、「入院後 3ヵ月以内」では 98.2日、「入院後 6か月以内」

では 154.6日、「入院後 1年以内」では 316.5日と、入院期間の方針が長ければ、実際の入
院期間も長い傾向がみられた。 
④患者の死亡が予想される場合の病院の基本方針別（一般病床、療養病床を掲載： 
図表 1-6-1・1-6-2） 

一般病床の平均在院日数の中央値について、「療養病床の病棟内で看取る」と「速やか

に自院の一般病床に移す」では、いずれも 23.0日で同じであった。療養病床の平均在院日
数の中央値については、「療養病床の病棟内で看取る」では 243.3 日で、「速やかに自院の
一般病床に移す」の 145.0日より長かった。 

図表1-6-1 病院の方針等と一般病床の平均在院日数（記入式） 

在院日数（単位：日） 

一般病床 

該当 

施設数 

(単位：件) 平均 
標準 

偏差 
中央値 最大値 最小値 

  全体 120 30.7 42.6 23.0 452.0 8.2 

診療所 17 26.6 30.7 18.8 141.6 12.2 

訪問看護ステーション 56 32.9 60.0 22.0 452.0 9.6 

介護老人保健施設 34 40.0 76.6 21.0 452.0 9.6 

特別養護老人ホーム 8 40.6 41.8 29.5 141.6 9.6 

Q11.併設施

設または同

一法人で有

する施設・事

業所 
認知症高齢者グループホーム 14 28.0 16.2 23.5 78.3 9.6 

療養病床の病棟内で看取る 47 26.9 22.2 23.0 141.6 8.2 

速やかに自院の一般病床に移す 55 34.0 58.7 23.0 452.0 9.6 

速やかに他の病院に移す 1 79.0   79.0 79.0 79.0 

Q19.患者の

死亡が予想

される場合

の病院の基

本方針 その他 9 28.9 13.1 23.7 57.7 16.6 
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図表1-6-2 病院の方針等と療養病床の在院日数（記入式） 

在院日数（単位：日） 

療養病床 

該当 

施設数 

(単位：件) 平均 
標準 

偏差 
中央値 最大値 最小値 

  全体 195 319.7 339.4 196.0 2,448.0 13.0 

診療所 22 313.4 294.3 173.5 1,081.0 46.5 

訪問看護ステーション 69 256.5 237.3 167.0 983.6 33.0 

介護老人保健施設 46 269.4 237.5 209.0 1,019.0 42.1 

特別養護老人ホーム 12 348.8 241.6 247.0 852.0 97.9 

Q11.併設施

設または同

一法人で有

する施設・

事業所 
認知症高齢者グループホーム 19 385.4 308.5 295.0 1,019.0 49.6 

長期療養 101 399.9 371.1 323.1 2,448.0 19.0 

急性期病院からの受け入れ 109 296.0 314.8 188.6 1,796.4 13.0 

リハビリテーション 97 262.8 218.7 188.0 1,081.0 33.0 

在宅ケアとの連携 82 309.2 342.5 184.1 1,796.4 30.1 

終末期ケア 41 374.5 467.4 226.0 2,448.0 13.0 

Q15-1.療養

病床の機能

として重視

しているも

の：全て 
その他 5 167.3 150.9 124.0 416.0 49.6 

入院後3か月以内 29 176.2 319.0 98.2 1,796.4 30.1 

入院後6か月以内 57 240.0 240.8 154.6 1,108.0 26.0 

入院後1年以内 10 303.4 233.1 316.5 769.2 13.0 

特に方針はない 70 414.6 341.2 320.0 1,631.0 19.0 

Q16.療養病

床の入院期

間の方針 

その他 23 441.9 496.1 358.9 2,448.0 49.6 

療養病床の病棟内で看取る 105 365.1 383.2 243.3 2,448.0 13.0 

速やかに自院の一般病床に移す 52 234.0 217.9 145.0 1,032.0 52.0 

速やかに他の病院に移す 9 258.6 222.9 134.0 629.0 47.0 

Q19.患者の

死亡が予想

される場合

の病院の基

本方針 その他 20 366.6 399.4 255.0 1,796.4 49.6 
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第3章 病棟の概要 

1. 病棟票の回収状況 

基本票で有効回答を得た 212病院において、回収できた病棟票は 333件であった。 

2. 病棟の概要 

(1) 病床数（病棟票 Q1） 
回収できた 333 件の病棟票のうち、病床数について、有効な記入があった病棟票は 304

件であった。 
1病棟あたりの病床数をみると、「医療療養病床のみ」の病棟では平均 44.1床、「介護療

養病床のみ」の病棟では平均 51.5 床であった。「医療療養病床と介護療養病床」の両者を
有する病棟では「医療療養病床」が平均 26.8床、「介護療養病床」が平均 21.2床、病棟全
体で 48.0床であった。 

図表2-2-1 病床数：医療療養病床のみの病棟 （記入式） 

病床数（単位：床） 

 

回答施設数

(単位：件) 平均病床数 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 
（医療療養病床） 

134 44.1 10.5 44.5 60 15 

図表2-2-2 病床数：介護療養病床のみの病棟 （記入式） 

病床数（単位：床） 

 

回答施設数

(単位：件) 平均病床数 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 
（介護療養病床） 

84 51.5 9.1 52.0 84 30 

図表2-2-3 病床数：医療療養病床と介護療養病床：療養病床のみの病棟（記入式） 

病床数（単位：床） 

 

回答施設数

(単位：件) 平均病床数 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 73 48.0 16.7 48 108 8 

医療療養病床 73 26.8 15.7 26 90 2 

介護療養病床 73 21.2 13.9 20 63 2 

図表2-2-4 病床数：同一病棟内に一般病床を有する病棟 （記入式） 

病床数（単位：床） 

 

回答施設数

(単位：件) 平均病床数 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 13 60.1 17.5 58 91 34 

医療療養病床 13 20.3 15.7 18 52 0 

介護療養病床 13 14.3 17.4 6 50 0 

一般病床 13 25.5 14.8 20 47 8 
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(2) 個室数（病棟票 Q1） 
回収できた 333 件の病棟票のうち、個室数について、有効な記入があった病棟票は 291

件であった。 
1 病棟あたりの個室数をみると、「医療療養病床のみ」の病棟では平均 3.3 室、「介護療

養病床のみ」の病棟では平均 3.9室であった。「医療療養病床と介護療養病床」の両者を有
する病棟では「医療療養病床」が平均 3.8室、「介護療養病床」が平均 2.2室、病棟全体で
6.4室であった。 
同一病棟内に一般病床を有する病棟では、病棟全体では平均 9.2室、「医療療養病床」が

平均 2.2室、「介護療養病床」が平均 1.0室、「一般病床」が平均 5.8室であった。 

図表2-2-5 個室数：医療療養病床のみの病棟 （記入式） 

個室数（単位：室） 

 

回答病棟数

(単位：棟) 平均 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 

(医療療養病床) 
127 3.3 4.0 2 19 0 

 

図表2-2-6 個室数：介護療養病床のみの病棟 （記入式） 

個室数（単位：室） 

 

回答病棟数

(単位：棟) 平均 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 

(介護療養病床) 
79 3.9 5.3 2 24 0 

 

図表2-2-7 個室数：医療療養病床と介護療養病床：療養病床のみの病棟（記入式） 

個室数（単位：室） 

 

回答病棟数

(単位：棟) 平均 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 72 6.4 7.2 4.0 40 0 

医療療養病床 72 3.8 4.8 3.0 21 0 

介護療養病床 72 2.2 3.9 0.0 19 0 

病床種別不明 72 0.3 1.5 0.0 9 0 

 

図表2-2-8 個室数：同一病棟内に一般病床を有する病棟 （記入式） 

個室数（単位：室） 

 

回答病棟数

(単位：棟) 平均 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

病棟全体 13 9.2 4.9 8 20 4 

医療療養病床 13 2.2 2.7 1 8 0 

介護療養病床 13 1.0 2.0 0 7 0 

一般病床 13 5.8 4.6 5 15 0 

病床種別不明 13 0.2 0.6 0 2 0 
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(3) 療養病棟入院基本料または療養型介護療養施設サービス費（病棟票 Q2） 
医療療養病床では、職員配置等の施設基準によって「療養病棟入院基本料」の加算適用

が変わる。そこで、調査対象病棟をその加算区分別にみたところ、より施設基準要件の多

い病棟に加算される「療養病棟入院基本料 1」が 75.6％であった。 
介護療養病床でも、職員配置等の施設基準によって「療養型介護療養施設サービス費」

の加算適用が変わるため、調査対象病棟をその加算区分別にみたところ、より施設基準要

件の多い病棟に加算される「療養型介護療養施設サービス費Ⅰ」が 70.9％であった。 

図表2-2-9 療養病棟入院基本料、療養型介護療養施設サービス（複数回答）（単位：件） 

 合計※ 

療養病棟

入院基本

料1 

療養病棟

入院基本

料2 

療養病棟

特別入院

基本料1 

療養病棟

特別入院

基本料2 

療養型介

護療養施

設サービ

ス費Ⅰ 

療養型介

護療養施

設サービ

ス費Ⅱ 

療養型介

護療養施

設サービ

ス費Ⅲ 

無 

回答 

333 172 28 0 0 122 16 5 50 
全体 

100.0% 51.7% 8.4% 0.0% 0.0% 36.6% 4.8% 1.5% 15.0% 

217 164 28 0 0 - - - 25 医療療養 
病床 100.0% 75.6% 12.9% 0.0% 0.0% - - - 11.5% 

165 - - - - 117 16 5 27 介護療養 
病床 100.0% - - - - 70.9% 9.7% 3.0% 16.4% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和をより小さいのは、内訳に重複回答が含まれるため。 
 

(4) 看護職員、介護職員の配置（病棟票 Q3） 
診療報酬・介護報酬上の職員配置基準以上に看護職員や介護職員を配置している（＝上

乗せ配置）かについては、「看護職員について上乗せの人員配置をしている」が 50.2％、「介
護職員について上乗せの人員配置をしている」が 42.9％であった。 

図表2-2-10 看護職員、介護職員の配置（複数回答）（単位：件） 

 合計※ 

(看護・介護いずれ

も）上乗せの人員配

置はしていない 

看護職員について

上乗せ人員配置 

介護職員について

上乗せ人員配置 
無回答 

333 133 167 143 25
全体 

100.0% 39.9% 50.2% 42.9% 7.5%

178 75 91 76 8療養病棟 
入院基本料 1 100.0% 42.1% 51.1% 42.7% 4.5%

28 19 8 5 1療養病棟 
入院基本料 2 100.0% 67.9% 28.6% 17.9% 3.6%

132 50 74 69 2療養型介護療養 
施設サービス費Ⅰ 100.0% 37.9% 56.1% 52.3% 1.5%

16 10 6 4 0療養型介護療養 
施設サービス費Ⅱ 100.0% 62.5% 37.5% 25.0% 0.0%

5 4 1 1 0療養型介護療養 
施設サービス費Ⅲ 100.0% 80.0% 20.0% 20.0% 0.0%

※全体の「合計」列が、内訳の総和をより小さいのは、内訳に重複回答が含まれるため。 
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また、具体的な看護職員の上乗せ配置状況について、「療養病棟入院基本料」と「療養

型介護療養施設サービス費」の加算区分別にみたところ、より施設基準要件の多い病棟に

加算される「療養病棟入院基本料 1」と「療養型介護療養施設サービス費Ⅰ」であるほど、
上乗せ配置件数が多かった。 

図表2-2-11 看護職員の具体的な上乗せ配置状況（単位：件） 

 合計※ 1以下 1超～2
以下 

2超～3
以下 

3超～4
以下 

4超～5
以下 

5超～6
以下 

無回答 
上乗せ

なし 

167 1 0 23 47 74 15 7 166 
全体 

100.0% 0.6% 0.0% 13.8% 28.1% 44.3% 9.0% 4.2%   

88 0 0 18 27 37 － 6 84 療養病棟 
入院基本料 1 100.0% 0.0% 0.0% 20.5% 30.7% 42.0% － 6.8%   

8 0 0 2 3 2 － 1 20 療養病棟 
入院基本料 2 100.0% 0.0% 0.0% 25.0% 37.5% 25.0% － 12.5%   

68 0 0 6 21 28 11 2 54 療養型介護療養 
施設サービス費Ⅰ 100.0% 0.0% 0.0% 8.8% 30.9% 41.2% 16.2% 2.9%   

6 0 0 0 1 4 0 1 10 療養型介護療養 
施設サービス費Ⅱ 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 66.7% 0.0% 16.7%   

1 0 0 0 1 0 0 0 4 療養型介護療養 
施設サービス費Ⅲ 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%   

※全体の「合計」列が、内訳の総和をより小さいのは、内訳に重複回答が含まれるため。 
 
 

図表2-2-12 介護職員の具体的な上乗せ配置状況（単位：件） 

 合計※ 1以下 1超～2
以下 

2超～3
以下 

3超～4
以下 

4超～5
以下 

5超～6
以下 

無回答 
上乗せ

なし 

143 1 1 32 90 7 7 5 190 
全体 

100.0% 0.7% 0.7% 22.4% 62.9% 4.9% 4.9% 3.5%   

74 0 1 13 49 － － 12 98 療養病棟 
入院基本料 1 100.0% 0.0% 1.4% 17.6% 66.2% － － 16.2%   

5 0 0 1 3 0 － 1 23 療養病棟 
入院基本料 2 100.0% 0.0% 0.0% 20.0% 60.0% 0.0% － 20.0%   

63 0 0 20 37 － － 6 59 療養型介護療養 
施設サービス費Ⅰ 100.0% 0.0% 0.0% 31.7% 58.7% － － 9.5%   

4 0 0 1 3 0 － 0 12 療養型介護療養 
施設サービス費Ⅱ 100.0% 0.0% 0.0% 25.0% 75.0% 0.0% － 0.0%   

1 0 0 0 1 0 0 0 4 療養型介護療養 
施設サービス費Ⅲ 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%   

※全体の「合計」列が、内訳の総和をより小さいのは、内訳に重複回答が含まれるため。 
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3. 患者の概要 

ここでは、平成 17年 2月 28日時点に入院していた患者の概要について述べる。 
有効回答を得た病棟票では、医療療養病床を有する 236病棟、介護療養病床を有する 190

病棟に入院していた全患者について整理する。また、一般病床を有する 79病棟とその他の
病床を有する 55病棟については、患者数のみ把握した。 

(1) 患者数（病棟票 Q4） 
入院中の患者数を病床種類別にみると、「医療療養病床」では合計 8,239 人、平均 34.9

人（中央値 37.0 人）、「介護療養病床」は合計 6,132 人、平均 32.3 人（中央値 34.0 人）で
あった。「一般病床」は合計で 213人、その他の病床は合計で 334人であった。 

図表2-3-1 病床種類別 入院患者数（記入式） 

入院患者数(人） 
病床種別 回答病棟数 

(単位：棟) 合計 平均値 標準偏差 中央値 最大値 

医療療養病床 236 8,239  34.9 15.6 37.0  63 

介護療養病床 190 6,132  32.3 20.9 34.0  66 

一般病床 79 213  2.7 8.0 0.0  38 

その他 55 334  6.1 23.5 0.0  156 

 

図表2-3-2 一般病床の有無別 入院患者数（記入式） 

入院患者数(人） 
一般病床の有無 回答病棟数 

（単位：棟） 合計 平均値 標準偏差 中央値 最大値 

一般病床を有する 
病院の療養病棟 

163 6,790 41.7 12.0 44.0 64 

一般病床を有さない 
病院の療養病棟 

158 7,581 48.0 12.3 50.0 105 
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(2) 年齢構成・平均年齢（病棟票 Q4） 
年齢構成をみると、全体では「85歳以上」が 41.4％を占めた。 
病床種類別にみると、「85 歳以上」の割合については、「介護療養病床」（49.6％）の方

が「医療療養病床」（35.3％）より高かった。一般病床の有無別では大きな差はみられなか
った。 
平均年齢については、大きな差はみられなかった。 

図表2-3-3 年齢階級別 患者分布（記入式） （n=14,371） 

19.7%0.6% 7.5% 5.3% 8.9% 14.3% 41.4% 2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳未満 40～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 年齢不明
 

図表2-3-4 病床種類別 年齢階級別 患者分布（記入式） 

年齢（単位：歳） 
 

回答病棟数 

（単位：件） 平均値 標準偏差 中央値 

療養病床 303 80.6 6.5 81.8 

 

図表2-3-5 病床種類別 年齢階級別 患者分布（記入式） 

19.9%

19.4% 49.6% 2.2%

1.0%

3.6%

10.5%

4.0%

6.2% 9.8%

7.6% 13.6%

14.8% 35.3% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養 n=8,239

介護療養 n=6,132

40歳未満(医療のみ） 40～64歳 65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳 85歳以上 年齢不明  

図表2-3-6 病床種類別 平均年齢（記入式） 

年齢（単位：歳） 
 

回答病棟数 

(単位：棟) 平均値 標準偏差 中央値 

医療療養病床 219 77.1 13.2 80.2 

介護療養病床 167 80.1 16.9 83.7 
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図表2-3-7 一般病床の有無別 年齢階級別 患者分布（記入式） 

18.4%

20.8% 42.9% 1.2%

0.6%

0.5%

7.4%

7.6%

5.0%

5.6%
9.7%

8.2% 13.9%

14.7% 39.7% 3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり n=6,790

一般病床なし n=7,581

40歳未満 40～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 年齢不明

 

図表2-3-8 一般病床の有無別 平均年齢（記入式） 

年齢（単位：歳） 
 

回答病棟数 

（単位：件） 平均値 標準偏差 中央値 

一般病床あり 152 80.1 7.4 81.7 

一般病床なし 151 81.2 5.6 81.8 
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(3) 要介護度（病棟票 Q5） 
入院患者の要介護度については、全体では「要介護 5」（32.3％）が最も多く、病床種類

別にみると、「介護療養病床」の方がより要介護度の重い患者が多かった。「要支援」から

「要介護 5」までの記入があった患者について、平均要介護度を算出すると 3.9であった。 
「医療療養病床」では「なし・不明等」（31.9％）が最も多く、次いで「要介護 5」が 14.4％

を占めた。また、平均要介護度を算出すると 3.2であった。 
「介護療養病床」では、「要介護 5」（56.3％）が半数を超え、「要介護 4」（26.4％）とあ

わせて 82.7％を占めた。平均要介護度は 4.3であった。 
一般病床の有無別では、大きな差はみられなかった。 
なお、これら数値は、厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（平成 15年度）の

介護療養型医療施設に入院している患者の平均要介護度（平成 14年が 4.02、平成 15年が
4.16）に比べて高かった。 

図表2-3-9 要介護度（記入式） （n=14,371） 

32.3%1.0% 5.1% 6.0% 10.8% 16.8% 18.3% 9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ なし、不明等 無回答  

図表2-3-10 病床種類別 要介護度（記入式） 

14.4%

56.3%

1.8%

1.9%

7.5%

3.8%

7.7% 10.9%

10.7% 26.4%

9.7% 31.9%

1.0%

16.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養 n=8,239

介護療養 n=6,132

要支援（医療のみ） 要介護１ 要介護２ 要介護３
要介護４ 要介護５ なし、不明等(医療のみ） 無回答  

図表2-3-11 一般病床の有無別 要介護度（記入式） 

33.1%

31.6%

1.3%

0.8%

4.3%

5.8%

5.4%

6.6%
11.4%

10.1% 16.3%

17.3%

19.9%

17.7%

9.6%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり n=6,790

一般病床なし n=7,581

要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ なし、不明等 無回答
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(4) 認知症高齢者の日常生活自立度（病棟票 Q6） 
認知症高齢者の日常生活自立度は、全体では「Ⅱ以上」が 66.6％であった。 
病床種類別にみると、「介護療養病床」では「Ⅳ」の割合が相対的に高く、「Ⅱ以上」が

87.6％と「医療療養病床」に比べて大きな差がみられた。一般病床の有無別では、大きな
差はみられなかった。 

図表2-3-12 認知症高齢者の日常生活自立度（記入式） （n=14,371） 

12.2%8.6% 18.2% 25.6% 21.0% 7.8% 6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なし・不明 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M 無回答

Ⅱ以上　66.6％

 

図表2-3-13 病床種類別 認知症高齢者の日常生活自立度（記入式） 

3.2%

13.8%

3.8%

18.5%

5.2%

11.2%

13.2%

22.0% 23.4%

28.6% 32.0%

12.9%

3.4%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養 n=8,239

介護療養 n=6,132

なし・不明 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M 無回答

Ⅱ以上　61.5％

Ⅱ以上　87.6％

 

図表2-3-14 一般病床の有無別 認知症高齢者の日常生活自立度（記入式） 

7.5%

8.0%12.8%

11.5%

8.8%

8.4%

18.8%

17.6% 25.0%

26.2% 21.3%

20.8%

4.1%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり n=6,790

一般病床なし n=7,581

なし・不明 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M 無回答

Ⅱ以上　70.9％

Ⅱ以上　74.3％
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(5) 医療処置ごとの患者数（病棟票 Q7） 
医療処置の内容別に実施患者人数とその実施率をみると、全体では「喀痰吸引」（17.9％）

が最も多く、次いで「胃ろうの管理」（14.3％）、「経鼻経管栄養」（10.7％）であった。 

図表2-3-15 医療処置ごとの患者数（記入式） 

  n=14,371 

医療処置の内容 
実施人数 

(単位：人) 
実施率 

点滴 779 5.4%

中心静脈栄養 138 1.0%

経鼻経管栄養 1,541 10.7%

胃ろうの管理 2,064 14.3%

留置カテーテル類 1,281 8.9%

酸素療法 513 3.6%

人工呼吸器 24 0.2%

人工透析 194 1.3%

気管切開の処置 479 3.3%

喀痰吸引 2,578 17.9%

ストーマの処置 133 1.0%

 
病床種類別にみると、「医療療養病床」では「喀痰吸引」（15.4％）が最も多く、次いで

「胃ろうの管理」（11.3％）であった。「介護療養病床」でも「喀痰吸引」（21.3％）が最も
多く、次いで「胃ろうの管理」（18.5％）、「経鼻経管栄養」（14.3％）であった。 
実施率を病床種類別にみると、「経鼻経管栄養」「胃ろうの管理」「喀痰吸引」「ストー

マの処置」については、「介護療養病床」での実施率が高かった。 

図表2-3-16 医療処置ごとの患者数（記入式） 

  医療療養病床 n=8,239 介護療養病床 n=6,132 

医療処置の内容 
実施人数 

(単位：人) 
実施率 

実施人数 

（単位：人） 
実施率 

点滴 486 5.9% 293 4.8%

中心静脈栄養 113 1.4% 25 0.4%

経鼻経管栄養 662 8.0% 879 14.3%

胃ろうの管理 931 11.3% 1,133 18.5%

留置カテーテル類 738 9.0% 543 8.9%

酸素療法 336 4.1% 177 2.9%

人工呼吸器 23 0.3% 1 0.0%

人工透析 190 2.3% 4 0.1%

気管切開の処置 300 3.6% 179 2.9%

喀痰吸引 1,270 15.4% 1,308 21.3%

ストーマの処置 74 0.9% 59 1.0%
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一般病床の有無別にみると、「胃ろうの管理」と「喀痰吸引」については「一般病床あ

り」の方が実施率は高かった。 

図表2-3-17 一般病床の有無別 医療処置ごとの患者数（記入式） 

  一般病床あり n=6,790 一般病床なし n=7,581 

医療処置の内容 
実施人数 

(単位：人) 
実施率 

実施人数 

（単位：人） 
実施率 

点滴 309 4.6% 470 6.2%

中心静脈栄養 93 1.4% 45 0.6%

経鼻経管栄養 736 10.8% 805 10.6%

胃ろうの管理 1,137 16.7% 927 12.2%

留置カテーテル類 664 9.8% 617 8.1%

酸素療法 261 3.8% 252 3.3%

人工呼吸器 13 0.2% 11 0.1%

人工透析 153 2.3% 41 0.5%

気管切開の処置 266 3.9% 213 2.8%

喀痰吸引 1,374 20.2% 1,204 15.9%

ストーマの処置 54 0.8% 79 1.0%

 
 

(6) 終末期の状態の患者数（病棟票 Q8） 
医師の総合的判断により、入院中の患者に対する「終末期の状態と見込まれた患者」の

割合は、全体では 2.6％であった。病床種類別にみると、「医療療養病床」では 3.0％、「介
護療養病床」は 2.1％であった。 

図表2-3-18 終末期の状態の患者数（記入式）（n=14,371） 

終末期の患者
2.6%

終末期以外の患者
97.4%
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病床種類別にみると、「医療療養病床」の方が、終末期の状態と見込まれた患者の割合

は多かった。一般病床の有無別では、差はみられなかった。 

図表2-3-19 病床種類別 終末期の状態の患者数（記入式） 

 
終末期の人数 

（単位：人） 
比率 

医療療養病床 n=8,239  244 3.0%

介護療養病床 n=6,132  130 2.1%

 

図表2-3-20 一般病床の有無別 終末期の状態の患者数（記入式） 

 
終末期の人数 

（単位：人） 
比率 

一般病床あり n=6,790 175 2.6%

一般病床なし n=7,581 199 2.6%
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4. 終末期ケアの対応 

(1) 終末期ケアの勉強会等の実施（病棟票 Q9） 
最近 1 年間に終末期ケアの勉強会、学習会、研修を実施したことがあるかについては、

全体では「実施したことがある」との回答が 24.6％であった。 
終末期患者の有無別にみると、調査時点で終末期患者が「いる」病棟の方が「実施した

ことがある」（30.7％）割合は高かった。 

図表2-4-1 終末期の患者の有無別 終末期ケアの勉強会等の実施 

30.7%

18.4%

72.7%

66.4%

79.6%

24.6%

2.0%

2.7%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　(n=333)

いる　(n=140)

いない　(n=147)

実施したことがある 実施したことがない 無回答  

(2) 終末期ケアの課題（病棟票 Q10） 
終末期ケアに関してどのような課題を抱えているかについては、全体では「職員の終末

期ケアの知識・技術の向上」が 65.8％で最も多かった。次いで「終末期入院患者の家族へ
のケア」が 56.5％、「病室等の環境整備」が 54.1％であった。 

図表2-4-2 終末期ケアの課題（複数回答） （n=333） 

65.8%

56.5%

54.1%

37.8%

33.6%

32.1%

30.6%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80%

職員の終末期ケアの知識・技術向上

終末期入院患者の家族へのケア

病室等の環境整備

夜間・休日の職員体制の充実

看護職員の増員

他の入院患者への影響

医師の体制の整備

介護職員の増員
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一般病床の有無別にみると、全体的な傾向に差はなかったが、「一般病床あり」では「終

末期入院患者の家族へのケア」、「病室等の環境整備」、「看護職員の増員」を回答する割合

が「一般病床なし」に比べて高かった。 
「一般病床なし」では、「職員の終末期ケアの知識・技術の向上」、「夜間・休日の職員

体制の充実」を回答する割合が「一般病床あり」に比べて高かった。 

図表2-4-3 一般病床の有無別 終末期ケアの課題（複数回答） 

59.9%

60.5%

58.7%

34.7%

37.7%

32.3%

29.3%

19.2%

71.7%

52.4%

49.4%

41.0%

29.5%

31.9%

31.9%

16.9%

0% 20% 40% 60% 80%

職員の終末期ケアの知識・技術向上

終末期入院患者の家族へのケア

病室等の環境整備

夜間・休日の職員体制の充実

看護職員の増員

他の入院患者への影響

医師の体制の整備

介護職員の増員

一般病床あり(n=167）

一般病床なし(n=166）

 

① 課題「職員の終末期ケアの知識・技術向上」の有無別 終末期ケアの勉強会、学習会、

研修の実施の有無 
「職員の終末期ケアの知識・技術向上が課題」と回答した病棟の方が、最近 1年間に終

末期ケアの勉強会、学習会、研修を「実施したことがある」割合が高かった。 
なお、課題としているかどうかによって、終末期ケアの勉強会、学習会、研修が実施さ

れているか否かについては、統計的な差は認められなかった。 

図表2-4-4 課題「職員の終末期ケアの知識・技術向上」の有無別  

終末期ケアの勉強会、学習会、研修の実施の有無 

21.1%

72.1%

73.7%

26.5% 1.4%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

課題である(n=219)

課題でない(n=114)

実施したことがある 実施したことはない 無回答
 

χ2検定：ｐ=0.5609 
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② 課題「病室等の環境整備」の有無別 病棟内の個室の有無 
「病室等の環境整備」が「課題である」と回答した病棟と、「課題でない」と回答した

病棟に「個室」の有無の差はみられなかった。 
なお、「病室等の環境整備」を課題としているかどうかによって、病棟内の個室の有無

には統計的な差は認められなかった。 

図表2-4-5 課題「病室等の環境整備」の有無別 病棟内の個室の有無 

64.1%

25.0%

26.1%

11.7%63.3%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

課題である(n=180)

課題でない(n=153)

個室あり 個室なし 無回答
 

     χ2検定：ｐ=0.8966 
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5. 新規入院患者数等の動向 

ここでは、平成 17 年 1 月 1 日～2 月 28 日までの 2 か月間の新規入院患者、短期入所療
養介護の患者、院内の別の病棟から転棟してきた患者の人数について述べる。 

(1) 2か月間の新規入院患者数（病棟票 Q12） 
2 か月間の新規入院患者数は、記入のあった 315 病棟の合計で 2,903 人であった。入院

前の所在別にみると、「在宅から」が 41.5％、「他の病院・診療所からの転院」が 41.6％で
あった。 
調査対象病棟では、2 か月間に新規入院患者を 1 病棟あたり平均 9.2 人（中央値 4 人）

受け入れていた。その内訳をみると「在宅から」が平均 3.8人、「他の病院・診療所からの
転院」が平均 3.8人であった。 

図表2-5-1 新規入院患者数（記入式） （ｎ=2,903） 

在宅から
41.5%

他の病院・診療所
からの転院

41.6%

その他から
2.9%

介護老人
保健施設から

4.0%

特別養護老人
ホームから
6.5%

不明
3.3%

 

図表2-5-2 1病棟ごとの新規入院患者数（記入式） ｎ=315 

新規入院患者数（単位：人） 

 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

0人の病棟数 
(単位：件) 

合計 9.2  16.1 4  127  0 76 

在宅から 3.8  8.9 1  85  0 141 

他の病院・診療所からの転院 3.8  8.3 1  99  0 115 

介護老人保健施設から 0.4  1.4 0  13  0 265 

特別養護老人ホームから 0.6  3.0 0  27  0 272 

その他から 0.3  1.1 0  11  0 282 

不明 0.3  1.9 0  19  0 299 
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一般病床の有無別に 1病棟あたりの新規入院患者をみると、一般病床を持つ病院は転院
の患者が相対的に少なかった。 

図表2-5-3 一般病床の有無別 1病棟ごとの新規入院患者数（記入式）  

一般病床を有する病院 

（n=150） 
一般病床を有さない病院（n=165） 

患者数（単位：人） 患者数（単位：人）   
  平均 中央値 

0人の病棟数 

(単位：件) 平均 中央値 

0人の病棟数 

（単位：件） 

合計 8.2 1.0 60 10.2 7.0 16 

在宅から 3.6 0.0 91 4.0 2.0 50 

他の病院・診療所からの転院 2.9 0.0 87 4.7 3.0 28 

介護老人保健施設から 0.2 0.0 134 0.5 0.0 131 

特別養護老人ホームから 0.8 0.0 135 0.4 0.0 137 

その他から 0.2 0.0 141 0.3 0.0 141 

不明 0.4 0.0 139 0.2 0.0 160 

 

(2) 2か月間の転棟受け入れ患者数（病棟票 Q14） 
2 か月間の転棟受け入れ患者数は、記入のあった 307 病棟の合計で 2,320 人であった。

入院前の所在別にみると、「一般病床」が 81.2％、「医療療養病床」が 13.4％、「介護療養
病床」が 3.4％であった。 

図表2-5-4 転棟受け入れ患者数（記入式）（n=307） 

一般病床
81.2%

医療療養病床
13.4%

内訳不明
0.7%

介護療養病床
3.4%

その他の病床
1.4%

 
 

2か月間に他の病棟からの転棟受け入れ患者数は、1病棟あたりの平均では 7.6人（中央
値 3人）の患者を受け入れていた。元の病床の内訳は、「一般病床」が平均 6.1人と最も多
かった。 
一般病床の有無別に転棟受け入れ患者数をみると、一般病床を持つ病院では「一般病床

から」の転棟が最も多かった。 
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図表2-5-5 1病棟ごとの転棟受け入れ患者数（記入式） ｎ=307 

転棟受け入れ患者数（単位：人） 

 平均値 標準偏差 中央値 最大値 最小値 

0人の病棟数 
(単位：件) 

合計 7.6  12.5 3  105  0 76

一般病床から 6.1 11.8 0  81  0 163

医療療養病床から 1.0  2.1 0  16  0 203

介護療養病床から 0.3  1.4 0  20  0 282

その他の病床から 0.1  0.6 0  7  0 294

不明 0.1  0.6 0  9  0 304

 

図表2-5-6 一般病床の有無別 1病棟ごとの転棟受け入れ患者数（記入式） 

一般病床を有する病院（n=163） 一般病床を有さない病院（n=144） 

患者数（単位：人） 患者数（単位：人）   

  平均 中央値 

0人の病棟数 

(単位：件) 平均 中央値 

0人の病棟数 

(単位：件) 

合計 12.8 8.0 6 2.0 1.0 66 

一般病床から 11.6 7.0 19 -  -  -  

医療療養病床から 0.9 0.0 119 1.2 0.0 84 

介護療養病床から 0.2 0.0 158 0.4 0.0 124 

その他の病床から 0.1 0.0 155 0.1 0.0 139 

不明 0.1 0.0 161 0.0 0.0 143 

 
 

(3) 2か月間の短期入所療養介護の利用患者数（病棟票 Q13） 
2 か月間の短期入所療養介護の利用者数は、記入のあった 231 病棟の合計で 401 人、1

病棟あたりの平均 1.7 人（中央値 0 人）であった。また、利用者数が 0 人の病棟数は 178
件であった。 

図表2-5-7 短期入所療養介護の患者数（記入式） 

短期入所療養介護の患者数（単位：人） 

 
回答病棟数 
（単位：件） 合計 平均値 

標準 
偏差 

中央値 最大値 最小値 

0人の病棟数 
（単位：件） 

短期入所療養介護の 
利用者数 

231  401  1.7 6.0  0  53 0 178

図表2-5-8 一般病床の有無別 短期入所療養介護の患者数（記入式） 

一般病床を有する病院（n=112） 一般病床を有さない病院（n=119） 

患者数（単位：人） 患者数（単位：人）  

平均 中央値 

0人の病棟数 

(単位：件) 平均 中央値 

0人の病棟数 

(単位：件) 

短期入所療養介護の 

利用者数 
1.8 0.0 88 1.7 0.0 90 
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第4章 患者の実態 
ここでは、平成 17 年 1 月 1 日～2 月 28 日の 2 か月間に、医療保険適用・介護保険適用

の両者の療養病床において、退院した患者、転棟・転床した患者、死亡した患者の状況に

ついて整理する。得られた患者の個別データは、医療療養病床入院患者において 2,994人、
介護療養病床入院患者においては 825人で、合計 3,819人であった。 

1. 一般病床の有無別 病床種別 

一般病床の有無別に、患者が入院していた病床種別をみたところ、差は認められなかっ

た。 

図表3-1-1 一般病床の有無別 病床種別 

78.2%

21.4%

21.8%

78.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=2,188)

一般病床なし(n=1,631)

医療療養病床 介護療養病床
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2. 移動の状況 

(1) 「退院・転出」先（患者票 Q11） 

① 移動先の分布 
患者の移動の状況についてみると、全体では療養病床から自宅等へ戻ったとする回答が

最も多かった（30.1％）。しかし、病床種類別にみると、それは「医療療養病床」でみられ
る傾向であり、「介護療養病床」では、「自院」への移動（27.4％）と「死亡」（25.7％）が
移動先として多かった。 
一般病床の有無別にみると、いずれも自宅等へ戻ったとする回答が最も多いが、「一般

病床あり」では「自院」（24.0％）、「一般病床なし」では「死亡」（20.6％）が次に多い回
答であった。 

図表3-2-1 「退院・転出」先  (n=3,819) 

11.7% 30.1% 14.8% 7.6% 10.8%18.5% 6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院 転院 自宅等へ 介護老人保健施設へ 死亡 介護施設等 無回答  

図表3-2-2 病床種類別 「退院・転出」先 

27.4%

11.9%

11.2%

35.9% 11.8% 7.7%

7.3%

9.9%

14.2%

16.1%

9.0%

6.8%

5.3% 25.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=2,994)

介護療養(n=825)

自院 転院 自宅等へ 介護老人保健施設へ 死亡 介護施設等 無回答  

図表3-2-3 一般病床の有無別 「退院・転出」先 

11.2%

8.0%

16.7%

32.3% 10.5% 7.0%

8.5%

10.5%

11.2%

24.0%

27.1%

7.7%

4.8% 20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=2,188)

一般病床なし(n=1,631)

自院 転院 自宅等へ 介護老人保健施設へ 死亡 介護施設等 無回答  
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② 転院先の病床種別 
転院した患者についてみると、全体では転院患者の 65.3％が一般病床へ転院していた。 
病床種類別にみると、「介護療養病床」の方がより「一般病床へ」の割合は高かった

（73.9％）。 
一般病床の有無別にみると、「一般病床なし」の病院から転院する場合は、「一般病床

へ」の転院（75.7％）がより多かった。 

図表3-2-4 転院先の病床種別  (n=447) 

17.2% 17.4%65.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床へ 療養病床へ 不明
 

図表3-2-5 病床種類別 転院先の病床種別 

73.9%

17.7% 19.2%63.1%

15.2% 10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=355)

介護療養(n=92)

一般病床へ 療養病床へ 不明
 

図表3-2-6 一般病床の有無別 転院先の病床種別 

75.7%

38.3% 12.6%49.1%

3.7% 20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=175)

一般病床なし(n=272)

一般病床へ 療養病床へ 不明
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③ 自院内での移動 
自院内で他の病棟や病床へ移動した患者は 703人おり、そのうち一般病床へ移動した患

者が 48.8％とほぼ半数に達した。 
これを病床種類別にみると、一般病床へ移動した患者は「介護療養病床」からの方がよ

り多かった（58.7％）。 
一般病床の有無別にみると、「一般病床あり」では「一般病床へ」が 65.2％を占めたが、

「一般病床なし」では、「医療療養病床へ」（45.2％）と「介護療養病床へ」（54.8％）移動
先が分かれた。 

図表3-2-7 自院内での移動  (n=703) 

18.2% 33.0%48.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床へ 医療療養病床へ 介護療養病床へ
 

図表3-2-8 病床種類別 自院内での移動 

58.7%

18.0% 37.9%44.1%

18.7% 22.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=478)

介護療養(n=225)

一般病床へ 医療療養病床へ 介護療養病床へ
 

※自院内の移動とは、「転棟・転床」を指すため、「転棟（自院で別の病棟から移動）」と「転床（病棟内の

移動で保険種別が変更）」が含まれる。 

図表3-2-9 一般病床の有無別 自院内での移動 

9.1% 25.7%65.2%

45.2% 54.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=526)

一般病床なし(n=177)

一般病床へ 医療療養病床へ 介護療養病床へ
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(2) 「入院・転入」元 

① 「入院・転入」元（患者票 Q9） 
療養病床への患者の「入院・転入」元を辿ったところ、全体では「自院の一般病床」か

らが最も多く（36.0％）、次いで「その他（自宅等、特養、その他）」（28.8％）であった。 
病床種類別にみると、「医療療養病床」では、「自院の一般病床」と「その他（自宅等、

特養、その他）」からの「入院・転入」が多かった。「介護療養病床」では、「自院の医療療

養病床」からの「入院・転入」が「医療療養病床」に比べて多かった。 
一般病床の有無別にみると、「一般病床あり」では「自院の一般病床」からの「入院・

転入」（62.8％）が最も多かった。しかし、「一般病床なし」では「その他（自宅等、特養、
その他）」（41.7％）と「他院」（39.1％）からの「入院・転入」に分かれた。 
 

※「入院・転入」とは、「入院」「転院（他の医療機関から入院）」「転棟（自院で別の病棟から移動）」「転床（病

棟内の移動で保険種別が変更）」が含まれる。 

図表3-2-10 「入院・転入」元  (n=3,819) 

28.8% 3.4%36.0%
6.6% 1.5%

21.3%
2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院の一般病床 自院の医療療養病床 自院の介護療養病床
他院 介護老人保健施設 その他(自宅等、特養、その他）
無回答

自院44.0％

 

図表3-2-11 病床種類別 「入院・転入」元 

31.9%

17.2%

3.7%

2.4%29.1%

37.8%

21.6%

2.4% 1.1%

2.8%

20.5%

24.2%

2.5%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=2,994)

介護療養(n=825)

自院の一般病床 自院の医療療養病床 自院の介護療養病床

他院 介護老人保健施設 その他(自宅等、特養、その他）

無回答

自院53.5％

自院41.3％
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図表3-2-12 一般病床の有無別 「入院・転入」元 

8.3%

19.1%

41.7%

2.6%

4.5%

62.8%
5.3% 0.8%

2.4%

8.0%

39.1%

1.5%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=2,188)

一般病床なし(n=1,631)

自院の一般病床 自院の医療療養病床 自院の介護療養病床

他院 介護老人保健施設 その他（自宅等、特養、その他）

無回答

自院10.7％

自院68.8％
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② 転棟・転床の場合のその前の居場所（患者票 Q9-1） 
調査対象の療養病床に入院する直前の居場所が「自院の一般病床」「自院の医療療養病

床」「自院の介護療養病床」であった場合に、さらにその前の居場所をたずねた。 
その結果、全体では「その他（自宅等、特養、その他）」と「他院」から「自院の一般

病床」「自院の医療療養病床」「自院の介護療養病床」のいずれかに入院後、さらに転棟・

転床するケースが多かった。 
病床種類別にみると、「介護療養病床」では、「他院」（36.5%）から「自院の一般病床」

「自院の医療療養病床」「自院の介護療養病床」のいずれかに入院後、さらに転棟・転床す

るケースが「医療療養病床」に比べて多かった。 
一般病床の有無別でみると、病床種類別と似た傾向がみられたが、「一般病床なし」で

は「他院」からと「自院の医療療養病床」からの割合が「一般病床あり」に比べて多かっ

た。 

図表3-2-13 転棟・転床の場合のその前の居場所  (n=1,724) 

49.4% 4.8%8.2%
3.3%

3.2% 25.1% 6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院の一般病床 自院の医療療養病床 自院の介護療養病床
他院 介護老人保健施設 その他(自宅等、特養、その他）
不明

自院14.7％

 

図表3-2-14 病床種類別 転棟・転床の場合のその前の居場所 

58.2%

24.2%

5.3%

3.4%16.3%

5.3%

5.4%

2.6%

1.9%

7.2%

21.1%

36.5%

5.6%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=1,277)

介護療養(n=447)

自院の一般病床 自院の医療療養病床 自院の介護療養病床

他院 介護老人保健施設 その他(自宅等、特養、その他）

不明

自院28.9％

自院9.8％
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図表3-2-15 一般病床の有無別 転棟・転床の場合のその前の居場所 

52.1%

30.7%

3.9%

11.0%

9.4%

12.8%

1.9%

3.1%

4.1%

23.1%

38.5%

6.5%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=1,506)

一般病床なし(n=218)

自院の一般病床 自院の医療療養病床 自院の介護療養病床

他院 介護老人保健施設 その他(自宅等、特養、その他）

不明

自院16.9％

自院14.4％
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(3) 移動のパターン 
【「入院・転入」元→「現在の病床」→「退院・転出」先】の患者の移動パターンをみ

たところ、以下の通りであった。 
【療養病床全体でみた場合】 
療養病床へ入院する患者の移動パターンとして最も多いのは「自宅等」から入院し、「自

宅等」へ退院するケースであった。これは「入院・転入」と「退院・転出」を個別にみた

場合とは異なる結果であった。 

図表3-2-16 移動の状況（上位５位まで） n=3,818 

退院・転出先

その前 直前の所在

自宅等 自宅等 565 (14.8%)

自宅等
自院の一
般病床

自宅等 338 (8.9%)

他院 転院 198 (5.2%)

他院 死亡 191 (5.0%)

他院 自宅等 126 (3.3%)

療
養
病
床

入院・転入元

 
 
 
【医療療養病床の場合】 
療養病床全体でみた場合と同様に、最も多いのは「自宅等」から入院し、「自宅等」へ

退院するケースであった。しかし、「入院・転入」元としては「一般病床」や「他院」から

も多く、「退院・転出」先としては「転院」や「死亡」も上位に含まれた。 
具体的には、「自宅等から医療療養病床を経て自宅等へ」が最も多く、14.0％（535件）

であった。次いで「自宅等から自院の一般病床、医療療養病床を経て自宅等へ」が 8.6％
（329件）、「他院から医療療養病床を経て転院」が 4.1％（155件）、「他院から医療療養病
床にて死亡」が 3.5％（134 件）、「他院から医療療養病床を経て自宅等へ」が 2.8％（108
件）であった。 
【介護療養病床の場合】 
介護療養病床で最も多かったのは、「他院から介護療養病床にて死亡」で、全体の 1.5％

（57件）であった。次いで「他院から介護療養病床を経て転院」が 1.1％（43件）であっ
た。 
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図表3-2-17 移動の状況 (医療療養病床上位5位までと介護療養病床上位２位まで) n=3,819 

退院・転出先

その前 直前の所在

自宅等 自宅等 535 (14.0%)

自宅等
自院の一
般病床

自宅等 329 (8.6%)

他院 転院 155 (4.1%)

他院 死亡 134 (3.5%)

他院 自宅等 108 (2.8%)

・・・・・

他院
介護
療養病床 死亡 57 (1.5%)

・・・・・

他院
介護
療養病床 転院 43 (1.1%)

医
療
療
養
病
床

入院・転入元

 
 
【一般病床有無別でみた場合】 
一般病床を持つ病院の療養病床へ入院する患者の移動パターンとして最も多いのは、

「自院の一般病床」から入院し、「自宅等」へ退院するケースであった。また、一般病床を

持たない病院の療養病床へ入院する患者の移動パターンとして最も多いのは、「自宅等」か

ら入院し、「自宅等」へ退院するケースであった。 
一般病床を持つ病院の療養病床への転入は、「自院の一般病床」から転入の割合が高く、

一般病床を持たない病院の療養病床への転入は「自宅等」や「他院」から転入の割合が高

かった。 
一般病床を持たない病院の療養病床からの「退院・転出」先としては「自宅等」や「死

亡」の割合が相対的に高かった。 
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図表3-2-18 移動の状況 一般病床のある病院（上位５位まで） n=2,188 

退院・転出先

その前 直前の所在

自宅等
自院の一
般病床

自宅等 338 (15.4%)

自宅等 自宅等 238 (10.9%)

自宅等
自院の一
般病床

自院の一
般病床

95 (4.3%)

他院
自院の一
般病床

自院の一
般病床

73 (3.3%)

他院
自院の一
般病床

転院 61 (2.8%)

療
養
病
床

入院・転入元

 
 
 

図表3-2-19 移動の状況 一般病床のない病院（上位５位まで） n=1,630 

入院・転入元 退院・転出先

直前の所在

自宅等 自宅等 327 (20.1%)

他院 死亡 165 (10.1%)

他院 転院 161 (9.9%)

他院 自宅等 87 (5.3%)

自宅等 死亡 63 (3.9%)

療
養
病
床
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(4) 一般病床の有無別 「入院・転入」元と「退院・転出」先 
「入院・転入」元別 「退院・転出」先の組み合わせでは、「一般病床あり」では、「自

院から療養病床へ転入し、自院へ転出」が 19.6％で最も多かった。 
「一般病床がなし」では、「その他（自宅等、特養、その他）から療養病床へ入院し、

在宅へ退院」が 20.4％で最も多かった。 

図表3-2-20 「入院・転入」元別「退院・転出」先 

【一般病床あり】 
   退院・転出先 

 

入院・転入元 
合計 自院 他院 在宅 老健 死亡 

介護 

施設等 
無回答 

2,188 526 175 706 169 229 153 230 
全体 

100.0% 24.0% 8.0% 32.3% 7.7% 10.5% 7.0% 10.5% 

1,506 428 125 424 133 154 111 131 
自院 

68.8% 19.6% 5.7% 19.4% 6.1% 7.0% 5.1% 6.0% 

175 40 37 39 5 26 16 12 
他院 

8.0% 1.8% 1.7% 1.8% 0.2% 1.2% 0.7% 0.5% 

32 6 1 1 16 4 3 1 介護老人 

保健施設 1.5% 0.3% 0.0% 0.0% 0.7% 0.2% 0.1% 0.0% 

418 48 10 239 15 38 20 48 その他（自宅等､ 

特養､その他） 19.1% 2.2% 0.5% 10.9% 0.7% 1.7% 0.9% 2.2% 

57 4 2 3 0 7 3 38 
無回答 

2.6% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 0.3% 0.1% 1.7% 

 
【一般病床なし】 

退院・転出先 

 

入院・転入元 
合計 自院 他院 在宅 老健 死亡 

介護 

施設等 
無回答 

1,631 177 272 442 78 336 138 188 
全体 

100.0% 10.9% 16.7% 27.1% 4.8% 20.6% 8.5% 11.5% 

174 46 24 1 8 60 7 28 
自院 

10.7% 2.8% 1.5% 0.1% 0.5% 3.7% 0.4% 1.7% 

638 81 161 87 23 165 50 71 
他院 

39.1% 5.0% 9.9% 5.3% 1.4% 10.1% 3.1% 4.4% 

66 8 8 1 20 18 2 9 介護老人 

保健施設 4.0% 0.5% 0.5% 0.1% 1.2% 1.1% 0.1% 0.6% 

680 28 66 332 20 86 76 72 その他（自宅等､

特養､その他） 41.7% 1.7% 4.0% 20.4% 1.2% 5.3% 4.7% 4.4% 

73 14 13 21 7 7 3 8 
無回答 

4.5% 0.9% 0.8% 1.3% 0.4% 0.4% 0.2% 0.5% 

 

(単位：人) 

(単位：人) 
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さらに、まとめてみると、「一般病床あり」では、「自院内から転棟・転床し、在宅等へ

退院」が 24.5％を占めた。次いで「自院内で転棟・転床し、（再度、）自院内で転棟・転床」
が 19.6％であった。 
「一般病床なし」では、「在宅等（自宅等、特養、その他）から療養病床へ入院し、在

宅等へ退院」が 25.1％を占めた。「死亡退院」が 20.6％であった。 

図表3-2-21 「入院・転入」元別「退院・転出」先 

10.5% 31.9%

41.1%
2.8%

19.6% 24.5%

0.5%

1.7%

9.9% 25.1%

11.8%

20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=2,188)

一般病床なし(n=1,631)

自院内で転棟・転床、自院内で転棟・転床 自院内で転棟・転床、在宅等へ退院 他院から転院、他院へ転院

在宅等から入院、在宅等へ退院 死亡退院 その他
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3. 入院期間（患者票 Q4・Q5より算出） 

患者の入院期間をみると、全体では「1 か月」が 19.1％と最も多く、「1-3 か月」までで
計 58.1％であった。 

図表3-3-1 入院期間別の人数割合   （単位：人） 

 全体 
1か月

未満 
1か月 2か月 3か月 

4-6 

か月 

7-9 

か月 

10-12

か月 

13-18

か月 

19-24

か月 

25か月

以上 
無回答 

3,819 653 730 493 344 466 265 189 173 112 300 94
全体 

100.0% 17.1% 19.1% 12.9% 9.0% 12.2% 6.9% 4.9% 4.5% 2.9% 7.9% 2.5%

 
病床種類別にみると、「医療療養病床」では「1 か月」が 21.4％と最も多く、「1-6か月」

までが 76.0％であった。「介護療養病床」は、「25ヶ月以上」が 19.3％と高く、「1-6か月」
までは 49.9％と「医療療養病床」に比べて低かった。 

図表3-3-2 病床種類別 入院期間別の人数割合   （単位：人） 

 
全体 

1か月

未満 
1か月 2か月 3か月 

4-6 

か月 

7-9 

か月 

10-12

か月 

13-18

か月 

19-24

か月 

25か月

以上 
無回答 

2,994 570 640 423 284 357 199 128 112 67 141 73 医療 
療養病床 100.0% 19.0% 21.4% 14.1% 9.5% 11.9% 6.6% 4.3% 3.7% 2.2% 4.7% 2.4% 

825 83 90 70 60 109 66 61 61 45 159 21 介護 
療養病床 100.0% 10.1% 10.9% 8.5% 7.3% 13.2% 8.0% 7.4% 7.4% 5.5% 19.3% 2.5% 

 
一般病床の有無別にみると、「一般病床なし」の方が入院期間は短い傾向がみられた。 

図表3-3-3 一般病床の有無別 入院期間別の人数割合   （単位：人） 

 全体 
1か月

未満 
1か月 2か月 3か月 

4-6 

か月 

7-9 

か月 

10-12

か月 

13-18

か月 

19-24

か月 

25か月

以上 
無回答 

2,188 284 453 329 223 296 180 104 87 56 135 41一般病床 

あり 100.0% 13.0% 20.7% 15.0% 10.2% 13.5% 8.2% 4.8% 4.0% 2.6% 6.2% 1.9%

1,631 369 277 164 121 170 85 85 86 56 165 53一般病床 

なし 100.0% 22.6% 17.0% 10.1% 7.4% 10.4% 5.2% 5.2% 5.3% 3.4% 10.1% 3.2%

 
病床種類別に「退院・転出」先をみると、「医療療養病床」では、「自宅等へ」で「1 か

月未満」が 27.9％であり、比較的短い入院期間の割合が高かった。また、一般病床への転
院の場合も「1か月未満」21.4％で比較的短い。「死亡」の患者については「25か月以上」
の人が 11.6％で他の場合に比べて高かった。 
「介護療養病床」では「自宅等へ」で「1 か月未満」の割合 18.9％と比較的高かった。

また、「死亡」の患者については、「25か月以上」が 35.8％と高かった。 
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図表3-3-4 病床種類別 「退院・転出」先別 入院期間別の人数割合、平均入院期間等 

【医療療養病床】                         （単位：人） 
  

合計※ 
1か月

未満 
1か月 2か月 3か月 

4-6 

か月 

7-9 

か月 

10-12

か月 

13-18

か月 

19-24

か月 

25 

か月

以上 

無回

答 

2,994 570 640 423 284 357 199 128 112 67 141 73 
全体 

100.0% 19.0% 21.4% 14.1% 9.5% 11.9% 6.6% 4.3% 3.7% 2.2% 4.7% 2.4% 

1,074 300 327 196 107 84 25 10 7 2 0 16 
自宅等へ 

100.0% 27.9% 30.4% 18.2% 10.0% 7.8% 2.3% 0.9% 0.7% 0.2% 0.0% 1.5% 

355 56 50 47 26 59 40 24 17 9 20 7 
転院 

100.0% 15.8% 14.1% 13.2% 7.3% 16.6% 11.3% 6.8% 4.8% 2.5% 5.6% 2.0% 

63 0 6 10 5 17 12 5 6 1 1 0 
 ⇒療養 

100.0% 0.0% 9.5% 15.9% 7.9% 27.0% 19.0% 7.9% 9.5% 1.6% 1.6% 0.0% 

224 48 36 26 15 32 22 11 8 7 14 5 
 ⇒一般 

100.0% 21.4% 16.1% 11.6% 6.7% 14.3% 9.8% 4.9% 3.6% 3.1% 6.3% 2.2% 

203 26 38 27 26 33 13 13 11 1 7 8 介護老人 
保健施設へ 100.0% 12.8% 18.7% 13.3% 12.8% 16.3% 6.4% 6.4% 5.4% 0.5% 3.4% 3.9% 

128 13 28 21 8 17 9 5 6 7 11 3 特別養護 
老人ホームへ 100.0% 10.2% 21.9% 16.4% 6.3% 13.3% 7.0% 3.9% 4.7% 5.5% 8.6% 2.3% 

69 14 13 12 7 8 6 1 0 3 2 3 グループ 

ホーム等 100.0% 20.3% 18.8% 17.4% 10.1% 11.6% 8.7% 1.4% 0.0% 4.3% 2.9% 4.3% 

34 8 8 6 4 3 0 2 2 0 1 0 
その他 

100.0% 23.5% 23.5% 17.6% 11.8% 8.8% 0.0% 5.9% 5.9% 0.0% 2.9% 0.0% 

353 38 45 33 35 47 39 18 26 22 41 9 
死亡 

100.0% 10.8% 12.7% 9.3% 9.9% 13.3% 11.0% 5.1% 7.4% 6.2% 11.6% 2.5% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
 

入院期間（単位：月） 
 

件数※ 

(単位：人) 平均 標準偏差 中央値 

全体 2,921 5.9 12.7 2.0 

自宅等へ 1,058 1.8 2.4 1.0 

自院の一般病床へ 214 9.5 14.0 5.0 

自院の医療療養病床へ 73 13.4 23.1 5.0 

自院の介護療養病床へ 176 8.2 13.5 4.0 

転院 348 7.5 14.5 3.0 

介護老人保健施設へ 195 5.3 8.9 3.0 

特別養護老人ホームへ 125 7.8 11.6 3.0 

グループホーム等 66 4.1 6.2 2.0 

その他 34 4.8 11.2 2.0 

死亡 344 12.7 22.6 5.0 

※全体の「件数」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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【介護療養病床】                         （単位：人） 
  

合計※ 
1か月

未満 
1か月 2か月 3か月 

4-6 

か月 

7-9 

か月 

10-12

か月 

13-18

か月 

19-24

か月 

25 

か月

以上 

無回

答 

825 83 90 70 60 109 66 61 61 45 159 21 
全体 

100.0%10.1% 10.9% 8.5% 7.3% 13.2% 8.0% 7.4% 7.4% 5.5% 19.3% 2.5% 

74 14 16 9 11 10 6 2 4 0 2 0 
自宅等へ 

100.0%18.9% 21.6% 12.2% 14.9% 13.5% 8.1% 2.7% 5.4% 0.0% 2.7% 0.0% 

92 7 12 4 4 14 10 7 10 7 15 2 
転院 

100.0% 7.6% 13.0% 4.3% 4.3% 15.2% 10.9% 7.6% 10.9% 7.6% 16.3% 2.2% 

14 0 2 1 0 5 1 1 1 0 3 0 
 ⇒療養 

100.0% 0.0% 14.3% 7.1% 0.0% 35.7% 7.1% 7.1% 7.1% 0.0% 21.4% 0.0% 

68 7 10 2 4 10 6 2 9 7 10 1 
 ⇒一般 

100.0%10.3% 14.7% 2.9% 5.9% 14.7% 8.8% 2.9% 13.2% 10.3% 14.7% 1.5% 

44 2 5 8 6 6 3 7 1 1 4 1 介護老人 
保健施設へ 100.0% 4.5% 11.4% 18.2% 13.6% 13.6% 6.8% 15.9% 2.3% 2.3% 9.1% 2.3% 

40 2 6 6 3 8 3 1 4 2 5 0 特別養護老人

ホームへ  100.0% 5.0% 15.0% 15.0% 7.5% 20.0% 7.5% 2.5% 10.0% 5.0% 12.5% 0.0% 

9 0 2 0 3 1 0 1 0 1 1 0 グループホー

ム等 100.0% 0.0% 22.2% 0.0% 33.3% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% 

11 3 2 1 1 1 0 0 1 1 1 0 
その他 

100.0%27.3% 18.2% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 

212 13 9 14 8 23 17 14 17 13 76 8 
死亡 

100.0% 6.1% 4.2% 6.6% 3.8% 10.8% 8.0% 6.6% 8.0% 6.1% 35.8% 3.8% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
 

入院期間（単位：月） 
 

件数※ 

(単位：人) 平均 標準偏差 中央値 

全体 804 16.4 27.2 6.0 

自宅等へ 74 4.9 9.7 2.0 

自院の一般病床へ 133 13.0 19.0 6.0 

自院の医療療養病床へ 41 18.0 33.8 8.0 

自院の介護療養病床へ 50 11.4 20.6 3.0 

転院 90 15.3 22.5 7.0 

介護老人保健施設へ 43 7.8 9.7 4.0 

特別養護老人ホームへ 40 11.2 16.5 4.0 

グループホーム等 9 9.8 12.7 3.0 

その他 11 7.5 11.1 2.0 

死亡 204 29.1 39.0 13.0 

※全体の「件数」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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4. 患者の属性 

ここでは、病床種類別・転帰別と、同一病院内の一般病床の有無別に、患者の属性を整

理した。 

(1) 退院、転棟・転床、死亡時の年齢（患者票 Q2） 
「退院・転出」先をみると、全体では「自宅等へ」は「65 歳～85 歳以上」で計 78.5％

を占めた。また、「自院の一般病床へ」退院・転出した患者は、「75歳～85歳」で計 79.1％
を占めた。「自院の介護療養病床へ」退院・転出した患者は医療病床へ退院・転出した患者

に比べて、平均年齢は高かった。 
「死亡」した患者は「85歳以上」が 56.8％と高い割合であった。 

図表3-4-1 「退院・転出」先別 退院、転棟・転床、死亡時の年齢階級別の 

人数割合           （単位：人） 

 合計※ 
21歳 

未満 
21-40歳 41-64歳 65-74歳 75-84歳 

85歳 

以上 
無回答 

3,819 28 63 354 605 1,333 1,421 15 
全体 

100.0% 0.7% 1.6% 9.3% 15.8% 34.9% 37.2% 0.4% 

1,148 16 47 183 245 392 265 0 
自宅等へ 

100.0% 1.4% 4.1% 15.9% 21.3% 34.1% 23.1% 0.0% 

348 0 0 29 44 138 137 0 
自院の一般病床へ 

100.0% 0.0% 0.0% 8.3% 12.6% 39.7% 39.4% 0.0% 

128 0 0 7 24 44 53 0 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 0.0% 0.0% 5.5% 18.8% 34.4% 41.4% 0.0% 

232 0 0 14 25 94 99 0 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 0.0% 0.0% 6.0% 10.8% 40.5% 42.7% 0.0% 

447 1 7 57 84 150 145 3 
転院 

100.0% 0.2% 1.6% 12.8% 18.8% 33.6% 32.4% 0.7% 

247 0 0 11 29 93 113 1 
介護老人保健施設へ 

100.0% 0.0% 0.0% 4.5% 11.7% 37.7% 45.7% 0.4% 

168 0 0 6 25 63 74 0 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 0.0% 0.0% 3.6% 14.9% 37.5% 44.0% 0.0% 

78 0 0 2 13 31 32 0 
グループホーム等 

100.0% 0.0% 0.0% 2.6% 16.7% 39.7% 41.0% 0.0% 

45 0 3 7 5 13 17 0 
その他 

100.0% 0.0% 6.7% 15.6% 11.1% 28.9% 37.8% 0.0% 

565 0 2 10 56 176 321 0 
死亡 

100.0% 0.0% 0.4% 1.8% 9.9% 31.2% 56.8% 0.0% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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病床種類別に「退院・転出」先をみると、「医療療養病床」では、「自宅等へ」は「75歳
～84 歳」（33.9％）が最も多く、また、「64 歳以下」の割合が高かった。「自院の一般病床
へ」「自院の介護療養病床へ」「転院」「グループホーム等」は「75歳～84歳」「85歳以上」
がともに多かった。「自院の医療療養病床へ」「介護老人保健施設へ」「特別養護老人ホー

ムへ」「死亡」は「85歳以上」が最も多かった。 
「介護療養病床」では、「死亡」は「85 歳以上」が 61.8％と高い割合であった。他は、

医療療養病床とほぼ同様の傾向であった。 
一般病床の有無別には、差はみられなかった。 

図表3-4-2 病床種類別・「転院・転出」先別 退院、転棟・転床、死亡時の年齢階級別の 

人数割合 

【医療療養病床】 

 合計※ 
21歳 

未満 
21-40歳 41-64歳 65-74歳 75-84歳 

85歳 

以上 
無回答 

2,994 28 63 316 504 1,046 1,030 7 
全体 

100.0% 0.9% 2.1% 10.6% 16.8% 34.9% 34.4% 0.2% 

1,074 16 47 175 230 364 242 0 
自宅等へ 

100.0% 1.5% 4.4% 16.3% 21.4% 33.9% 22.5% 0.0% 

215 0 0 24 30 82 79 0 
自院の一般病床へ 

100.0% 0.0% 0.0% 11.2% 14.0% 38.1% 36.7% 0.0% 

86 0 0 5 17 28 36 0 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 0.0% 0.0% 5.8% 19.8% 32.6% 41.9% 0.0% 

181 0 0 10 21 76 74 0 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 0.0% 0.0% 5.5% 11.6% 42.0% 40.9% 0.0% 

355 1 7 50 70 117 108 2 
転院 

100.0% 0.3% 2.0% 14.1% 19.7% 33.0% 30.4% 0.6% 

203 0 0 9 22 78 93 1 
介護老人保健施設へ 

100.0% 0.0% 0.0% 4.4% 10.8% 38.4% 45.8% 0.5% 

128 0 0 4 22 47 55 0 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 0.0% 0.0% 3.1% 17.2% 36.7% 43.0% 0.0% 

69 0 0 2 12 27 28 0 
グループホーム等 

100.0% 0.0% 0.0% 2.9% 17.4% 39.1% 40.6% 0.0% 

34 0 3 4 2 11 14 0 
その他 

100.0% 0.0% 8.8% 11.8% 5.9% 32.4% 41.2% 0.0% 

353 0 2 9 37 115 190 0 
死亡 

100.0% 0.0% 0.6% 2.5% 10.5% 32.6% 53.8% 0.0% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。

(単位：人) 
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退院、転棟・転床、死亡時の年齢 

(単位：歳) 

  
件数※ 

（単位：人） 
平均 標準偏差 中央値 

全体 2,987 77.6 14.3 80.0 

自宅等へ 1,074 72.8 16.1 76.0 

自院の一般病床へ 215 79.4 10.5 82.0 

自院の医療療養病床へ 86 80.8 9.9 82.5 

自院の介護療養病床へ 181 81.8 9.5 82.0 

転院 353 76.7 13.2 79.0 

介護老人保健施設へ 202 82.4 8.5 84.0 

特別養護老人ホームへ 128 82.4 9.1 84.0 

グループホーム等 69 81.8 9.0 81.0 

その他 34 76.4 18.6 82.0 

死亡 353 84.0 9.7 85.0 

※全体の「件数」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
 
【介護療養病床】 

 合計※ 41-64歳 65-74歳 75-84歳 
85歳 

以上 
無回答 

825 38 101 287 391 8 
全体 

100.0% 4.6% 12.2% 34.8% 47.4% 1.0% 

74 8 15 28 23 0 
自宅等へ 

100.0% 10.8% 20.3% 37.8% 31.1% 0.0% 

133 5 14 56 58 0 
自院の一般病床へ 

100.0% 3.8% 10.5% 42.1% 43.6% 0.0% 

42 2 7 16 17 0 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 4.8% 16.7% 38.1% 40.5% 0.0% 

51 4 4 18 25 0 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 7.8% 7.8% 35.3% 49.0% 0.0% 

92 7 14 33 37 1 
転院 

100.0% 7.6% 15.2% 35.9% 40.2% 1.1% 

44 2 7 15 20 0 
介護老人保健施設へ 

100.0% 4.5% 15.9% 34.1% 45.5% 0.0% 

40 2 3 16 19 0 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 5.0% 7.5% 40.0% 47.5% 0.0% 

9 0 1 4 4 0 
グループホーム等 

100.0% 0.0% 11.1% 44.4% 44.4% 0.0% 

11 3 3 2 3 0 
その他 

100.0% 27.3% 27.3% 18.2% 27.3% 0.0% 

212 1 19 61 131 0 
死亡 

100.0% 0.5% 9.0% 28.8% 61.8% 0.0% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 

(単位：人) 
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退院、転棟・転床、死亡時の年齢 

(単位：歳) 

  
件数※ 

（単位：人） 
平均 標準偏差 中央値 

全体 817 83.3 9.6 84.0 

自宅等へ 74 79.4 9.5 80.0 

自院の一般病床へ 133 83.1 8.5 83.0 

自院の医療療養病床へ 42 81.7 9.1 83.0 

自院の介護療養病床へ 51 84.2 10.8 84.0 

転院 91 80.5 10.1 82.0 

介護老人保健施設へ 44 82.4 9.4 83.0 

特別養護老人ホームへ 40 82.8 9.4 84.0 

グループホーム等 9 83.9 7.9 84.0 

その他 11 71.0 15.4 73.0 

死亡 212 86.6 8.6 88.0 

※全体の「件数」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 

図表3-4-3 一般病床の有無別 退院、転棟・転床、死亡時の年齢階級別の人数割合、 

平均年齢等 

35.9% 35.6%

39.4%
1.1%

0.5%

1.7%

1.6%

9.6%

8.9% 15.1%

16.4%

33.6% 0.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=2,188)

一般病床なし(n=1,631)

21歳未満 21-40歳 41-64歳 65-74歳 75-84歳 85歳以上 無回答
 

 
退院、転棟・転床、死亡時の年齢 

(単位：歳)  
件数 

（単位：人） 
平均 標準偏差 中央値 

全体 3,804 78.8 13.6 81.0 

一般病床あり 2,177 78.6 13.1 81.0 

一般病床なし 1,627 79.1 14.3 82.0 
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(2) 性別（患者票 Q3） 
「退院・転出」先を性別でみると、全体、病床種類別、一般病床の有無別のいずれも「女

性」の割合が高かった。 

図表3-4-4 「退院・転出」先別 性別 

全体 医療療養病床 介護療養病床 

 

合計※ 男性 女性 無回答 合計※ 男性 女性 無回答 合計※ 男性 女性 無回答 

3,819 1,5532,265 1 2,994 1,264 1,729 1 825 289 536 0
全体 

100.0% 40.7%59.3% 0.0% 100.0% 42.2% 57.7% 0.0%100.0%35.0%65.0% 0.0%

1,148 515 633 0 1,074 482 592 0 74 33 41 0
自宅等へ 

100.0% 44.9%55.1% 0.0% 100.0% 44.9% 55.1% 0.0%100.0%44.6%55.4% 0.0%

348 146 202 0 215 98 117 0 133 48 85 0自院の 

一般病床へ 100.0% 42.0%58.0% 0.0% 100.0% 45.6% 54.4% 0.0%100.0%36.1%63.9% 0.0%

128 42 86 0 86 32 54 0 42 10 32 0自院の医療 

療養病床へ 100.0% 32.8%67.2% 0.0% 100.0% 37.2% 62.8% 0.0%100.0%23.8%76.2% 0.0%

232 90 142 0 181 74 107 0 51 16 35 0自院の介護 

療養病床へ 100.0% 38.8%61.2% 0.0% 100.0% 40.9% 59.1% 0.0%100.0%31.4%68.6% 0.0%

447 197 250 0 355 160 195 0 92 37 55 0
転院 

100.0% 44.1%55.9% 0.0% 100.0% 45.1% 54.9% 0.0%100.0%40.2%59.8% 0.0%

247 80 167 0 203 66 137 0 44 14 30 0介護老人 

保健施設へ 100.0% 32.4%67.6% 0.0% 100.0% 32.5% 67.5% 0.0%100.0%31.8%68.2% 0.0%

168 57 111 0 128 44 84 0 40 13 27 0特別養護 

老人ホームへ 100.0% 33.9%66.1% 0.0% 100.0% 34.4% 65.6% 0.0%100.0%32.5%67.5% 0.0%

78 22 56 0 69 20 49 0 9 2 7 0グループ 

ホーム等 100.0% 28.2%71.8% 0.0% 100.0% 29.0% 71.0% 0.0%100.0%22.2%77.8% 0.0%

45 16 29 0 34 12 22 0 11 4 7 0
その他 

100.0% 35.6%64.4% 0.0% 100.0% 35.3% 64.7% 0.0%100.0%36.4%63.6% 0.0%

565 232 332 1 353 161 191 1 212 71 141 0
死亡 

100.0% 41.1%58.8% 0.2% 100.0% 45.6% 54.1% 0.3%100.0%33.5%66.5% 0.0%

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 

図表3-4-5 一般病床の有無別 性別 

42.4%

60.6%

57.6%

0.0%39.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=2,188)

一般病床なし(n=1,631)

男性 女性 無回答
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(3) 要介護度（患者票 Q6） 
要介護度別に「退院・転出」先をみると、「自宅等へ」戻った患者は「なし・自立」（31.9％）

が最も多く、他は要介護度が軽度なほど高い割合であった。「自院の一般病床」や「自院の

介護療養病床」、「特別養護老人ホーム」「死亡」の患者は、「要介護 5」が最も多かった。 

図表3-4-6 「退院・転出」先別 要介護度 （単位：人） 

 合計※ 
要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
要支援 

なし・

自立 
不明 無回答 

3,819 232 260 358 427 1020 85 541 524 372 
全体 

100.0% 6.1% 6.8% 9.4% 11.2% 26.7% 2.2% 14.2% 13.7% 9.7% 

1,148 109 99 75 52 68 44 366 237 98 
自宅等へ 

100.0% 9.5% 8.6% 6.5% 4.5% 5.9% 3.8% 31.9% 20.6% 8.5% 

348 13 19 27 51 149 2 33 35 19 
自院の一般病床へ 

100.0% 3.7% 5.5% 7.8% 14.7% 42.8% 0.6% 9.5% 10.1% 5.5% 

128 4 13 11 13 32 3 16 24 12 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 3.1% 10.2% 8.6% 10.2% 25.0% 2.3% 12.5% 18.8% 9.4% 

232 4 5 29 54 128 0 3 1 8 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 1.7% 2.2% 12.5% 23.3% 55.2% 0.0% 1.3% 0.4% 3.4% 

447 19 29 47 58 123 9 44 73 45 
転院 

100.0% 4.3% 6.5% 10.5% 13.0% 27.5% 2.0% 9.8% 16.3% 10.1% 

介護老人 247 13 29 49 53 42 2 4 21 34 

保健施設へ 100.0% 5.3% 11.7% 19.8% 21.5% 17.0% 0.8% 1.6% 8.5% 13.8% 

特別養護 168 10 6 26 31 60 3 2 16 14 

老人ホームへ 100.0% 6.0% 3.6% 15.5% 18.5% 35.7% 1.8% 1.2% 9.5% 8.3% 

78 17 12 17 5 6 3 0 13 5 
グループホーム等 

100.0% 21.8% 15.4% 21.8% 6.4% 7.7% 3.8% 0.0% 16.7% 6.4% 

45 10 2 8 4 3 3 11 0 4 
その他 

100.0% 22.2% 4.4% 17.8% 8.9% 6.7% 6.7% 24.4% 0.0% 8.9% 

565 15 23 31 65 281 4 23 60 63 
死亡 

100.0% 2.7% 4.1% 5.5% 11.5% 49.7% 0.7% 4.1% 10.6% 11.2% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
 
病床種類別に「退院・転出」先をみると、「医療療養病床」では、「自宅等へ」は「なし・

自立」（33.9％）が最も多く、全体に比べて高い割合であった。「自院の一般病床へ」「自院
の介護療養病床へ」「特別養護老人ホームへ」「死亡」は、「要介護 5」が最も多く、特に「自
院の介護療養病床へ」は 51.4％と高い割合であった。 
「介護療養病床」では、「自宅等へ」「介護老人保健施設へ」「グループホーム等」「その

他」以外は「要介護 5」が最も多かった。特に「自院の一般病床へ」「死亡」はそれぞれ 71.4％、
74.1％と高い割合であった。「介護老人保健施設へ」は「要介護 4」と「要介護 5」が多い
一方で、「自宅等」へ戻った患者は「要介護 1」～「要介護 3」の割合が全体に比べ高かっ
た。 
なお、一般病床の有無別では、大きな差はみられなかった。 
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図表3-4-7 病床種類別「退院・転出」先別 要介護度 

【医療療養病床】                        （単位：人） 

 合計※ 
要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
要支援 

なし・

自立 
不明 無回答 

2,994 198 219 270 259 552 84 535 522 355 
全体 

100.0% 6.6% 7.3% 9.0% 8.7% 18.4% 2.8% 17.9% 17.4% 11.9% 

1,074 96 90 56 39 51 44 364 237 97 
自宅等へ 

100.0% 8.9% 8.4% 5.2% 3.6% 4.7% 4.1% 33.9% 22.1% 9.0% 

215 12 15 21 24 54 2 33 35 19 
自院の一般病床へ 

100.0% 5.6% 7.0% 9.8% 11.2% 25.1% 0.9% 15.3% 16.3% 8.8% 

86 4 8 5 4 15 2 13 23 12 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 4.7% 9.3% 5.8% 4.7% 17.4% 2.3% 15.1% 26.7% 14.0% 

181 4 3 25 45 93 0 2 1 8 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 2.2% 1.7% 13.8% 24.9% 51.4% 0.0% 1.1% 0.6% 4.4% 

355 14 23 38 27 82 9 44 73 45 
転院 

100.0% 3.9% 6.5% 10.7% 7.6% 23.1% 2.5% 12.4% 20.6% 12.7% 

介護老人 203 10 25 40 39 29 2 4 21 33 

保健施設へ 100.0% 4.9% 12.3% 19.7% 19.2% 14.3% 1.0% 2.0% 10.3% 16.3% 

特別養護 128 9 6 18 19 41 3 2 16 14 

老人ホームへ 100.0% 7.0% 4.7% 14.1% 14.8% 32.0% 2.3% 1.6% 12.5% 10.9% 

69 15 9 16 4 4 3 0 13 5 
グループホーム等 

100.0% 21.7% 13.0% 23.2% 5.8% 5.8% 4.3% 0.0% 18.8% 7.2% 

34 6 1 4 2 3 3 11 0 4 
その他 

100.0% 17.6% 2.9% 11.8% 5.9% 8.8% 8.8% 32.4% 0.0% 11.8% 

353 12 19 20 34 124 4 23 60 57 
死亡 

100.0% 3.4% 5.4% 5.7% 9.6% 35.1% 1.1% 6.5% 17.0% 16.1% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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【介護療養病床】                        （単位：人） 

 合計※ 
要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 
要支援 

なし・

自立 
不明 無回答 

825 34 41 88 168 468 1 6 2 17 
全体 

100.0% 4.1% 5.0% 10.7% 20.4% 56.7% 0.1% 0.7% 0.2% 2.1% 

74 13 9 19 13 17 0 2 0 1 
自宅等へ 

100.0% 17.6% 12.2% 25.7% 17.6% 23.0% 0.0% 2.7% 0.0% 1.4% 

133 1 4 6 27 95 0 0 0 0 
自院の一般病床へ 

100.0% 0.8% 3.0% 4.5% 20.3% 71.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

42 0 5 6 9 17 1 3 1 0 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 0.0% 11.9% 14.3% 21.4% 40.5% 2.4% 7.1% 2.4% 0.0% 

51 0 2 4 9 35 0 1 0 0 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 0.0% 3.9% 7.8% 17.6% 68.6% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 

92 5 6 9 31 41 0 0 0 0 
転院 

100.0% 5.4% 6.5% 9.8% 33.7% 44.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

44 3 4 9 14 13 0 0 0 1 介護老人 

保健施設へ 100.0% 6.8% 9.1% 20.5% 31.8% 29.5% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 

40 1 0 8 12 19 0 0 0 0 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 2.5% 0.0% 20.0% 30.0% 47.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

9 2 3 1 1 2 0 0 0 0 
グループホーム等 

100.0% 22.2% 33.3% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

11 4 1 4 2 0 0 0 0 0 
その他 

100.0% 36.4% 9.1% 36.4% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

212 3 4 11 31 157 0 0 0 6 
死亡 

100.0% 1.4% 1.9% 5.2% 14.6% 74.1% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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図表3-4-8 一般病床の有無別 要介護度「退院・転出」先別 要介護度 

【一般病床あり】                         （単位：人） 

 合計※ 
要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
要支援 

なし・

自立 
不明 無回答 

2,188 141 151 210 240 606 47 340 318 135 
全体 

100.0% 6.4% 6.9% 9.6% 11.0% 27.7% 2.1% 15.5% 14.5% 6.2% 

706 72 64 57 32 50 22 223 164 22 
自宅等へ 

100.0% 10.2% 9.1% 8.1% 4.5% 7.1% 3.1% 31.6% 23.2% 3.1% 

343 13 18 27 50 149 2 31 34 19 
自院の一般病床へ 

100.0% 3.8% 5.2% 7.9% 14.6% 43.4% 0.6% 9.0% 9.9% 5.5% 

48 1 5 1 3 14 2 7 13 2 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 2.1% 10.4% 2.1% 6.3% 29.2% 4.2% 14.6% 27.1% 4.2% 

135 1 2 15 27 87 0 2 1 0 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 0.7% 1.5% 11.1% 20.0% 64.4% 0.0% 1.5% 0.7% 0.0% 

175 10 8 23 18 53 1 24 31 7 
転院 

100.0% 5.7% 4.6% 13.1% 10.3% 30.3% 0.6% 13.7% 17.7% 4.0% 

169 9 19 32 40 31 2 4 14 18 介護老人 

保健施設へ 100.0% 5.3% 11.2% 18.9% 23.7% 18.3% 1.2% 2.4% 8.3% 10.7% 

91 5 3 16 18 27 2 2 11 7 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 5.5% 3.3% 17.6% 19.8% 29.7% 2.2% 2.2% 12.1% 7.7% 

40 8 8 7 2 4 2 0 8 1 
グループホーム等 

100.0% 20.0% 20.0% 17.5% 5.0% 10.0% 5.0% 0.0% 20.0% 2.5% 

22 5 2 5 3 3 2 2 0 0 
その他 

100.0% 22.7% 9.1% 22.7% 13.6% 13.6% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 

229 4 7 9 23 124 2 9 29 22 
死亡 

100.0% 1.7% 3.1% 3.9% 10.0% 54.1% 0.9% 3.9% 12.7% 9.6% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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【一般病床なし】                         （単位：人） 

 合計※ 
要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
要支援 

なし・

自立 
不明 無回答 

1,631 91 109 148 187 414 38 201 206 237 
全体 

100.0% 5.6% 6.7% 9.1% 11.5% 25.4% 2.3% 12.3% 12.6% 14.5% 

442 37 35 18 20 18 22 143 73 76 
自宅等へ 

100.0% 8.4% 7.9% 4.1% 4.5% 4.1% 5.0% 32.4% 16.5% 17.2% 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
自院の一般病床へ 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

80 3 8 10 10 18 1 9 11 10 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 3.8% 10.0% 12.5% 12.5% 22.5% 1.3% 11.3% 13.8% 12.5% 

97 3 3 14 27 41 0 1 0 8 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 3.1% 3.1% 14.4% 27.8% 42.3% 0.0% 1.0% 0.0% 8.2% 

272 9 21 24 40 70 8 20 42 38 
転院 

100.0% 3.3% 7.7% 8.8% 14.7% 25.7% 2.9% 7.4% 15.4% 14.0% 

78 4 10 17 13 11 0 0 7 16 介護老人 

保健施設へ 100.0% 5.1% 12.8% 21.8% 16.7% 14.1% 0.0% 0.0% 9.0% 20.5% 

77 5 3 10 13 33 1 0 5 7 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 6.5% 3.9% 13.0% 16.9% 42.9% 1.3% 0.0% 6.5% 9.1% 

38 9 4 10 3 2 1 0 5 4 
グループホーム等 

100.0% 23.7% 10.5% 26.3% 7.9% 5.3% 2.6% 0.0% 13.2% 10.5% 

23 5 0 3 1 0 1 9 0 4 
その他 

100.0% 21.7% 0.0% 13.0% 4.3% 0.0% 4.3% 39.1% 0.0% 17.4% 

336 11 16 22 42 157 2 14 31 41 
死亡 

100.0% 3.3% 4.8% 6.5% 12.5% 46.7% 0.6% 4.2% 9.2% 12.2% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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(4) 認知症高齢者の日常生活自立度（患者票 Q7） 
認知症高齢者の日常生活自立度別に「退院・転出」先をみると、「自宅等」へ戻った患

者は「認知症なし」の者が最も多かった。「自院の一般病床」や「自院の医療療養病床」「自

院の介護療養病床」へ転院する患者は日常生活自立度が「Ⅲ」「Ⅳ」の者が多かった。また、

「死亡」は「M」を除き、日常生活自立度が悪化するほどその割合が高かった。 

図表3-4-9 認知症高齢者の日常生活自立度 （単位：人） 

 合計※ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｍ 

認知症

（痴呆） 

なし 

不明 無回答 

3,819 296 619 711 580 264 802 201 346 
全体 

100.0% 7.8% 16.2% 18.6% 15.2% 6.9% 21.0% 5.3% 9.1% 

1,148 129 176 121 49 9 499 46 119 
自宅等へ 

100.0% 11.2% 15.3% 10.5% 4.3% 0.8% 43.5% 4.0% 10.4% 

348 21 52 84 85 43 40 13 10 
自院の一般病床へ 

100.0% 6.0% 14.9% 24.1% 24.4% 12.4% 11.5% 3.7% 2.9% 

128 12 24 26 31 5 12 5 13 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 9.4% 18.8% 20.3% 24.2% 3.9% 9.4% 3.9% 10.2% 

232 7 33 69 69 17 8 16 13 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 3.0% 14.2% 29.7% 29.7% 7.3% 3.4% 6.9% 5.6% 

447 26 71 95 70 24 79 37 45 
転院 

100.0% 5.8% 15.9% 21.3% 15.7% 5.4% 17.7% 8.3% 10.1% 

247 24 50 77 24 11 30 5 26 
介護老人保健施設へ 

100.0% 9.7% 20.2% 31.2% 9.7% 4.5% 12.1% 2.0% 10.5% 

168 10 32 54 42 5 6 9 10 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 6.0% 19.0% 32.1% 25.0% 3.0% 3.6% 5.4% 6.0% 

78 6 26 23 10 2 5 2 4 
グループホーム等 

100.0% 7.7% 33.3% 29.5% 12.8% 2.6% 6.4% 2.6% 5.1% 

45 10 8 6 3 2 10 2 4 
その他 

100.0% 22.2% 17.8% 13.3% 6.7% 4.4% 22.2% 4.4% 8.9% 

565 25 71 98 139 104 37 47 44 
死亡 

100.0% 4.4% 12.6% 17.3% 24.6% 18.4% 6.5% 8.3% 7.8% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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病床種類別にみると、「医療療養病床」は、「自宅等」「転院」は「認知症なし」が最も

多く、特に「自宅等」は 45.3％と高い割合であった。「自院の一般病床」「自院の介護療養
病床」は「Ⅲ」「Ⅳ」が、「自院の医療療養病床へ」「グループホーム等」は「Ⅱ」「Ⅲ」が、

「介護老人保健施設」「特別養護老人ホーム」は「Ⅲ」が最も多かった。 
「介護療養病床」は、「自宅等」は「認知症なし」～「Ⅱ」が全体での割合に比べて高

かった。「自院の一般病床」は「Ⅲ」～「M」が、「自院の医療療養病床」「自院の介護療養
病床」「特別養護老人ホーム」は「Ⅲ」「Ⅳ」が、「転院」「介護老人保健施設」は「Ⅲ」が、

「死亡」は「Ⅳ」が多かった。 
なお、一般病床の有無別では、大きな差はみられなかった。 

図表3-4-10 病床種類別「退院・転出」先別 認知症高齢者の日常生活自立度 

【医療療養病床】                         （単位：人） 

 合計※ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｍ 

認知症

（痴呆） 

なし 

不明 無回答 

2,994 243 525 510 364 127 754 152 319 
全体 

100.0% 8.1% 17.5% 17.0% 12.2% 4.2% 25.2% 5.1% 10.7% 

1,074 116 159 104 44 6 487 40 118 
自宅等へ 

100.0% 10.8% 14.8% 9.7% 4.1% 0.6% 45.3% 3.7% 11.0% 

215 12 39 52 48 11 33 10 10 
自院の一般病床へ 

100.0% 5.6% 18.1% 24.2% 22.3% 5.1% 15.3% 4.7% 4.7% 

86 9 19 13 20 1 8 3 13 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 10.5% 22.1% 15.1% 23.3% 1.2% 9.3% 3.5% 15.1% 

181 6 31 54 54 9 6 9 12 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 3.3% 17.1% 29.8% 29.8% 5.0% 3.3% 5.0% 6.6% 

355 19 61 61 48 16 75 33 42 
転院 

100.0% 5.4% 17.2% 17.2% 13.5% 4.5% 21.1% 9.3% 11.8% 

203 20 44 60 16 7 25 5 26 
介護老人保健施設へ 

100.0% 9.9% 21.7% 29.6% 7.9% 3.4% 12.3% 2.5% 12.8% 

128 9 25 40 27 3 6 8 10 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 7.0% 19.5% 31.3% 21.1% 2.3% 4.7% 6.3% 7.8% 

69 6 24 22 7 1 4 1 4 
グループホーム等 

100.0% 8.7% 34.8% 31.9% 10.1% 1.4% 5.8% 1.4% 5.8% 

34 6 7 4 2 1 8 2 4 
その他 

100.0% 17.6% 20.6% 11.8% 5.9% 2.9% 23.5% 5.9% 11.8% 

353 21 50 62 75 55 30 28 32 
死亡 

100.0% 5.9% 14.2% 17.6% 21.2% 15.6% 8.5% 7.9% 9.1% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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【介護療養病床】                         （単位：人） 

 合計※ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｍ 

認知症

（痴呆） 

なし 

不明 無回答 

825 53 94 201 216 137 48 49 27 
全体 

100.0% 6.4% 11.4% 24.4% 26.2% 16.6% 5.8% 5.9% 3.3% 

74 13 17 17 5 3 12 6 1 
自宅等へ 

100.0% 17.6% 23.0% 23.0% 6.8% 4.1% 16.2% 8.1% 1.4% 

133 9 13 32 37 32 7 3 0 
自院の一般病床へ 

100.0% 6.8% 9.8% 24.1% 27.8% 24.1% 5.3% 2.3% 0.0% 

42 3 5 13 11 4 4 2 0 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 7.1% 11.9% 31.0% 26.2% 9.5% 9.5% 4.8% 0.0% 

51 1 2 15 15 8 2 7 1 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 2.0% 3.9% 29.4% 29.4% 15.7% 3.9% 13.7% 2.0% 

92 7 10 34 22 8 4 4 3 
転院 

100.0% 7.6% 10.9% 37.0% 23.9% 8.7% 4.3% 4.3% 3.3% 

44 4 6 17 8 4 5 0 0 
介護老人保健施設へ 

100.0% 9.1% 13.6% 38.6% 18.2% 9.1% 11.4% 0.0% 0.0% 

40 1 7 14 15 2 0 1 0 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 2.5% 17.5% 35.0% 37.5% 5.0% 0.0% 2.5% 0.0% 

9 0 2 1 3 1 1 1 0 
グループホーム等 

100.0% 0.0% 22.2% 11.1% 33.3% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0% 

11 4 1 2 1 1 2 0 0 
その他 

100.0% 36.4% 9.1% 18.2% 9.1% 9.1% 18.2% 0.0% 0.0% 

212 4 21 36 64 49 7 19 12 
死亡 

100.0% 1.9% 9.9% 17.0% 30.2% 23.1% 3.3% 9.0% 5.7% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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図表3-4-11 一般病床の有無別 「退院・転出」先別 認知症高齢者の日常生活自立度 

【一般病床あり】                         （単位：人） 

 合計※ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｍ 

認知症

（痴呆）

なし 

不明 無回答 

2,188 168 358 409 350 156 527 122 98 
全体 

100.0% 7.7% 16.4% 18.7% 16.0% 7.1% 24.1% 5.6% 4.5% 

706 74 118 81 37 7 343 32 14 
自宅等へ 

100.0% 10.5% 16.7% 11.5% 5.2% 1.0% 48.6% 4.5% 2.0% 

343 19 52 83 85 43 39 12 10 
自院の一般病床へ 

100.0% 5.5% 15.2% 24.2% 24.8% 12.5% 11.4% 3.5% 2.9% 

48 3 7 9 15 1 7 4 2 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 6.3% 14.6% 18.8% 31.3% 2.1% 14.6% 8.3% 4.2% 

135 5 19 36 41 14 6 13 1 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 3.7% 14.1% 26.7% 30.4% 10.4% 4.4% 9.6% 0.7% 

175 12 23 36 29 11 36 19 9 
転院 

100.0% 6.9% 13.1% 20.6% 16.6% 6.3% 20.6% 10.9% 5.1% 

169 12 31 59 17 9 24 4 13 介護老人 

保健施設へ 100.0% 7.1% 18.3% 34.9% 10.1% 5.3% 14.2% 2.4% 7.7% 

91 8 18 30 21 3 2 7 2 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 8.8% 19.8% 33.0% 23.1% 3.3% 2.2% 7.7% 2.2% 

40 5 12 10 7 1 3 1 1 
グループホーム等 

100.0% 12.5% 30.0% 25.0% 17.5% 2.5% 7.5% 2.5% 2.5% 

22 6 4 3 3 2 3 1 0 
その他 

100.0% 27.3% 18.2% 13.6% 13.6% 9.1% 13.6% 4.5% 0.0% 

229 7 28 36 74 37 15 18 14 
死亡 

100.0% 3.1% 12.2% 15.7% 32.3% 16.2% 6.6% 7.9% 6.1% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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【一般病床なし】                         （単位：人） 

 合計※ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｍ 

認知症

(痴呆）

なし 

不明 無回答 

1,631 128 261 302 230 108 275 79 248 
全体 

100.0% 7.8% 16.0% 18.5% 14.1% 6.6% 16.9% 4.8% 15.2% 

442 55 58 40 12 2 156 14 105 
自宅等へ 

100.0% 12.4% 13.1% 9.0% 2.7% 0.5% 35.3% 3.2% 23.8% 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 
自院の一般病床へ 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

80 9 17 17 16 4 5 1 11 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 11.3% 21.3% 21.3% 20.0% 5.0% 6.3% 1.3% 13.8% 

97 2 14 33 28 3 2 3 12 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 2.1% 14.4% 34.0% 28.9% 3.1% 2.1% 3.1% 12.4% 

272 14 48 59 41 13 43 18 36 
転院 

100.0% 5.1% 17.6% 21.7% 15.1% 4.8% 15.8% 6.6% 13.2% 

78 12 19 18 7 2 6 1 13 介護老人 

保健施設へ 100.0% 15.4% 24.4% 23.1% 9.0% 2.6% 7.7% 1.3% 16.7% 

77 2 14 24 21 2 4 2 8 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 2.6% 18.2% 31.2% 27.3% 2.6% 5.2% 2.6% 10.4% 

38 1 14 13 3 1 2 1 3 
グループホーム等 

100.0% 2.6% 36.8% 34.2% 7.9% 2.6% 5.3% 2.6% 7.9% 

23 4 4 3 0 0 7 1 4 
その他 

100.0% 17.4% 17.4% 13.0% 0.0% 0.0% 30.4% 4.3% 17.4% 

336 18 43 62 65 67 22 29 30 
死亡 

100.0% 5.4% 12.8% 18.5% 19.3% 19.9% 6.5% 8.6% 8.9% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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(5) 主傷病（患者票 Q8） 
主傷病別に患者の「退院・転出」先をみると、全体では、「脳血管疾患」（31.4％）が最

も多く、次いで「骨折」が 13.8％であった。「自宅等」へ戻った患者は「骨折」（22.5％）
や「脳血管疾患」（21.7％）の者が多かった。「脳血管疾患」の患者は、「退院・転出」先が
分散しているものの、「死亡」の割合も高かった。 

図表3-4-12 「退院・転出」先別 主傷病  （単位：人） 

 合計※ 
悪性新

生物 
心疾患 

脳血管

疾患 
糖尿病 

慢性閉

塞性肺

疾患 

腎不全 骨折 認知症 その他 無回答 

3,819 178 275 1,353 153 113 79 444 177 933 114 
全体 

100.0% 4.7% 7.2% 35.4% 4.0% 3.0% 2.1% 11.6% 4.6% 24.4% 3.0% 

1,148 27 61 249 45 36 20 258 22 403 27 
自宅等へ 

100.0% 2.4% 5.3% 21.7% 3.9% 3.1% 1.7% 22.5% 1.9% 35.1% 2.4% 

348 19 18 160 13 13 9 24 17 66 9 
自院の一般病床へ 

100.0% 5.5% 5.2% 46.0% 3.7% 3.7% 2.6% 6.9% 4.9% 19.0% 2.6% 

128 4 12 62 2 5 4 10 7 21 1 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 3.1% 9.4% 48.4% 1.6% 3.9% 3.1% 7.8% 5.5% 16.4% 0.8% 

232 3 8 138 7 5 1 12 19 36 3 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 1.3% 3.4% 59.5% 3.0% 2.2% 0.4% 5.2% 8.2% 15.5% 1.3% 

447 23 28 212 14 5 10 44 17 81 13 
転院 

100.0% 5.1% 6.3% 47.4% 3.1% 1.1% 2.2% 9.8% 3.8% 18.1% 2.9% 

247 4 22 94 13 4 2 32 13 58 5 介護老人保健 

施設へ 100.0% 1.6% 8.9% 38.1% 5.3% 1.6% 0.8% 13.0% 5.3% 23.5% 2.0% 

168 0 12 75 6 2 2 16 17 35 3 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 0.0% 7.1% 44.6% 3.6% 1.2% 1.2% 9.5% 10.1% 20.8% 1.8% 

78 1 7 19 2 4 1 12 11 21 0 
グループホーム等 

100.0% 1.3% 9.0% 24.4% 2.6% 5.1% 1.3% 15.4% 14.1% 26.9% 0.0% 

45 0 2 16 5 1 0 1 2 17 1 
その他 

100.0% 0.0% 4.4% 35.6% 11.1% 2.2% 0.0% 2.2% 4.4% 37.8% 2.2% 

565 76 62 205 24 28 23 4 36 95 12 
死亡 

100.0%13.5% 11.0% 36.3% 4.2% 5.0% 4.1% 0.7% 6.4% 16.8% 2.1% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
 
 
病床種類別に患者の主傷病をみると、「医療療養病床」全体では、「脳血管疾患」

（31.4％）と「骨折」（13.8％）が多く、全体の傾向と同様であった。「介護療養病床」で
は「脳血管疾患」（50.1％）に加え、「認知症」（9.3％）が多かった。「退院・転出」先では、
「医療療養病床」では、「自宅等」へ戻った患者の傷病は「その他」と「骨折」が多かった。

「介護療養病床」で、主傷病は「脳血管疾患」が多かったが、「退院・転出」先は分散して

いた。 
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図表3-4-13 病床種類別「退院・転出」先別 主傷病 

【医療療養病床】                         （単位：人） 

 合計※ 
悪性新

生物 
心疾患 

脳血管

疾患 
糖尿病 

慢性閉

塞性肺

疾患 

腎不全 骨折 認知症 その他 無回答 

2,994 147 220 940 113 99 66 412 100 802 95 
全体 

100.0% 4.9% 7.3% 31.4% 3.8% 3.3% 2.2% 13.8% 3.3% 26.8% 3.2% 

1,074 25 59 215 42 35 19 245 17 390 27 
自宅等へ 

100.0% 2.3% 5.5% 20.0% 3.9% 3.3% 1.8% 22.8% 1.6% 36.3% 2.5% 

215 15 13 82 4 9 8 18 13 44 9 
自院の一般病床へ 

100.0% 7.0% 6.0% 38.1% 1.9% 4.2% 3.7% 8.4% 6.0% 20.5% 4.2% 

86 2 10 37 2 2 3 10 2 17 1 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 2.3% 11.6% 43.0% 2.3% 2.3% 3.5% 11.6% 2.3% 19.8% 1.2% 

181 2 6 101 7 5 1 10 16 31 2 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 1.1% 3.3% 55.8% 3.9% 2.8% 0.6% 5.5% 8.8% 17.1% 1.1% 

355 19 23 173 9 4 9 40 6 61 11 
転院 

100.0% 5.4% 6.5% 48.7% 2.5% 1.1% 2.5% 11.3% 1.7% 17.2% 3.1% 

203 3 22 68 8 4 2 30 8 53 5 介護老人保健 

施設へ 100.0% 1.5% 10.8% 33.5% 3.9% 2.0% 1.0% 14.8% 3.9% 26.1% 2.5% 

128 0 8 53 6 2 1 15 10 30 3 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 0.0% 6.3% 41.4% 4.7% 1.6% 0.8% 11.7% 7.8% 23.4% 2.3% 

69 1 6 17 2 4 1 11 9 18 0 
グループホーム等 

100.0% 1.4% 8.7% 24.6% 2.9% 5.8% 1.4% 15.9% 13.0% 26.1% 0.0% 

34 0 2 9 2 1 0 1 1 17 1 
その他 

100.0% 0.0% 5.9% 26.5% 5.9% 2.9% 0.0% 2.9% 2.9% 50.0% 2.9% 

353 62 43 107 13 25 19 4 13 63 4 
死亡 

100.0%17.6% 12.2% 30.3% 3.7% 7.1% 5.4% 1.1% 3.7% 17.8% 1.1% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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【介護療養病床】                         （単位：人） 

 合計※ 
悪性新

生物 
心疾患 

脳血管

疾患 
糖尿病 

慢性閉

塞性肺

疾患 

腎不全 骨折 認知症 その他 無回答 

825 31 55 413 40 14 13 32 77 131 19 
全体 

100.0% 3.8% 6.7% 50.1% 4.8% 1.7% 1.6% 3.9% 9.3% 15.9% 2.3% 

74 2 2 34 3 1 1 13 5 13 0 
自宅等へ 

100.0% 2.7% 2.7% 45.9% 4.1% 1.4% 1.4% 17.6% 6.8% 17.6% 0.0% 

133 4 5 78 9 4 1 6 4 22 0 
自院の一般病床へ 

100.0% 3.0% 3.8% 58.6% 6.8% 3.0% 0.8% 4.5% 3.0% 16.5% 0.0% 

42 2 2 25 0 3 1 0 5 4 0 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 4.8% 4.8% 59.5% 0.0% 7.1% 2.4% 0.0% 11.9% 9.5% 0.0% 

51 1 2 37 0 0 0 2 3 5 1 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 2.0% 3.9% 72.5% 0.0% 0.0% 0.0% 3.9% 5.9% 9.8% 2.0% 

92 4 5 39 5 1 1 4 11 20 2 
転院 

100.0% 4.3% 5.4% 42.4% 5.4% 1.1% 1.1% 4.3% 12.0% 21.7% 2.2% 

44 1 0 26 5 0 0 2 5 5 0 介護老人 

保健施設へ 100.0% 2.3% 0.0% 59.1% 11.4% 0.0% 0.0% 4.5% 11.4% 11.4% 0.0% 

40 0 4 22 0 0 1 1 7 5 0 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 0.0% 10.0% 55.0% 0.0% 0.0% 2.5% 2.5% 17.5% 12.5% 0.0% 

9 0 1 2 0 0 0 1 2 3 0 
グループホーム等 

100.0% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2% 33.3% 0.0% 

11 0 0 7 3 0 0 0 1 0 0 
その他 

100.0% 0.0% 0.0% 63.6% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 

212 14 19 98 11 3 4 0 23 32 8 
死亡 

100.0% 6.6% 9.0% 46.2% 5.2% 1.4% 1.9% 0.0% 10.8% 15.1% 3.8% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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一般病床の有無別にみると、いずれも「脳血管疾患」が最も多かったが、「一般病床あ

り」では「骨折」の割合が「一般病床なし」より高く、「一般病床なし」では「悪性新生物」

「認知症」の割合が「一般病床あり」より高かった。 

図表3-4-14 一般病床の有無別「退院・転出」先別 主傷病 

【一般病床あり】                         （単位：人） 

 合計※ 
悪性新

生物 
心疾患 

脳血管

疾患 
糖尿病 

慢性閉

塞性肺

疾患 

腎不全 骨折 

痴呆

(認知

症) 

その他 無回答 

2,188 72 133 806 86 53 56 320 79 532 51 
全体 

100.0% 3.3% 6.1% 36.8% 3.9% 2.4% 2.6% 14.6% 3.6% 24.3% 2.3% 

706 13 29 167 25 15 14 194 11 238 0 
自宅等へ 

100.0% 1.8% 4.1% 23.7% 3.5% 2.1% 2.0% 27.5% 1.6% 33.7% 0.0% 

343 19 18 158 13 13 9 22 17 65 9 
自院の一般病床へ 

100.0% 5.5% 5.2% 46.1% 3.8% 3.8% 2.6% 6.4% 5.0% 19.0% 2.6% 

48 1 3 21 0 2 4 4 1 12 0 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 2.1% 6.3% 43.8% 0.0% 4.2% 8.3% 8.3% 2.1% 25.0% 0.0% 

135 1 6 87 4 1 1 4 8 22 1 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 0.7% 4.4% 64.4% 3.0% 0.7% 0.7% 3.0% 5.9% 16.3% 0.7% 

175 7 9 89 5 3 4 23 2 33 0 
転院 

100.0% 4.0% 5.1% 50.9% 2.9% 1.7% 2.3% 13.1% 1.1% 18.9% 0.0% 

169 3 14 65 8 1 1 27 11 39 0 介護老人 

保健施設へ 100.0% 1.8% 8.3% 38.5% 4.7% 0.6% 0.6% 16.0% 6.5% 23.1% 0.0% 

91 0 7 45 3 1 2 10 7 15 1 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 0.0% 7.7% 49.5% 3.3% 1.1% 2.2% 11.0% 7.7% 16.5% 1.1% 

40 1 3 8 0 2 0 10 5 11 0 
グループホーム等 

100.0% 2.5% 7.5% 20.0% 0.0% 5.0% 0.0% 25.0% 12.5% 27.5% 0.0% 

22 0 0 9 2 0 0 0 2 9 0 
その他 

100.0% 0.0% 0.0% 40.9% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 40.9% 0.0% 

229 22 21 84 11 11 19 3 11 41 6 
死亡 

100.0% 9.6% 9.2% 36.7% 4.8% 4.8% 8.3% 1.3% 4.8% 17.9% 2.6% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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【一般病床なし】                         （単位：人） 

 合計※ 
悪性新

生物 
心疾患 

脳血管

疾患 
糖尿病 

慢性閉

塞性肺

疾患 

腎不全 骨折 

痴呆

(認知

症) 

その他 無回答 

1,631 106 142 547 67 60 23 124 98 401 63 
全体 

100.0% 6.5% 8.7% 33.5% 4.1% 3.7% 1.4% 7.6% 6.0% 24.6% 3.9% 

442 14 32 82 20 21 6 64 11 165 27 
自宅等へ 

100.0% 3.2% 7.2% 18.6% 4.5% 4.8% 1.4% 14.5% 2.5% 37.3% 6.1% 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
自院の一般病床へ 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

80 3 9 41 2 3 0 6 6 9 1 自院の医療 

療養病床へ 100.0% 3.8% 11.3% 51.3% 2.5% 3.8% 0.0% 7.5% 7.5% 11.3% 1.3% 

97 2 2 51 3 4 0 8 11 14 2 自院の介護 

療養病床へ 100.0% 2.1% 2.1% 52.6% 3.1% 4.1% 0.0% 8.2% 11.3% 14.4% 2.1% 

272 16 19 123 9 2 6 21 15 48 13 
転院 

100.0% 5.9% 7.0% 45.2% 3.3% 0.7% 2.2% 7.7% 5.5% 17.6% 4.8% 

78 1 8 29 5 3 1 5 2 19 5 介護老人保健 

施設へ 100.0% 1.3% 10.3% 37.2% 6.4% 3.8% 1.3% 6.4% 2.6% 24.4% 6.4% 

77 0 5 30 3 1 0 6 10 20 2 特別養護 

老人ホームへ 100.0% 0.0% 6.5% 39.0% 3.9% 1.3% 0.0% 7.8% 13.0% 26.0% 2.6% 

38 0 4 11 2 2 1 2 6 10 0 
グループホーム等 

100.0% 0.0% 10.5% 28.9% 5.3% 5.3% 2.6% 5.3% 15.8% 26.3% 0.0% 

23 0 2 7 3 1 0 1 0 8 1 
その他 

100.0% 0.0% 8.7% 30.4% 13.0% 4.3% 0.0% 4.3% 0.0% 34.8% 4.3% 

336 54 41 121 13 17 4 1 25 54 6 
死亡 

100.0% 16.1% 12.2% 36.0% 3.9% 5.1% 1.2% 0.3% 7.4% 16.1% 1.8% 

※全体の「合計」列が、内訳の総和とならないのは、全体の「合計」には無回答が含まれるため。 
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5. 患者・家族の希望療養場所（患者票 Q10） 

患者・家族の希望する療養場所については、「自院（病院）」が 51.1％を占め、次いで「在
宅」の 17.8％であった。 

図表3-5-1 患者・家族の希望療養場所 (n=3,819) 

17.8% 8.5% 8.2% 8.7%51.1%
1.7%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院（病院） 在宅 特別養護老人ホーム グループホーム等 わからない その他 無回答
 

 
病床種類別にみると、「医療療養病床」「介護療養病床」ともに「自院（病院）」が最も

多かったが、その割合は「介護療養病床」の方が 61.2％と高く、他方で、「在宅」希望に
ついては「医療療養病床」の方が「介護療養病床」に比べて高かった。 
一般病床の有無別にみると、「一般病床あり」は「医療療養病床」と同様の傾向であり、

「一般病床なし」は「介護療養病床」と同様の傾向であった。 

図表3-5-2 病床種類別 患者・家族の希望療養場所  

61.2%

19.6%

11.2%

7.7% 8.9% 9.9%48.3%

11.5%

2.3%

1.6%

5.9%

4.1%

3.2%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床(n=2,994)

介護療養病床(n=825)

自院(病院） 在宅 特別養護老人ホーム グループホーム等 わからない その他 無回答
 

 

図表3-5-3 一般病床の有無別 患者・家族の希望療養場所 

55.1%

18.3%

17.0%

10.5% 4.5% 7.7%

10.2%

48.1% 9.5%

7.3%

2.2%

1.4%

5.2%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=2,188)

一般病床なし(n=1,631)

自院(病院） 在宅 特別養護老人ホーム グループホーム等 わからない その他 無回答
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次に、患者・家族の希望する療養場所を踏まえて、実際の退院先を療養希望場所別にみ

た（ただし、転出先として自院内での「転床・転棟」、「その他」、「無回答」の患者分につ

いては除く)。 
全体では、「在宅」を希望していた患者のうち、実際に「自宅等」へ退院した者は 81.4％
に達した。また、「自院（病院）」を希望していた患者のうち、「死亡」した者は 33.3％で
あった。「特別養護老人ホーム」を希望していた患者については、実際に「特別養護老人ホ

ーム」へ退院した者は 45.2％であった。 

図表3-5-4 患者・家族の希望療養場所別 退院先  

36.8%

81.4%

7.1%

33.8%

19.6%

8.5%

10.5%

9.3%

22.7%

18.5%

14.2% 25.8%

5.6%

5.4%

22.2%

3.2%

1.8%

45.2%

0.9%

1.9%

2.3%

63.0%

0.0%

1.8%

0.7%

2.6%

1.9%

15.1%

5.3%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院（病院）（n=1,212)

在宅(n=586)

特別養護老人ホーム(n=239)

グループホーム等(n=54)

わからない(n=225)

自宅等へ 転院 介護老人保健施設へ 特別養護老人ホームへ グループホーム等 死亡
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これを病床種類別にみると、「医療療養病床」では、「在宅」を希望していた患者のうち、

実際に「自宅等」へ退院した者の割合は「介護療養病床」よりも多かった（84.9％）。また、
「自院（病院）」を希望していた患者のうち、実際に「自院（病院）」へ残ることができず、

「死亡」した者の割合は「介護療養病床」の方がかなり多かった（63.5％）。 

図表3-5-5 病床種類別 患者・家族の希望療養場所別 退院先  

【医療療養病床】 

44.1%

84.9%

8.5%

36.5%

19.3%

6.5%

10.7%

7.1%

23.2%

21.4%

13.3% 23.2%

4.8%

6.1%

22.6%

3.1%

2.0%

45.2%

0.8%

0.0%

2.2%

66.7%

0.0%

2.0%

0.8%

3.0%

0.0%

13.0%

3.9%

25.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院（病院）（n=957)

在宅(n=511)

特別養護老人ホーム(n=177)

グループホーム等(n=42)

わからない(n=203)

自宅等へ 転院 介護老人保健施設へ 特別養護老人ホームへ グループホーム等 死亡
 

 
【介護療養病床】 

9.4%

57.3%

9.1%

20.4%

22.7%

9.7%

16.7%

18.2%

8.3%

22.7% 50.0%

3.2%

8.3%

2.7%

21.0%

4.0%

0.0%

45.2%

1.3%

8.3%

2.7%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

8.3%

21.0%

14.7%

63.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院（病院）（n=255)

在宅(n=75)

特別養護老人ホーム(n=62)

グループホーム等(n=12)

わからない(n=22)

自宅等へ 転院 介護老人保健施設へ 特別養護老人ホームへ グループホーム等 死亡
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6. 自宅等へ退院した患者の状況 

(1) 自宅等への退院理由（患者票 Q12） 
自宅等へ退院した患者にその理由をたずねたところ、「病状が安定し、在宅療養できる

体制になったため」が多かった（92.2％）。これは、病床種類別、一般病床の有無別にみて
も同様の傾向であった。 

図表3-6-1 病床種類別 自宅等への退院理由  （n=1,148） 

92.2%

1.7%

0.5%

2.6%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病状が安定し、在宅療養できるため 入院期間が長期化したため
在宅で終末期ケアを行うため その他
無回答  

図表3-6-2 病床種類別 自宅等への退院理由 

81.1%

92.9%

4.1%

1.5%

0.6%

0.0%

5.4%

2.4%

2.6%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床(n=1,074)

介護療養病床(n=74)

病状が安定し、在宅療養できるため 入院期間が長期化したため
在宅で終末期ケアを行うため その他
無回答  

図表3-6-3 一般病床の有無別 自宅等への退院理由 

90.7%

93.1% 2.5%

0.2%

0.4%

0.7%

4.3%

1.6%

2.4%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=706)

一般病床なし(n=442)

病状が安定し、在宅療養できるため 入院期間が長期化したため
在宅で終末期ケアを行うため その他
無回答
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(2) 在宅継続の見通し（患者票 Q12-1）  
在宅ケアの継続の見通しについてたずねたところ、「1か月以上、在宅でのケアを継続す

ると見込まれる」が最も多かった（69.8％）。これは、病床種類別、一般病床の有無別にみ
ても同様の傾向であった。 

図表3-6-4 在宅継続の見通し  (n=1,148) 

22.9%69.8%
4.1%

0.3%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月以上の在宅ケア継続見込 ４日～１ヶ月以内に入院・入所見込

３日以内に入院・入所見込 まったく見通しがつかない

無回答  

図表3-6-5 病床種類別 在宅継続の見通し 

78.4%

23.5%69.2%

2.7%

4.2%

0.2%

1.4%

2.7%

3.0%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床(n=1,074)

介護療養病床(n=74)

1か月以上の在宅ケア継続見込 4日-1か月以内に入院・入所見込
3日以内に入院・入所見込 まったく見通しがつかない
無回答

 

図表3-6-6 一般病床の有無別 在宅継続の見通し 

69.5%

24.5%70.0% 4.4%

3.6%

0.3%

0.2%

6.3%

0.8%

20.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=706)

一般病床なし(n=442)

1か月以上の在宅ケア継続見込 4日-1か月以内に入院・入所見込
3日以内に入院・入所見込 まったく見通しがつかない
無回答  
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7. 移動した患者の状況 

(1) 自院内での移動先の病棟（患者票 Q13） 
「医療療養病床」から自院内で移動した患者について、その移動先の病棟をたずねたと

ころ、全体では自院の一般・医療療養・介護療養いずれの病床へ移動した者においても「他

の病棟」への移動が最も多かった。 
病床種類別にみても、その傾向に大きな差はみられなかった。 

図表3-7-1 自院内の移動先の病床種類別 移動先病棟 

16.8%

91.1%

79.7%

68.1%

4.9%

15.1%

3.1%

4.0%

17.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院の一般病床へ(n=348)

自院の医療療養病床へ(n=128)

自院の介護療養病床へ(n=232)

同一病棟内 他の病棟 無回答
 

図表3-7-2 病床種類別 自院内の移動先の病床種類別 移動先病棟 

    【医療療養病床】 

21.5%

90.2%

70.7%

6.0%

3.7%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床へ(n=215)

介護療養病床へ(n=181)

同一病棟内 他の病棟 無回答
 

    【介護療養病床】 

9.5%

92.5%

66.7%

4.5%

3.0%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院の一般病床へ(n=133)

自院の医療療養病床へ(n=42)

同一病棟内 他の病棟 無回答
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(2) 移動理由（患者票 Q14） 
患者の移動理由をみると、「疾患の治療」「悪化した病態に対応」「終末期を迎えた」

「患者や家族が希望」といった回答すべてで 2 割を超え、回答割合は分散した。 

図表3-7-3 移動理由(複数回答、2つまで) (n=1,194) 

32.0%

30.5%

17.8%

29.2%

22.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望

 
病床種類別にみると、「医療療養病床」では「病状が安定・軽快」「患者や家族が希望」

の割合が「介護療養病床」に比べて高かった。「介護療養病床」では、「疾患の治療」「悪化

した病態に対応」「終末期を迎えた」が「医療療養病床」に比べてかなり高かった。 

図表3-7-4 病床種類別 移動理由(複数回答、2つまで) 

26.7%

26.0%

21.8%

23.8%

25.1%

45.6%

42.0%

7.5%

43.2%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望
医療療養病床(n=861)

介護療養病床(n=333)
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一般病床の有無別では、「一般病床あり」では「悪化した病態に対応」「患者や家族が

希望」が「一般病床なし」に比べて高かった。 

図表3-7-5 一般病床の有無別 移動理由(複数回答、2つまで) 

33.1%

33.8%

19.3%

29.0%

26.2%

30.2%

25.3%

15.5%

29.6%

15.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望

一般病床あり(n=724)

一般病床あり(n=476)

 

患者の「退院・転出」先別に移動理由をみると、全体では、「自院の一般病床へ」移動

した理由としては「悪化した病態に対応」（62.4％）が最も多く、次いで「疾患の治療」
（52.0％）が多かった。「自院の介護療養病床へ」移動した理由としては、「病状が安定・
軽快」（48.7％）、「患者や家族が希望」（％）が多かった。「転院」は「疾患の治療」（34.9％）、
「終末期を迎えた」（28.6％）、「悪化した病態に対応」（28.0％）が多かった。 

図表3-7-6 「退院・転出」先別 移動理由 

52.0%

62.4%

2.9%

30.2%

7.8%

1.1%

5.2%

17.2%

12.5%

21.1%

28.9%

13.3%

33.6%

15.6%

2.6%

1.3%

48.7%

25.4%

46.6%

6.0%

15.9%

34.9%

28.0%

12.8%

28.6%

22.4%

4.0%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望

その他

無回答

自院の一般病床へ(n=348) 自院の医療療養病床へ(n=128)

自院の介護療養病床へ(n=232) 転院(n=447)
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 病床種類別に移動理由をみると、「医療療養病床」については全体の傾向と同様であった。

「介護療養病床」では、「自院の一般病床へ」移動した理由として、「悪化した病態に対応」

（69.9％）、「疾患の治療」（67.7％）が多かった。また、「終末期を迎えた」も 53.4％と高
い割合であった。「自院の介護療養病床へ」は「病状が安定・軽快」（31.4％）が最も多か
った。 

図表3-7-7 病床種類別「退院・転出」先別 移動理由 

【医療療養病床】 
42 .3%

57 .7%

3 .7%

15 .8%

8 .4%

1 .4%

6 .5%

4 .7%

4 .7%

25 .6%

24 .4%

4 .7%

48 .8%

15 .1%

2 .8%

0 .6%

53 .6%

25 .4%

54 .7%

6 .1%

8 .3%

34 .6%

26 .8%

15 .5%

26 .5%

23 .7%

2 .8%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望

その他

無回答

自院の一般病床へ (n=215 ) 自 院の医療療養病床へ (n=86 )

自院の介護療養病床へ (n=181 ) 転 院 (n=355 )  
【介護療養病床】 

67 .7%

1 .5%

53 .4%

6 .8%

0 .8%

3 .0%

42.9%

28 .6%

11 .9%

38.1%

31 .0%

2 .4%

16 .7%

2 .0%

3 .9%

31 .4%

25.5%

17 .6%

5.9%

43 .1%

35 .9%

32.6%

2 .2%

37 .0%

17.4%

8.7%

4 .3%

69 .9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望

その他

無回答

自院の一般病床へ (n=133) 自院の医療療養病床へ (n=42)

自院の介護療養病床へ (n=51) 転院 (n=92)  
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一般病床の有無別にみると、「一般病床なし」では自院で一般病床を持たないために、

「疾患の治療」（41.2％）や「悪化した病態に対応」（37.5％）するために「転院」させる
割合が高かった。 

図表3-7-8 一般病床の有無別「退院・転出」先別 移動理由 

【一般病床あり】 
52.5%

63.3%

2.3%

30.3%

7.9%

1.2%

4.7%

16.7%

6.3%

43.8%

33.3%

29.2%

14.6%

12.5%

1.5%

0.7%

43.7%

22.2%

52.6%

1.5%

21.5%

25.1%

13.1%

27.4%

28.0%

38.3%

1.1%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望

その他

無回答

自院の一般病床へ(n=343) 自院の医療療養病床へ(n=48)

自院の介護療養病床へ(n=135) 転院(n=175)

 
【一般病床なし】 

17.5%

16.3%

7 .5%

26.3%

3.8%

45.0%

17.5%

4.1%

2.1%

55.7%

29.9%

38.1%

12.4%

8 .2%

41.2%

37.5%

3.3%

29.0%

12.1%

5.9%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

疾患の治療

悪化した病態に対応

病状が安定・軽快

終末期を迎えた

患者や家族が希望

その他

無回答

自院の医療療養病床へ(n=80) 自院の介護療養病床へ(n=97) 転院(n=272)
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(3) 終末期の見通し（患者票 Q14-1） 
移動理由が「終末期を迎えた」患者について、終末期の見通しをたずねたところ、「ま

ったく見通しがつかない」が最も多かった。これは、病床種類別、一般病床の有無別にみ

ても同様の傾向であった。ただし、「医療療養病床」の方が「介護療養病床」よりも「亡く

なるまで 1か月以上の見込」が 19.5％とやや高かった。 

図表3-7-9 終末期の見通し  (n=349) 

8.0% 78.8%13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

亡くなるまで１か月以上の見込 亡くなるまで１か月未満の見込 まったく見通しがつかない
 

図表3-7-10 病床種類別 終末期の見通し 

4.2%

7.8% 72.7%19.5%

8.3% 87.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床(n=205)

介護療養病床(n=144)

亡くなるまで1か月以上の見込 亡くなるまで1か月未満の見込 まったく見通しがつかない
 

図表3-7-11 一般病床の有無別 終末期の見通し 

10.8%

10.0%

5.0%

14.8% 75.2%

84.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=210)

一般病床なし(n=139)

亡くなるまで１か月以上の見込 亡くなるまで１か月未満の見込 まったく見通しがつかない
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これを病床種類別に退院・転出先別でみると、いずれも「まったく見通しがつかない」

が最も多かったが、「医療療養病床」において、「自院の一般病床へ」患者を移動させた場

合は「亡くなるまで 1か月未満の見込」が全体に比べ高かった（32.4％）。 

図表3-7-12 病床種類別 退院・転出先別 終末期の見通し 

【医療療養病床】 

23.9%

21.3%

32.4%

0.0%

2.2%

4.3%

58.8%

73.9%

74.5%

14.3%

8.8%

85.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院の一般病床へ(n=34)

自院の医療療養病床へ(n=21)

自院の介護療養病床へ(n=46)

転院(n=94)

亡くなるまで1か月以上の見込 亡くなるまで1か月未満の見込 まったく見通しがつかない
 

 
【介護療養病床】 

6.3%

0.0%

8.8%

6.3%

5.9%

88.7%

92.3%

85.3%

1.4%

7.7%

9.9%

87.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自院の一般病床へ(n=34)

自院の医療療養病床へ(n=21)

自院の介護療養病床へ(n=46)

転院(n=94)

亡くなるまで1か月以上の見込 亡くなるまで1か月未満の見込
まったく見通しがつかない  
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8. 死亡の場合の状況 

(1) 死亡原因（患者票 Q15） 
死亡した患者の死亡原因をみると、全体では「肺炎」が 3割を占め、最も多かった。こ

れは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であったが、「医療療養病床」では「悪性

新生物」（17.0％）の割合が、「介護療養病床」は「老衰」（15.6％）の割合がやや高かった。 

図表3-8-1 主な死亡原因 (n=565) 

17.3% 13.6% 11.3% 3.7%13.8% 31.0% 9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰 その他 無回答  

図表3-8-2 病床種類別 主な死亡原因 

8.5%

16.7%

18.4%

12.7% 8.8% 10.5%

7.1%

17.0%

15.1% 30.2%

31.4%

15.6%

2.8%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床(n=353)

介護療養病床(n=212)

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰 その他 無回答
 

図表3-8-3 一般病床の有無別 主な死亡原因 

15.2%

18.8%

16.4%

11.8% 12.2% 11.4%

7.7%

4.8%

3.0%

11.8%

14.9% 32.1%

29.3%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰 その他 無回答
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(2) 死亡時期の予測状況（患者票 Q16） 
死亡した患者に対する死亡時期の予測については、「ある程度、予測できていた」が 7

割を占め、これは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であった。 

図表3-8-4 死亡時期の予測状況 (n=565) 

24.8% 3.4%71.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある程度、予測できていた 予測できていなかった 無回答  

図表3-8-5 病床種類別 死亡時期の予測状況 

73.1%

26.3%

22.2%

2.5%71.1%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床(n=353)

介護療養病床(n=212)

ある程度予測できていた 予測できていなかった 無回答
 

図表3-8-6 一般病床の有無別 死亡時期の予測状況 

74.7%

28.4%

22.3%

3.9%67.7%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)

ある程度予測できていた 予測できていなかった 無回答
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(3) 本人・家族への終末期におけるケアの意向確認の有無（患者票 Q17） 
本人・家族への終末期ケアの意向確認については、「家族に確認した」が 8 割以上で最

も多かった。これは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であったが、「医療療養病

床」では「特に確認していない」が 13.9％と、「介護療養病床」の 7.5％に比べ高かった。 

図表3-8-7 本人・家族への終末期におけるケアの意向確認の有無  (n=565) 

3.7%81.6%

0.7%

2.5%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族に確認した 本人に確認した 本人と家族に確認した 特に確認していない 無回答  

図表3-8-8 病床種類別 本人・家族への終末期におけるケアの意向確認の有無 

83.0%

80.7%

0.9%

0.6%

2.8%

1.9%

7.5%

13.9% 2.0%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床(n=353)

介護療養病床(n=212)

家族に確認した 本人に確認した 本人と家族に確認した確認した

特に確認していない 無回答
 

図表3-8-9 一般病床の有無別 本人・家族への終末期におけるケアの意向確認の有無 

82.1%

5.7%80.8%

0.6%

0.9%

0.4%

3.9%
11.0%

12.2%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)

家族に確認した 本人に確認した 本人と家族に確認した確認した
特に確認していない 無回答  
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(4) 死亡場所についての本人・家族の希望（患者票 Q18・Q19） 
死亡場所についての本人の希望については「わからない」が 7割であった一方、家族の

希望は「自院」が 8割を占めた。これは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であ
った。 

図表3-8-10 死亡場所についての本人・家族の希望  (n=565) 

80.2%

5.7% 68.5%19.5%

1.4%

12.9%

1.4%

0.7%

5.7%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人

家族

自院（病院） 自宅 わからない その他 無回答
 

図表3-8-11 死亡場所についての本人・家族の希望 

20.8%

79.6%

81.1%

7.9%

1.9%

1.7%

67.4%

13.9%

11.3%

2.0%

18.7%

0.9%

70.3%

0.5%

0.6%

0.9%

6.1%

5.4%

2.8%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人：医療療養(n=353)

本人：介護療養(n=212)

家族：医療療養(n=353)

家族：介護療養(n=212)

自院(病院） 自宅 わからない その他 無回答
 

 

図表3-8-12 一般病床の有無別 死亡場所についての本人・家族の希望 

24.7%

77.7%

81.8%

0.9% 15.3%

11.3%

11.8%

1.8%

5.7%

5.7% 74.2%

64.6%

1.5%

1.3%

0.3%

1.3%

3.6%

7.0%

4.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人：一般病床あり(n=229)

本人：一般病床なし(n=336)

家族：一般病床あり(n=229)

家族：一般病床なし(n=336)

自院(病院） 自宅 わからない その他 無回答  
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(5) 本人・家族が希望しなかった処置（患者票 Q20） 
本人や家族が希望しないと意思表示した処置としては、全体では「人工呼吸器」（47.1％）

が最も多く、次いで「気管切開」（29.0％）、「心臓マッサージ」（25.7％）が多かった。こ
れは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であった。 

図表3-8-13 本人・家族が希望しなかった処置（複数回答）  (n=565) 

47.1%

29.0%

25.7%

16.1%

14.0%

13.1%

11.2%

6.2%

5.0%

28.3%

9.7%

0% 20% 40% 60%

人工呼吸器

気管切開

心臓マッサージ

人工透析

中心静脈栄養

胃ろう

経鼻経管栄養

点滴

酸素療法

特にない

聞いていないのでわからない

 

図表3-8-14 病床種類別 本人・家族が希望しなかった処置（複数回答） 

44.8%

28.0%

24.1%

14.2%

13.0%

11.0%

10.2%

5.9%

5.7%

30.3%

11.9%

50.9%

30.7%

28.3%

19.3%

15.6%

16.5%

12.7%

6.6%

3.8%

25.0%

6.1%

0% 20% 40% 60%

人工呼吸器

気管切開

心臓マッサージ

人工透析

中心静脈栄養

胃ろう

経鼻経管栄養

点滴

酸素療法

特にない

聞いていないのでわからない

医療療養(n=353)

介護療養(n=212)
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図表3-8-15 一般病床の有無別 本人・家族が希望しなかった処置（複数回答） 

48.9%

30.6%

29.3%

13.5%

15.7%

11.8%

11.8%

10.9%

8.7%

24.0%

8.3%

45.8%

28.0%

23.2%

17.9%

12.8%

14.0%

10.7%

3.0%

2.4%

31.3%

10.7%

0% 20% 40% 60%

人工呼吸器

気管切開

心臓マッサージ

人工透析

中心静脈栄養

胃ろう

経鼻経管栄養

点滴

酸素療法

特にない

聞いていないのでわからない

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)

 
 
また、本人・家族が希望しなかった処置について、療養病床の機能や役割についての説

明の有無との関連をみたところ、全体では「書面等での説明をしている」方が、「口頭での

説明」や「特に説明していない」場合に比べて、処置を希望しない割合が低い傾向がみら

れた。これは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であった。 

図表3-8-16 病床の説明の有無別 本人・家族が希望しなかった処置（複数回答、単位：人） 

 合計 点滴 
中心静

脈栄養 

経鼻経

管栄養 
胃ろう 

酸素療

法 

人工 

呼吸器 

人工透

析 

心臓マ

ッサー

ジ 

気管 

切開 

特にな

い 

聞いて

いない

のでわ

からな

い 

565 35 79 63 74 28 266 91 145 164 160 55 
全体 

100.0% 6.2% 14.0% 11.2% 13.1% 5.0% 47.1% 16.1% 25.7% 29.0% 28.3% 9.7% 

222 10 32 22 24 8 104 34 52 66 64 26 書面等で説

明している 100.0% 4.5% 14.4% 9.9% 10.8% 3.6% 46.8% 15.3% 23.4% 29.7% 28.8% 11.7% 

336 23 44 39 50 19 158 56 88 94 96 29 口頭で説明

している 100.0% 6.8% 13.1% 11.6% 14.9% 5.7% 47.0% 16.7% 26.2% 28.0% 28.6% 8.6% 

7 2 3 2 0 1 4 1 5 4 0 0 特に説明し

ていない 100.0%28.6% 42.9% 28.6% 0.0% 14.3% 57.1% 14.3% 71.4% 57.1% 0.0% 0.0% 
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図表3-8-17 病床の説明の有無別 本人・家族が希望しなかった処置（複数回答） 

【医療療養病床】                         （単位：人） 

 合計 点滴 
中心静

脈栄養 

経鼻経

管栄養 
胃ろう 

酸素療

法 

人工 

呼吸器 

人工透

析 

心臓マ

ッサー

ジ 

気管 

切開 

特にな

い 

聞いて

いない

のでわ

からな

い 

353 21 46 36 39 20 158 50 85 99 107 42 
全体 

100.0% 5.9% 13.0% 10.2% 11.0% 5.7% 44.8% 14.2% 24.1% 28.0% 30.3% 11.9% 

126 6 20 11 13 3 52 21 27 37 36 21 書面等で説

明している 100.0% 4.8% 15.9% 8.7% 10.3% 2.4% 41.3% 16.7% 21.4% 29.4% 28.6% 16.7% 

226 14 25 25 26 17 105 29 57 61 71 21 口頭で説明

している 100.0% 6.2% 11.1% 11.1% 11.5% 7.5% 46.5% 12.8% 25.2% 27.0% 31.4% 9.3% 

1 1 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 特に説明し

ていない 100.0%100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

 
【介護療養病床】                         （単位：人） 

 合計 点滴 
中心静

脈栄養 

経鼻経

管栄養 
胃ろう 

酸素 

療法 

人工 

呼吸器 

人工 

透析 

心臓マ

ッサー

ジ 

気管 

切開 

特にな

い 

聞いて

いない

のでわ

からな

い 

212 14 33 27 35 8 108 41 60 65 53 13 
全体 

100.0% 6.6% 15.6% 12.7% 16.5% 3.8% 50.9% 19.3% 28.3% 30.7% 25.0% 6.1% 

96 4 12 11 11 5 52 13 25 29 28 5 書面等で説

明している 100.0% 4.2% 12.5% 11.5% 11.5% 5.2% 54.2% 13.5% 26.0% 30.2% 29.2% 5.2% 

110 9 19 14 24 2 53 27 31 33 25 8 口頭で説明

している 100.0% 8.2% 17.3% 12.7% 21.8% 1.8% 48.2% 24.5% 28.2% 30.0% 22.7% 7.3% 

6 1 2 2 0 1 3 1 4 3 0 0 特に説明し

ていない 100.0% 16.7% 33.3% 33.3% 0.0% 16.7% 50.0% 16.7% 66.7% 50.0% 0.0% 0.0% 
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図表3-8-18 一般病床の有無別 病床の説明の有無別 本人・家族が希望しなかった処置   

（複数回答） 

【一般病床あり】                         （単位：人） 

 合計 点滴 
中心静

脈栄養 

経鼻経

管栄養 
胃ろう 

酸素療

法 

人工呼

吸器 

人工透

析 

心臓マ

ッサー

ジ 

気管切

開 

特にな

い 

聞いて

いない

のでわ

からな

い 

229 25 36 27 27 20 112 31 67 70 55 19
全体 

100.0% 10.9% 15.7% 11.8% 11.8% 8.7% 48.9% 13.5% 29.3% 30.6% 24.0% 8.3%

102 7 16 9 13 4 47 11 20 31 30 13書面等で説

明している 100.0% 6.9% 15.7% 8.8% 12.7% 3.9% 46.1% 10.8% 19.6% 30.4% 29.4% 12.7%

122 17 18 16 14 15 62 20 43 36 25 6口頭で説明

している 100.0% 13.9% 14.8% 13.1% 11.5% 12.3% 50.8% 16.4% 35.2% 29.5% 20.5% 4.9%

5 1 2 2 0 1 3 0 4 3 0 0特に説明し

ていない 100.0% 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% 20.0% 60.0% 0.0% 80.0% 60.0% 0.0% 0.0%

 
【一般病床なし】                         （単位：人） 

 合計 点滴 
中心静

脈栄養 

経鼻経

管栄養 
胃ろう 

酸素療

法 

人工呼

吸器 

人工透

析 

心臓マ

ッサー

ジ 

気管切

開 

特にな

い 

聞いて

いない

のでわ

からな

い 

336 10 43 36 47 8 154 60 78 94 105 36
全体 

100.0% 3.0% 12.8% 10.7% 14.0% 2.4% 45.8% 17.9% 23.2% 28.0% 31.3% 10.7%

120 3 16 13 11 4 57 23 32 35 34 13書面等で説

明している 100.0% 2.5% 13.3% 10.8% 9.2% 3.3% 47.5% 19.2% 26.7% 29.2% 28.3% 10.8%

214 6 26 23 36 4 96 36 45 58 71 23口頭で説明

している 100.0% 2.8% 12.1% 10.7% 16.8% 1.9% 44.9% 16.8% 21.0% 27.1% 33.2% 10.7%

2 1 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0特に説明し

ていない 100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%
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(6) 看取りの対応（患者票 Q21） 
看取りの対応については、全体では「対応する予定であった」が 87.6％を占めた。これ

は病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であったが、「一般病床あり」（14.0％）で
は「対応する予定ではなかった」割合が「一般病床なし」に比べて高かった。 

図表3-8-19 看取りの対応  (n=565) 

8.0% 4.4%87.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対応する予定だった 対応する予定ではなかった 無回答  

図表3-8-20 病床種類別 看取りの対応 

87.3%

9.1%

6.1%

3.1%87.8%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=353)

介護療養(n=212)

対応する予定だった 対応する予定ではなかった 無回答
 

図表3-8-21 一般病床の有無別 看取りの対応 

92.3%

14.0%

3.9%

5.2%80.8%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)

対応する予定であった 対応する予定はなかった 無回答
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(7) 看取りに伴う病室移動の状況（患者票 Q22） 
看取りに伴う病室移動の状況をみると、「特に病室の移動はしなかった」が最も多かっ

た。これは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であったが、「医療療養病床」は「移

動はしなかったが元々個室であった」が 16.1％と、「介護療養病床」（6.6％）に比べ高い割
合であった。 

図表3-8-22 看取りに伴う病室移動の状況  (n=565) 

25.7% 12.6% 4.8%24.2% 32.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
個室に移動した 個室ではないが移動した
移動はしなかったが元々個室だった 特に病室の移動はしなかった
無回答  

図表3-8-23 病床種類別 看取りに伴う病室移動の状況 

25.9%

26.6%

24.1%

16.1% 2.3%23.2%

6.6%

31.7%

34.4% 9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=353)

介護療養(n=212)

個室に移動した 個室ではないが移動した
移動はしなかったが元々個室だった 特に病室の移動はしなかった
無回答  

図表3-8-24 一般病床の有無別 看取りに伴う病室移動の状況 

22.6%

18.3%

30.7%

13.5% 7.4%26.6%

11.9% 31.8%

34.1%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)

個室に移動した 個室ではないが移動した
移動はしなかったが元々個室だった 特に病室の移動はしなかった
無回答  
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(8) 死亡前 2週間以内に病棟で実施した処置（患者票 Q23） 
患者の死亡前 2週間以内に病棟で実施した処置としては、全体では「酸素療法」、「点滴」、

「喀痰吸引」の順に多かった。 
これは病床種類別、一般病床有無別でも同様の傾向であったが、病床種類別では、「採

血」、「疼痛管理」、「心臓マッサージ」、「中心静脈栄養」については、「医療療養病床」の方

が「介護療養病床」よりも多かった。一方、「介護療養病床」の方が「医療療養病床」より

も高かった処置としては、「経鼻経管栄養」「胃ろうの管理」であった。 
一般病床の有無別にみると、「一般病床なし」では「点滴」「酸素療法」「留置カテーテ

ル」「抗生物質の投与」「採血」「レントゲン」で「一般病床あり」より 10ポイント以上、
実施率が高かった。 

図表3-8-25 死亡前2週間以内に病棟で実施した処置（複数回答） (n=565) 

70.8%

69.8%

67.0%

45.3%

50.5%

43.4%

42.5%

25.0%

19.8%

15.1%

10.4%

15.1%

6.1%

3.8%

2.4%

0.5%

1.4%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

酸素療法

点滴

喀痰吸引

採血

レントゲン検査

抗生物質の投与

留置カテーテル類

経鼻経管栄養

褥瘡の処置

心臓マッサージ

昇圧剤の投与

胃ろうの管理

中心静脈栄養

疼痛管理

人工呼吸器

人工透析

気管切開の処置

ストーマの処置
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図表3-8-26 病床種類別 死亡前2週間以内に病棟で実施した処置（複数回答） 

79.6%

77.3%

71.4%

56.7%

52.4%

49.0%

43.9%

21.5%

22.1%

22.7%

16.4%

9.6%

13.0%

11.6%

3.4%

2.5%

0.8%

0.8%

70.8%

69.8%

67.0%

45.3%

50.5%

43.4%

42.5%

25.0%

19.8%

15.1%

10.4%

15.1%

6.1%

3.8%

2.4%

0.5%

1.4%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

酸素療法

点滴

喀痰吸引

採血

レントゲン検査

抗生物質の投与

留置カテーテル類

経鼻経管栄養

褥瘡の処置

心臓マッサージ

昇圧剤の投与

胃ろうの管理

中心静脈栄養

疼痛管理

人工呼吸器

人工透析

気管切開の処置

ストーマの処置

医療療養(n=353)

介護療養(n=212)

 

図表3-8-27 一般病床の有無別 死亡前2週間以内に病棟で実施した処置（複数回答） 

68.1%

64.6%

67.7%

46.3%

45.4%

35.8%

36.2%

22.3%

18.8%

14.8%

10.5%

12.2%

11.4%

9.2%

1.7%

3.5%

1.3%

0.4%

81.8%

81.3%

71.1%

56.5%

56.0%

54.5%

48.2%

23.2%

22.9%

23.2%

16.7%

11.3%

9.8%

8.3%

3.9%

0.6%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

酸素療法

点滴

喀痰吸引

採血

レントゲン検査

抗生物質の投与

留置カテーテル類

経鼻経管栄養

褥瘡の処置

心臓マッサージ

昇圧剤の投与

胃ろうの管理

中心静脈栄養

疼痛管理

人工呼吸器

人工透析

気管切開の処置

ストーマの処置

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)
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(9) 終末期ケアの方針の決定者（患者票 Q24） 
終末期ケアの方針の決定者は、全体では「主に家族」（66.5％）とする回答が最も多く、

次いで「主に主治医」（20.5％）であった。これは病床種類別、一般病床有無別でも同様の
傾向であった 

図表3-8-28 終末期ケアの方針の決定者  (n=565) 

66.5% 20.5%1.6%

0.9%

3.5%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に本人 主に家族 主に主治医 主に看護職員 その他 無回答
 

図表3-8-29 病床種類別 終末期ケアの方針の決定者 

1.4%

65.4%

68.4%

23.2%1.7%

16.0%

0.6%

1.4%

4.2%

2.4%

10.4%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養(n=353)

介護療養(n=212)

主に本人 主に家族 主に主治医 主に看護職員 その他 無回答
 

図表3-8-30 一般病床の有無別 終末期ケアの方針の決定者 

2.4%

69.0%

64.9%

14.0% 9.6%

0.4%

25.0%
1.5%

0.0%

7.0%

1.2%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=229)

一般病床なし(n=336)

主に本人 主に家族 主に主治医 主に看護職員 その他 無回答
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(10) 死亡前 1か月以内の医療保険の受給状況（患者票 Q25） 
患者の死亡前 1か月以内に「介護療養病床」で緊急的な医療を行い、医療保険の給付を

受けたかについては、「医療保険からの給付は受けなかった」が 69.8％、「受けた」が 9.0％
であった。 
一般病床の有無別にみると、「医療保険から給付を受けた」割合は「一般病床あり」で

は 6.8％、「一般病床なし」では 10.5％であった。 

図表3-8-31 死亡前1か月以内の医療保険の受給状況(介護療養病床) (n=212) 

69.8% 21.2%9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療保険から給付を受けた 医療保険からの給付は受けなかった 無回答  

 

図表3-8-32 一般病床の有無別 死亡前1か月以内の医療保険の受給状況 

(介護療養病床) 

10.5%

70.5%

69.4%

22.7%6.8%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般病床あり(n=88)

一般病床なし(n=124)

医療保険から給付を受けた 医療保険からの給付は受けなかった 無回答
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第5章 まとめ 
本調査研究では、（1）入院患者の特性、（2）提供される医療の違い、（3）患者の死亡時

の対応、（4）患者の移動、の 4点を着目しながら、A.医療療養病床と介護療養病床の相違
と、B.一般病床の有無による相違、について以下の点が明らかになった。 
【A.医療療養病床と介護療養病床の相違】 

（1）患者特性に差がみられた。入院患者の平均年齢は「介護療養病床」の方が高く、特
に後期高齢者の割合が高かった。要介護度や認知症の日常生活自立度別割合は「介護療

養病床」の方がより重度の患者が多いことがわかった。 
  入院期間については、「医療療養病床」の方が短い傾向であった。退院・転出した患者

の主傷病については、「医療療養病床」では悪性新生物・骨折・肺疾患の患者の割合が

多い一方、「介護療養病床」では、脳血管疾患・認知症の患者の割合が多かった。また、

終末期ケアについては「医療療養病床の方が終末期ケアに対応できる」が 37.3％、「介

護療養病床の方が終末期ケアに対応できる」が3.6％で、「医療療養病床」の方が対応で

きるとの回答割合が高かった。 

（2）療養病床としての方針や体制に大きな差はみられなかった。医療療養病床と介護療
養病床の相違が明確になるように、両者を有する病院に対してたずねたところ、その約

半数が、提供する医療は「ほとんど同じである」と回答した。なお、入院期間の方針に

ついては、「医療療養病床」の方が入院期間に方針を持っている割合が高く、実際の患

者の入院期間も「医療療養病床」の方が短かった。 
（3）終末期対応に差がみられた。患者の死亡が予想される場合の基本方針は、「医療療養
病床」の方が看取る方針を持っていることがわかった。患者に対する終末期の見通しは

「医療療養病床」の方が患者の見通しがつく割合が高く、患者の死亡前 2週間以内には、
酸素療法・点滴・喀痰吸引の処置割合が相対的に高かった。 
（4）患者の移動に差がみられた。自宅等へ退院した割合や、在宅療養を希望する患者が
実際に自宅へ戻った割合は「医療療養病床」の方が高かったが、自院（病院）療養を希

望する患者が死亡に至った割合は「介護療養病床」の方が高かった。これは、退院・転

出のみで見た場合も同様に「介護療養病床」の方が死亡退院の割合が高かった。 
【B.一般病床の有無による相違】 

（1）必要とする医療処置、患者の主傷病、転出先に差がみられた。「一般病床あり」の患
者は、胃ろうの管理・喀痰吸引が行われる割合が高かった。退院・転出した患者の主傷

病については、「一般病床あり」では骨折の患者割合が高く、「一般病床なし」では悪性

新生物・認知症の患者割合が高かった。 
（2）病院・病棟の療養病床としての方針や体制に差がみられた。自院に一般病床がない
場合には、長期療養と終末期ケアを重視し、今後はリハビリに力を入れたいとする割合

が多かった。一方、自院に一般病床がある場合には、在宅ケアとの連携に力を入れたい

とする割合が多かった。入院期間の方針では、自院に一般病床がある方が短い傾向にあ

り、また実際に平均在院日数も短かった。また、患者・家族が在宅死を希望した場合に

は、自院に一般病床がある場合では、約 6割が「自院で支援する」と回答した。 
（3）死亡時の対応と死亡前の処置に差がみられた。患者の死亡が予想される場合の方針
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は、自院に一般病床がない場合には「医療療養病床で看取る」割合や、看取り対応につい

て「対応する予定であった」と回答する割合が共に高く、療養病床を看取りの場としてい

ることがわかった。また、酸素療法・点滴・喀痰吸引の処置を筆頭に、患者の死亡前2週

間以内に行われた処置の割合は、自院に一般病床がない病院の方が相対的に高かった。 
（4）患者の移動には当然ながら大きな差がみられた。患者が入院・転入する前の所在地
については、「一般病床あり」では「自院の一般病床」からの転院が多かったが、「一般病

床なし」では「その他（自宅等、特養、その他）」からと、「他院」からが多かった。患者

の転出先については、「一般病床あり」では 49.1％の患者が一般病床へ、38.3％が療養病

床へ転棟する一方、「一般病床なし」では 75.7％の患者が一般病床へ転棟していることが

わかった。 

入院から退院までの一連の流れとして捉えると、｢一般病床あり｣では自宅等から自院の

一般病床に入院後、当該療養病床に転院し、自宅等に退院するケースが15.4％と最も多く、

次に自宅等から直接療養病床に入院し、自宅等に直接退院するケースが 10.9％であった。

一方、｢一般病床なし｣では、自宅等から入院し、自宅等に退院するケースが20.1％と最も

多く、次いで他院から転院し、自宅等に退院するケースが10.1％であり、他院から転院し、

自宅等に退院するケースは 5.3％に留まった。そして、退院患者全体に占める死亡の割合

は、「一般病床あり」では10.5％に留まったのに対して、「一般病床なし」は20.6％であっ

た。
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付表：3施設における調査結果の比較表 

※特別養護老人ホームの結果については、「『特別養護老人ホームにおける終末期の医療・介護に関する調査研究』報告書 平成15年3月・医療経済研究機構」から、 

介護老人保健施設の結果については、「『介護老人保健施設における医療・介護に関する調査研究』報告書 平成16年3月・医療経済研究機構」から引用。 

① 基本票 
 療養病床 介護老人保健施設 特別養護老人ホーム 

調査の実施方法 

療養病床を有する病院（回復期リハビリテーション病棟

と特殊疾患療養病棟を除く）・病棟・入院患者を対象。 
医療施設調査の台帳から 5分の１抽出で、発送数は 819
病院。回収数は233件（回収率28.4％）。 

全国の介護老人保健施設を対象。3,022
施設から、1,000件を無作為抽出。 

全国の介護老人福祉施設を対象。4,886 施設
から、3,000件を無作為抽出。 

有効回答数（有効回収率） 基本調査：212施設（25.9％） 施設調査：355施設（35.5％） 基本調査：1,730施設（57.7％） 
入院後３ヵ月以内 14.6％ 入所３ヵ月以内 19.7％ 
入院後６ヵ月以内 27.8％ 入所６ヵ月以内 27.9％ 
入院後１年以内  7.5％   入院期間の方針 

特に方針はない 35.4％ 特に規定しない 50.4％ 

- 

＜実施すべきと考える処置＞ ＜受け入れが難しい医療処置＞ ＜特養内で対応する方針の処置＞ 
胃ろうの管理 89.6％ - 73.1％ 
経鼻経管栄養 86.8％ 20.8％ 70.7％ 
点滴 71.2％ 20.8％ 73.8％ 
酸素療法 64.2％ 41.4％ 60.9％ 

ストーマの処置 56.1％ - 57.5％ 
気管切開の処置 45.8％ 57.7％ - 
中心静脈栄養 30.2％ 81.4％  6.0％ 
心臓マッサージ 22.6％ - - 
人工呼吸器 12.3％ 89.3％（ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ） - 

医療処置 

人工透析  9.9％ - - 
療養病床の病棟内で看取る 53.3％ 施設内で看取る   5.9％ 施設内で看取る 19.4％ 

速やかに 
自院の一般病床へ移す 26.9％ 

 
患者の死亡が予想される

場合の基本方針 
 速やかに他の病院へ移す  5.2％ 

速やかに 
病院等に移す 83.4％ 速やかに 

病院等に移す 54.9％ 
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＜患者・家族が在宅死を希望した場合の対応＞ ＜施設内死亡の希望の受け入れ＞ ＜施設内死亡の希望の受け入れ＞ 

自院で支援する 50.0％ 原則、受け入れる 33.8％ 原則、受け入れる 69.1％ 

同一法人または関連法人で支援する 19.3％ 

 
患者の死亡が予想される

場合の基本方針 

他の医療機関を紹介する 19.3％ 
希望があっても受け入

れられない 46.5％ 受け入れない 13.5％ 

 
 療養病床 介護老人保健施設 特別養護老人ホーム 

終末期ケアについて、最も力をいれたい   3.3％ 施設内で亡くなること

含め対応 33.5％ 施設内での死亡を含め、 
対応したい 65.0％ 

終末期ケアについて 
充実を図る 27.9％ 終末期ケアの充実を 

図っていきたい 9.0％ 今後の終末期についての

対応方針 
現在、終末期ケアを重視している 22.2％ 

終末期ケアには 
対応しない 22.3％ 

【職員調査】「積極的に看取ったほうがよい」

と「可能な限り看取ったほうよい」の合計：

看護職員50.7％、介護職員51.9％ 
病態に応じてベッドの移動を行う 66.0％ 

終末期患者の病室環境 
原則として個室に移動する 30.7％ - 入所者の死亡に備えた専用の部屋が 

ある：50.5％、ない：48.5％ 

終末期ケアのマニュアル あり：21.2％    なし：76.4％ - あり：12.0％   なし：79.1％ 

【職員調査】（看護職員・介護職員） 
実施したことがある病院 29.2％ 

特養内での研修会に参加 21.7％・23.7％ 

特養外の研修への参加 33.6％・14.1％ 
終末期ケアの勉強会 

実施したことはない病院 68.9％ 

 

特養内では、研修や勉強会

は開催されていない 71.3％・70.0％ 

①職員の終末期ケアの知識・技術向上 65.8％ - 38.1％（職員の知識・技術の向上） 
②終末期入院患者の家族へのケア 56.5％ - - 
③病室等の環境整備 54.1％ 28.5％（居室等の環境整備） 34.8％（居室等の環境整備） 
④夜間・休日の職員体制の充実 37.8％ 25.9％ 30.5％ 

終末期ケアの課題 

⑤看護職員の充実 33.6％ 32.1％（看護職員の増員） - 
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② 利用者票 
 医療療養病床 介護療養病床 介護老人保健施設 特別養護老人ホーム 

2か月の移動者数（ただし
自院内の移動も含む） 

2か月の移動者数（ただし
自院内の移動も含む） 

1年間の対象者数 
（記入があった313施設） 

1年間の退所者数 
（記入があった1,730施設） 回答者数 

2,994人 825人 32,613人 17,534人 
 転出先 

死亡退院・退所 11.8％ 25.7％ 1.6％ 
76.7% 

ただし、入院後3か月以内の病院死亡47.6%
を含み、特養内での看取りは28.6％  

(対象病床数･利用定員
に占める割合／月) （1.6％） （1.5％） （0.1％） （0.4％：特養内看取り） 

(他の) 
介護老人保健施設へ 6.8% 5.3% 7.5％ 0.6％ 

(他の) 
特別養護老人ホームへ 7.7% (含むｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等) 7.3% (含むｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等) 8.4％ 1.3％ 

（他の）病院・診療所へ 11.9％（自院内16.1%） 11.2％（自院内27.4%） 48.3％ 16.3％ 
自宅等への退院 35.9％ 9.0％ 38.7％ 1.8％ 

死亡者調査の対象数 353人 212人 599人 施設内死亡1,811人 
１位 肺炎   37.2％ 
２位 心不全 25.2％ 
３位 がん    8.2％ 死因 

1位 肺炎 
2位 悪性新生物 
3位 心疾患 

31.4％
17.0％
16.7％ 

1位 肺炎 
2位 心疾患 
3位 老衰 

30.2％
18.4％
15.6％ 

１位 老衰 
２位 心疾患 
３位 肺炎 

31.9％ 
31.6％ 
12.7％ 

１位 老衰  
２位心不全 
３位 肺炎 

31.3％
17.7％ 
17.7％ 病院入院3か月以内

の死亡3,242人 
死亡時期の予測： 
ある程度、予測できていた 71.1％ 73.1％ 62.1％ 71.8% 

終末期ケアの意向確認、 
説明 
【施設調査の結果】 

- - 「ほとんどしていない」40.8％ 
「10割確認している」が24.8％ 

入所時に施設内で亡くなることについての施

設の一般的な方針を説明している：76.9％ 

終末期ケアの意向確認の

有無  ＜本人＞ 
本人の終末期ケアの意向を

確認した：3.4％ 
本人の終末期ケアの意向を

確認した：2.8％ 
本人の終末期ケアの意向を確認した： 

 4.5％ － 

＜家族＞ 家族の終末期ケアの意向を

確認した：83.5％ 
家族の終末期ケアの意向を

確認した：84.9％ 
家族の終末期ケアの意向を確認した： 

75.0％ － 
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 医療療養病床 介護療養病床 介護老人保健施設 特別養護老人ホーム 
  入院後死亡 

自院 18.7％ 自院 20.8％ 

自宅 7.9％ 自宅 1.9％ 
死亡場所の意向 
＜本人の希望＞ 

分からない 67.4％ 分からない 70.3％ 

－ 
当該施設 
病院 
自宅 
分からない 

26.0% 
0.1％
7.4％ 

65.2％ 

当該施設 
病院 
自宅 
分からない 

8.4% 
3.4％ 
8.5％ 

77.5％ 

自院 79.6％ 自院 81.1％   入院後死亡 
死亡場所の意向 
＜家族の希望＞ 自宅 1.7％ 自宅 0.9％ 

－ 当該施設 
病院 
自宅 

84.9％
1.9％
1.3％ 

当該施設 
病院 
自宅 

22.1％
32.9％
2.4％ 

終末期ケアの 
方針の決定者 

主に家族 ：65.4％ 
主に主治医：23.2％ 

主に家族 ：68.4％ 
主に主治医：16.0％ － － 

看取りに伴う病室移動 
個室に移動＋元々個室：

39.3% 
移動先は個室ではないが、

移動した：26.6％ 

個室に移動＋元々個室：

32.5% 
移動先は個室ではないが、

移動した：24.1％ 

－ 終末期を意識して部屋を移動した：58.9％ 
終末期を意識した移動はしなかった：39.5％ 

死亡前2週間以内に実施した処置 

酸素療法 79.6％ 70.8％ 56.4％ 44.9％ 
点滴 77.3％ 69.8％ 63.1％ 50.6％ 
喀痰吸引 71.4％ 67.0％ － － 
採血 56.7％ 45.3％ － － 
レントゲン検査 52.4％ 50.5％ － － 
抗生物質の投与 49.0％ 43.4% － － 
留置カテーテル類 43.9％ 42.5％ 17.0％  7.4％ 
心臓マッサージ 22.7％ 15.1％ 26.7％ 10.4％ 
褥瘡の処置 22.1％ 19.8％ 10.7％ 15.9％ 
経鼻経管栄養 21.5％ 25.0％  9.7％ 12.8％ 
昇圧剤の投与 16.4％ 10.4％ － － 
中心静脈栄養 13.0％  6.1％ 1.2％ － 
疼痛管理 11.6％  3.8％ 4.7％（疼痛の看護） 7.6％（疼痛の看護） 
胃ろうの管理  9.6％ 15.1％ 5.5％ 6.5％ 
人工呼吸器  3.4％  2.4％ 1.5％（ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ） 0.5％（ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ） 
人工透析  2.5％  0.5％ － － 
気管切開の処置  0.8％  1.4％ 0.2％ 0.2％ 
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③  療養病床について、一般病床の有無別の比較 
 一般病床を有する病院の療養病床 一般病床を有さない病院の療養病床 

該当数 123施設（58.0％） 89施設（42.0％） 
入院後３ヵ月以内 21.1％  5.6％ 
入院後６ヵ月以内 33.3％ 20.2％ 
入院後１年以内  5.7％ 10.1％ 入院期間の方針 

特に方針はない 27.6％ 46.1％ 
＜実施すべきと考える処置＞ 

胃ろうの管理 87.8％ 92.1％ 
経鼻経管栄養 85.4％ 88.8％ 
点滴 60.2％ 86.5％ 
酸素療法 56.9％ 74.2％ 

ストーマの処置 56.1％ 56.2％ 
気管切開の処置 43.1％ 49.4％ 
中心静脈栄養 25.2％ 37.1％ 
心臓マッサージ 16.3％ 31.5％ 
人工呼吸器 12.2％ 18.0％ 

医療処置 

人工透析  8.1％  6.7％ 
療養病床の病棟内で看取る 39.0％ 73.0％ 
速やかに自院の一般病床へ移す 46.3％ － 
速やかに他の病院へ移す 0.8％ 11.2％ 

＜患者・家族が在宅死を希望した場合の対応＞ 
自院で支援する 57.7％ 39.3％ 
同一法人または関連法人で支援する 21.1％ 16.9％ 

患者の死亡が予想される場

合の基本方針 

他の医療機関を紹介する 14.6％ 25.8％ 
今後、終末期ケアについて、最も力をいれたい  2.4％  4.5％ 今後の、終末期についての

対応方針 現在、終末期ケアを重視している 17.1％ 29.2％ 
病態に応じてベッドの移動を行う 63.4％ 69.7％ 

終末期患者の病室環境 
原則として個室に移動する 33.3％ 27.0％ 

終末期ケアのマニュアル あり：22.8％   なし：74.0％ あり：19.1％   なし：79.8％ 
実施したことがある病院 27.6％ 31.5％ 

終末期ケアの勉強会 
実施したことはない病院 69.9％ 67.4％ 
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 一般病床を有する病院の療養病床 一般病床を有さない病院の療養病床 
①終末期入院患者の家族へのケア 60.5％ 52.4％ 
②職員の終末期ケアの知識・技術向上 59.9％ 71.7％ 終末期ケアの課題 
③病室等の環境整備 58.7％ 49.4％ 

転出先 2か月間で合計（ただし自院内の移動も含む）
入院患者数に対して 

2,188人 
32.2％→16.1％／月 

1,631人 
21.5％→10.8％／月 

 
死亡退院・退所 10.5％（229人 

入院患者数に対して１ヵ月あたり1.7％） 
20.6％（人数336人 

入院患者数に対して１ヵ月あたり2.2％） 
（他の）介護老人保健施設へ 7.7% 4.8% 
（他の）特別老人ホームへ 7.0%(含むｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等) 8.5%(含むｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等) 
（他の）病院・診療所へ 8.0％（自院内24.0%） 16.7％（自院内11.2%） 

自宅等への退院 32.3％ 27.1％ 
死亡者調査の対象数 229人 336人 

死因 
１位 肺   炎 29.3％ 
２位 心 疾 患 18.8％ 
３位 老   衰 12.2％ 

１位 肺   炎 32.1％ 
２位 心 疾 患 16.4％ 
３位 悪性新生物 15.2％ 

死亡時期の予測：ある程度、予測できていた 67.7% 74.7％ 
終末期ケアの意向確認の有無   ＜本人＞  1.3％  4.5％ 

＜家族＞ 81.2％ 82.7% 
自院 11.8％ 24.7％ 
自宅  5.7％  5.7％ 死亡場所の意向 

＜本人の希望＞ 
分からない 74.2％ 64.6％ 
自院 77.7％ 81.8％ 死亡場所の意向 

＜家族の希望＞ 自宅  0.9％  1.8％ 
主に家族 69.0％ 64.9％ 

終末期ケアの方針の決定者 
主に主治医 14.0％ 25.0％ 

個室に移動＋元々個室 40.1% 34.5% 
看取りに伴う病室移動 

移動先は個室ではないが、移動した 18.3％ 30.7％ 
死亡前2週間以内に実施した処置 

酸素療法 68.1% 81.8% 
点滴 64.6% 81.3% 
喀痰吸引 67.7% 71.1% 
採血 46.3% 56.5% 

レントゲン検査 45.4% 56.0% 
抗生物質の投与 35.8% 54.5% 
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留置カテーテル類 36.2% 48.2% 
心臓マッサージ 14.8% 23.2% 
褥瘡の処置 18.8% 22.9% 
経鼻経管栄養 22.3% 23.2% 
昇圧剤の投与 10.5% 16.7% 
中心静脈栄養 11.4%  9.8% 
疼痛管理  9.2%  8.3% 
胃ろうの管理 12.2% 11.3% 
人工呼吸器  1.7%  3.9% 
人工透析  3.5%  0.6% 

気管切開の処置  1.3%  0.9% 
ストーマの処置  0.4%  0.9% 
モニター － － 

 


